








課題の告知時期に関する教員の意思決定 

小 林 正 樹

１．はじめに

授業において教員が学生にレポート等を課した場合，学生はいつの時期に作

成を開始するのであろうか。その一因としては教員が，どの時期に課題の告知

を行うかが重要な要因となろう。この状況を，教員による課題告知時期の意思

決定問題ととらえ，5 年間のデータにより分析を行った。結果，学生がおおよ

そ 3 分類されることがわかり，教員としては，その中間層の区間が始まる「締

め切り 5 週間前」に告知する手法が有効ではないか，という結論を得た。

２．現状と問題点

授業のレポート課題（以下，課題とする）には，定期試験とは別にその補完

もしくはさらなるステップアップのための課題と，定期試験に代わる授業期間

の最終時期に提出をさせる課題等がある。今回は後者について考える。まず教

員が課題を学生に課する際，教員は提出日を決定する。これについては規定の

課題提出期間や試験期間，また採点実施直前など，教員によってまちまちであ

るが，稿者の授業においては，授業の最終週に提出を行わせている。これは受

け取り日時を指定し，締め切った後に提出の可否をその場で確認し，受講生の

数が少ない場合には読み上げ，課題を提出した・していないといったトラブル

が起こらないようにするためである。また比較的時間に余裕がある場合には，

電子ファイルで提出の場合，学生が提出したファイルが別の物でないか，破損

していないか等もチェックする。これについても，受け取りを明確化するため

である。また直接ファイルをやりとりすることで，例えば締め切り時刻以降は，

きっぱりと学生からの遅れての提出を断ることが可能となり，さらなるトラブ

ルが起きることを防止している。受講生が多い場合には，単に提出の可否だけ

を明らかにしておき，最終日のシャトルカード（コメントシート）の提出時に，

学生が希望すれば個人のメールアドレスを記載してもらい，万が一ファイルに

破損等があった場合には，稿者からメールを送付する仕組みを取っている。こ

れはデジタルファイルである場合には，防げないことであり，ファイル自体は
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正しいものであっても，データ転送途中に破損が発生することは少なくなく，

またUSB メモリ等は，静電気によってデータが消失してしまうことも多い。念

には念を入れてこのような手法を採っているが，メールアドレスは学生の個人

情報にもなり得る。したがって前述のように，メールアドレスは学生個人が希

望する場合に限り自分の意思で開示してもらい，告知していない学生について

は，もしもデータ破損等で教員が提出ファイルを読み取ることが出来なくても，

それは仕方ないものとして処理を行う。もう一点，明らかにしておく点として

は，採取したメールアドレスについてはその用途以外の目的でメールをするこ

とは一切なく，それ以降，担当教員の元で厳重に保管されることを，学生に伝

えていることである。

このような手法で，学生からの課題の提出を行っているが，問題とすべき点

がある。教員がいつ課題を告知し，学生がどれくらいの期間，その課題に対し

て準備する時間，向き合う期間を与えるか，といった問題である。これは締め

切り期間から逆算すると，何日前に告知するかといった期日を，教員が意思決

定する問題に他ならない。そして何日前がベストであるか，その意思決定につ

いて分析を行うこととした。要素としては，当然ながら課題の分量が，学生の

課題作成開始に対して大きなウェイトを占める。課題が多い場合には，提出直

前での告知では課題に取り組む時間が少なくなり，せっかくの課題の意味が薄

れ，いい加減な完成しか見込まれない。逆に早すぎる告知であると，授業がま

だ進んでいない段階であるため，学生が課題の意味を明確に理解しないままに

課題に取り組んでしまう可能性もある。幸いにも最近はシラバス（授業概要）

に当該科目が試験を行うか，課題の提出があるか，またそれが成績に対してど

れほどのウェイトを持つかといった内容について，明確に記載されている。学

生がシラバスを熟読しているかどうかは別として，授業履修以前より告知は行

われており，また稿者の場合には，第一回目の授業時に，課題が存在し，その

総合成績に対する割合がどれくらいあり，単位の取得に当たっては，提出する

必要のある旨は，明確に伝えている。したがって学生は，課題があることを知

らないという事はまず無いと考えている。またいつ頃課題の発表を行うかにつ

いても，同じく第一回目の授業で学生に伝えている。このような背景のもとで，

課題の告知時期に関して，いつ頃に行うのが最適かという教員の意思決定問題
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について，ある授業における過去 5 年の例を元に，分析を行う。

．データの取得と分析

稿者が継続的に担当している科目の中から，非常勤先である龍谷大学経営学

部「経営のデータ分析 B」という演習科目におけるデータを利用する。この科

目を選定した理由は，2008 年より継続的に本科目を担当しており，授業内容が

安定していること，最終のデータをファイルで提出させる方式のため，学生一

人一人が提出するファイルのタイムスタンプを始めとする，ファイル情報が残

存していること，直近 5 年は授業の方針を変更していないこと，等が挙げられ

る。本務校である愛知文教大学においても，稿者はコンピュータの授業を担当

しているが，本学の場合，数年前に授業支援ソフトが撤廃されている。そのた

めデータのやりとりに関しては，各人のメール等を主とした，インターネット

を介してのデータ収受となり，その場合，タイムスタンプ等が更新されてしま

う場合も少なくない。これでは正しいデータとはなりにくい。また授業の開催

曜日・時限が毎年大きく変更され，一定していない。さらに稿者が主に留学生

クラスを担当している上に，その留学生の国籍も，もっぱら中国からネパール，

そして現在ではベトナムと，ここ数年で大きく変化をしてきており，留学生の

各国の国民性等の違いも勘案した結果，一定したデータが取得できないと考え

たからである。

さて，分析を行う「経営のデータ分析 B」に関して少し説明を附しておく。

この授業は龍谷大学経営学部の中において，実際の経営データを元にしてその

データを分析することにより，経営に活かす技術を学ぶ授業である。履修の流

れとしては，その前段階において「経営のデータ分析 A」を履修しておくこと

が望ましいが，必ずしも必要とはしておらず，履修制限等は行っていない。具

体的には，Microsoft 社が提供している統合ソフト Office に内包の Excel を用

いて，さまざまな分析手法を学ぶ。内容的には，表 1 のとおりである（2017 年

度の実際のシラバスをもとに，わかりやすく改変した）。
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表 1 経営データの分析B：授業内容

回数 授業内容

1 
（販売・マーケティングデータの分析）

度数分布表、ヒストグラム

2 
（販売・マーケティングデータの分析）

基本統計量、平均、分散、標準偏差

3 （販売・マーケティングデータの分析）データの標準化

4 （販売・マーケティングデータの分析）相関、相関分析

5 （販売・マーケティングデータの分析）回帰、回帰分析、予測

6 
（販売・マーケティングデータの分析）

時系列、季節変動、季節変動分析

7 （販売・マーケティングデータの分析）ＡＢＣ分析

8 （会計データの分析）損益分岐点、損益分岐点分析

9 （会計データの分析）減価償却

10 （会計データの分析）経営指標、経営比率分析

11 （意思決定問題）在庫管理

12 （意思決定問題）シミュレーション

13 （意思決定問題）線形計画、ＬＰ

14 （意思決定問題）進路調整

15 最終課題

本科目は，週に 3 講座の開設がなされており，現状では 3 人の教員が別々に

担当している。通常の授業と同様，履修登録時に 1 つの授業を選択し，途中で

の変更は認められない。稿者の担当は月曜日の 3 講時である。これはデータ取

得の 5 年間にわたって変化はない。その中で毎年，課題を出している。これは

シラバスに記載されており，定期試験が実施されないために，事実上の試験の

代わりとなり，成績に対して大きなウェイトを占める。その割合は 50％となっ

ている。なおシラバスは専任教員が代表としてまとめて記載し，担当者は個人

的裁量があるものの，稿者はシラバス通りの採点方法に従っている。この点に
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関しても，データに関係する直近 5 年に関しては，変更を行っていない。

次に 2017 年度の課題内容を，図 2 に示す。

図 2 2017 年度の当該課題

こういった状況のもとで，具体的に過去 5 年間，すなわち 2013 年度から 2017

年度まで，実際に提出されたファイルのデータを集計した。概要を表 3 に示す。
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表 3 取得データの概要

年度 告知日 提出日 日数差
履修

者数

提出

者数

有効

人数

2013 2013/11/25 2014/1/20 56 33 31 29

2014 2014/11/17 2015/1/19 63 37 33 33 

2015 2015/12/7 2016/1/18 42 38 27 24 

2016 2016/11/14 2017/1/16 63 36 33 33 

2017 2017/11/27 2018/1/22 56 57 48 44 

年度は授業年度，告知日は，課題の内容を公開フォルダにアップロードし，

学生に初めて公告，内容について授業内で説明した日である。提出日はその年

度の最終授業実施日に合わせて設定している。日数差とは前述二項目の日数の

差であり，すなわちこの日数が，実際に学生が課題に取り組むことが出来る期

間である。履修者数は，履修取りやめや追加，休学・退学といった様々な要因

を含み終え，成績付与時に履修者名簿に名前が挙がっている学生の数である。

提出者数は，文字通り最終的に課題を提出した学生数である。有効人数は，提

出をした中で，ファイルの情報が消えているものや，既存のファイルから直接

作成を行ったために，課題告知日より以前の日時がファイルに記載されている

等，今回のデータ取得に当たって，データとなり得なかったデータを取り除い

た後の，有効なデータの数である。

本稿の論点は，課題の告知日から提出日までの日数差を何日に決定するか，

すなわちいつ教員が学生に課題の内容に関する告知を行うかという意思決定問

題である。そこで前述のように，過去 5 年にわたって，実際に学生が提出して

きたデータを精査し，そのファイルのプロパティより「コンテンツの作成日時」

をチェックした。そのタイムスタンプにより，各学生が課題をどれくらいの期

間で作成しているかの調査を行った。年度により告知日が異なり，学生の課題

作成日数が異なるため，開始時期から提出日までを 1 とし，ある学生の提出日

を全体の百分率によって表記させる手法もあるが，今回は学生が，どれくらい

前から課題をスタートさせたかという日数を考察するため，そのままのデータ
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で比較を行っている。

結果，日数差すなわち学生が課題を作成日数については，最小で 42 日，最大

で 63 日であった。2015 年度のみ少々短く，11 月中に発表することが出来なか

ったが，12 月の 1 週目の授業では告知している。これは稿者が，少なくともお

およそ 2 ヶ月前，すなわち 11 月中には課題内容に関する告知を，授業の中で行

おうとしていたためである。詳細なデータは省略するが，統計データを表 4 に，

年度ごとのヒストグラムを，図 5 から図 9 に，5 年間の全データをまとめたヒ

ストグラムを図 10 に示す。本来であればスタージェスの公式により，ヒストグ

ラムの階級数を決定すべきであるが，ここではわかりやすさを重視し，全ての

年度において階級の幅を5日とし，階級数も最大の63日に合わせて14とした。

したがって例えば 2013 年度を例に取ると，作成日数が 31 日から 35 日の学生

が 1 人，26 日から 30 日の学生が 1 人，と続き，1 日から 5 日までが 11 人，0

日すなわち提出の当日に初めて課題に取り組み始めた学生が 3 人となっている。

表 4 5 年間の統計データ

年度 課題作成平均日数 標準偏差

2013 8.55 8.66

2014 13.73 15.97

2015 13.42 13.63

2016 7.52 13.24

2017 15.55 16.48

総データ 11.99 14.54 

図 5～9 2013 年度から 2017 年度のデータ概要
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図 10 5 年間全データのヒストグラム (n=163)

5 年間のデータ比較として統計的処理を行った表 4 の結果をみると，年度に

よってさほど違いは見られないが，2013 年度および 2016 年度において，突出

して課題作成日数が少ないことが特筆される。これは授業日程において，台風

等により補講を余儀なくされ，補講が最終授業の後に実施されたことや，授業

の進路がずれ込み，第 14 回目の授業まで割り込んでしまった等の理由が考え

られる。なお本データは，標準正規分布からは大きく異なるデータ分布である

こと，後述のとおり，データが 3 つの層に分割されている点が特徴的である。
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したがって標準偏差の値についてはあまり意味を持ないと分析する。

さて全年度のデータを合算した図 10 を用いて分析を行うと，課題を提示さ

れた際に，学生がどれくらいで課題をスタートしたかという問題に対し，学生

をおおよそ 3 つのカテゴリーに分類することが出来る。

第 カテゴリー： すぐに課題を始める層

第 カテゴリー： 締め切り ヶ月前頃に課題を始める層

第 カテゴリー： 締め切り直前に課題を始める層

まず第 1 カテゴリーである「すぐに課題を始める層」は，いわゆる真面目な

学生であると推察できる層である。全体のおおよそ 7.4%がこれにあたる。この

層の学生は，課題の告知がいつであっても基本的にすぐに課題を始めるので，

第 1 カテゴリーと第 2 カテゴリーの期間の差が僅少，すなわち第 2 カテゴリー

の期間あたりに課題の告知を行っても，あまり影響がないと考えられる。次に

第 2 カテゴリー「締め切り 1 ヶ月前頃に課題を始める層」である。今回は締め

切り前おおよそ 20 日から 35 日，週にして 3～5 週間前に，課題の作成を始め

た層をこのカテゴリーとした。ただ，授業日程の問題がある。本調査に用いた

科目は後期の科目であり，提出日から逆算すると 3 週間前は冬休み・正月休み

の時期にあたる。実際そのあたりに課題の作成をスタートした学生は少なく，

ほとんどは次のカテゴリー，すなわち冬休みが終わり，後期の授業が再開した

後に「そろそろ課題に取りかからないと間に合わないのでは？」という危機感

が生まれてからの開始であると推測される。最後の第 3 カテゴリー「締め切り

直前に課題を始める層」は，文字通り締め切りの直前になってから，課題の作

成を始める層である。今回は 15 日前まで，おおよそ締め切り 2 週間前以降に課

題作成を開始した学生をこのカテゴリーとした。残念なことにこのカテゴリー

の学生が 73.6％である。要因として一つは，前述の通り授業日程の問題であり，

冬休みが明けてから課題に取り組み始めたことが一点，また本授業が 2 年次生

配当であり，成人式を終えてから課題に取り組もうと考えている学生が多いこ

とが挙げられよう。もう一つの要因として考えられるのは，課題自体の問題で

ある。図 2 に挙げているとおり，約半分がテキストの章末問題，半分が自由課

題である。章末問題を行うためには，テキストの内容をある程度終えておく必
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要がある。また自由課題については，授業範囲内のうちから 1 トピックを選び，

そこで学んだ分析手法を用い，自分でテーマを決め，データを準備して分析，

さらに経営的な観点からその分析結果をどう活かすかを経営的に論じるもので

ある。したがってあまり早く課題をスタートさせても当該の部分まで進んでい

ない。たとえばテキスト 6 章の課題を行うには授業の 10 回目まで進んでいな

いと解けず，7 章の課題を行うには 13 回目までに終えておかなければならな

い。本来ならばテキストを独学で学びながら進めていくことで，この問題は解

決できる問題であるが，実際には授業で当該部分を学修した後に課題を行いた

いと考える学生が多いからであろう。また自由課題に関しても同様であり，学

生は授業でテキストの範囲を全て終えてから，どのトピックを選定するか考え

たいといった意思もあろう。こういった背景によって，課題の開始時期が極め

て遅くなっていることが挙げられるが，締め切り前 1～5 日で課題をスタート

させた学生が約 4 割といった現状については，何らかの改善策を講じる余地も

あろう。

．告知時期の意思決定と今後

今回の分析により，学生が課題をスタートさせる時期は，大きく 3 つに分類

されることがわかった。したがってあまり早期から課題を告知しても，すぐに

課題に取り組む学生はごく僅かであり，多くの学生は締め切り直前での開始で

ある。そのなかで締め切り 3～5 週間前から課題をスタートさせる学生が一定

数いる点を明確にした。教員側としては，概ねこの時期には課題作成を初めて

欲しい心境であり，そのあたりを平均として，ある程度は正規分布にしたがっ

た分布を目指したい。よっておおよそ課題提出締め切り日の 5 週間前（35 日程

度）に告知することを，2018 年度は試行してみることとする。また前述の通り

締め切り直近に課題を始める層については，たとえば中間提出を行う方式や課

題を 2 回に分けるという手法も考えられるが，今年度は告知日程の変更のみに

止めて，提出状況の変化を分析したい。さらに今後は，提出課題の開始時期と

成績との関連についても，分析を行いたい。

－ 10 －



康有为的留学教育思想 

Kang Youwei’s thought of studying abroad 

马 燕 

 

近代中国著名的改革家康有為在领导戊戌变法之际，倍感困扰的就是人才匮乏问

题。他深刻地意识到传统的封建教育体制和教育内容是无法培养出变法维新所需要的

人才的，变法维新要想顺利进行，当务之急就是要培养一批革新人才。1898年6月１

日，他在奏折《请派游学日本折》中明确地提出了自己的教育改革主张：“我今欲変

法而章程未具，诸学无人，虽欲举事，无由措理，非派才俊出洋游学，不足以供変政

之用。” (1)康有为始终将改革、废除封建式旧教育以及振兴新教育事业、培养维新人

才作为戊戌维新运动最重要的一项措施和内容，并为得以实施做出了不懈的努力。从

日本与西方的新教育在戊戌变法时期以及之后，在中国盛兴这一历史事实中可以看到

康有为的功绩不可抹去。 

１．康有为的留学教育思想的特征 

“托古改制”与“仿洋改制”是康有为的变法维新思想的两个来源。其中的“仿

洋改制”可以具体分为“以日为法”、“以俄为师”、“以法为戒”、“以波兰为鉴”四个

方面，就是希望中国走日本明治维新的道路，学习俄国彼得大帝的改革决心和勇气，

避免法国式流血革命，吸取波兰守旧亡国的历史教训。 

康有为在青年时代，不仅学习过传统的儒教，还学习过西方学问，因此精通世界

发展趋势及各国历史。十九世纪九十年代爆发的甲午战争，在给中国带来巨大灾难的

同时也刺激了中华民族的觉醒。有远见的政治家和知识分子们开始将认识世界、顺应

历史潮流、变法维新和救亡图存紧密地联系在一起进行思考，康有为就是其代表人物

之一。他放眼世界，在对各国历史及政治进行比较、研究后强调：现在的世界是列强

竞争的世界，“争雄竞长，不能强则弱，不能大则小，不能存则亡，无中立之理” (2)，

只能在竞争中图生存。同时，他也注意到了印度、缅甸、越南等亚洲国家之所以被西

洋列强简单地分割，是因为“皆守旧不变，君自尊，与民隔绝之国也。” (3)康有为指

出，守旧必将亡国，并忠告必须将此作为前车之鉴。另外，他在高度评价欧美及日本
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康有为的留学教育思想

通过进行资本主义革命、改革走向富强的道路的同时认为，必须以此为榜样，号召学

习日本，建立君主立宪制的资本主义政体。他还明确地概括表示，现在的世界已成为

列国竟争的世界，除救亡、变法以外，别无他求。“能变则全，不变则亡；全变则强，

小变仍亡。”(4) 

  康有为领导的维新运动的实质就是，在中国进行自上而下的改革，学习西方以发

展资本主义。而学习西方的方式有在国内学习和到国外去学习两种，其中的到国外学

习就是进行留学教育，因此可以说，康有为的留学思想是其维新思想的必然产物。而

且，这也决定了他在维新运动时期的留学教育思想具有以下两个特点： 

(１)注重选派王公大臣等官吏到国外游历 

 康有为为何一而再、再而三地请求选派王公大臣等官吏出国游历呢？这是因为他

所领导的维新运动本来就是一场自上而下的改革，即借助当权者的权势来推行自己的

政治主张，实现自己的政治目的。经过多次的政治较量，他对年高体弱、顽固守旧的

元老派已经不再抱有任何幻想，而是寄希望于在中央政府中塞进一批少壮派。这一点，

从光绪皇帝召见时二人的对话中可知。 

 

康有为说：“就皇上现在之权，行可变之事，虽不能尽变，而扼要以图，亦 

足以救中国矣。惟方今大臣，皆老耄守旧，不通外国之故，皇上欲倚以变法，犹 

缘木以求鱼也。” 

光緒帝深有同感地说：“伊等皆不留心办事。” 

康有为于是上奏道：“大臣等非不留心也，奈以资格迁转，至大位时，精力 

已衰，又多兼差，实无暇，无从读书，实无如何。故累奉旨办学堂，办商务，彼 

等少年所学无之，实不知所办也。皇上欲变法，惟有擢用小臣，广其登荐，予以 

召对，察其才否，皇上亲拔之，不吝爵赏，破格擢用。（后略）” 

光緒帝点头称：“然。”(5) 

 

也正是出于以上目的，康有为期望通过留学教育来培养一批具有新思想、新知识、

新作风的少壮派。他认为，日本和俄国的改革之所以能够成功，就是因为其王公大臣

甚至皇帝都曾亲游外国，眼界大开，思想大变，归国之后致力改革；中国的改革之所
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以难以进行，就是由于达官显贵们因循守旧，盲目自大，不了解世界形势。于是，他

不仅在著名的《公车上书》中建议，选派官吏出国游历以增广见闻，设立“使才馆”

以培养外交人才，还在《日本变政考》中论述自己的观点时指出：“吾今出洋游学之

事，亦必不能已，但必宜派通学妙年之士大夫，若翰林部曹、候补道府州县，上及近

支亲郡王、贝勒、贝子、公、将军，皆出学外国，分习诸科，则归来执政，人才不可

胜用矣。(中略)今之大臣不能不用其年力稍强、稍有才志者，宜皆命出洋游学，或多

命亲王重臣，俾广其学识，学成而归，尤易见效。”(6)1898 年 6 月，康有为又在奏折

《请派近支王公游历折》中，以日本和暹罗为例论证自己的观点，他写道：“日本变

法维新，派炽仁亲王、有栖川亲王、小宫丸亲王，出游泰西，分习诸学，故归而变政，

克有成效。暹罗变法，亦使其亲王游历泰西，去年暹王且躬自游历，故近政治丕变，

西人畏之，不敢逼胁。”(7)  

与此同时，清政府中也有极力主张海外留学的官僚，其中，时任湖广总督张之洞(8)

最具影响力。张之洞清醒地认识到：“人才出则国家强，是为目前至要至急之事。”(9) 

1898年，他在所著的《劝学篇》中提出了以“中体西用”为前提的教育近代化具体策

略，就留学效率问题指出：“出洋一年胜于读西书五年，(中略)入外国学堂一年胜中

国学堂三年”(10)，还借鉴李鸿章负责推行的美国留学的反省，就留学生资格问题提议：

“游学之益，幼童不如通人，庶僚不如亲贵”(11)，并举日本、俄国、暹罗为例阐述派

遣留学生的必要性，他强调：“日本小国耳，何兴之暴也？伊藤、山县、榎本、陆奥

诸人，皆二十年前之出洋学生也，愤其国为西洋所胁，率其徒百馀人分诣德、法、英

诸国，或学政治工商，或学水陆兵法，学成而归，用为将相，政事一变，雄视东方。

不特此也，俄之前主彼得，愤彼国之不强，亲到英吉利、荷兰两国船厂，为工役十年，

（中略）归国之后，诸事丕变，今日遂为四海第一大国。不特此也，暹罗久为法国涎

伺，（中略）暹王感愤，国内毅然变法，一切更始；遣其世子游英国，学水师。（中略）

暹王亦自通西文西学，各国敬礼有加，暹罗遂以不亡。”(12)  

 此外，侍郎荣惠也曾上过一道请求派遣亲王海外游历的奏折并引起朝廷的重视。

于是，6月11日便有了选派宗室王公出国游历的上谕。 

将留学的重点放在日本

 康有为领导的维新运动就是要以日本为榜样，走明治维新的道路，在中国建立君
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康有为的留学教育思想

主立宪制的资本主义政体。所以，在选择留学国家问题上，康有为很自然的首先就将

目光投向了日本，在对日本和中国的国情进行了一番比较之后，他在给光绪皇帝的奏

折《请广译日本书派游学折》中，对日本的留学生派遣的成功大加称赞并进言，只有

向日本“派游学”才是培养人才的最近之路， “日本昔亦闭关也，而早变法，早派

游学，以学诸欧之政治工艺文学知识，早译其书，而善其治，是以有今日之强而胜我

也。吾今自救之图，岂有异术哉？亦亟变法，亟派游学，以学欧美之政治工艺文学知

识，大译其书以善其治，则以吾国之大，人民之多，其易致治强可倍速过于日本也。

（中略）昔日本变法之始，派游学生于欧、美，至于万数千人，归而执一国之政，为

百业之师，其成效也。此臣所以请派游学也。”(13)  

此外，康有为还在《日本变政考》序中，就学习日本的有利之处介绍道：“自亡

而存者，暹罗是也。自小而大者，俄罗斯是也。自弱而强者，日本是也。是皆变法开

新，君主能与民通之国也。其效最速，其文最备，与我最近者，莫如日本。(中略）

开参议局、对策所、元老院以论道经邦，大派卿士游学泰西，而召西人为顾问，尽译

泰西之书，广开大小之学，于是气象维新，举国奋跃矣。(中略）泰西以五百年讲求

之者，日本以二十余年成之。治效之速，盖地球所未有也。(中略）若中国变法，取

而鉴之，守旧之政俗俱同，开新之条理不异，其先后次第，或缓或急，或全或偏，举

而行之，可以立效。”（14）康有为主张，日本因为学习西方进行改革而取得成功，实现了

富国强兵，中国只要学习西方进行改革也能获得成功。而且，日本在学习西方时，已

经对其政治制度、文化思想等进行了一番细致的去伪存真、去粗取精、改造和融合，

中日两国国情又非常相似，中国只要直接学习日本改革富强的经验，吸取日本引进并

消化了的西方文化即可，而不必直接学习西方，以期减少摸索的时间和尝试的代价。

康有为将学习日本视为中国改革的必由之路和终南捷径，极力主张：“臣考日本之事

至久且详，睹前车之覆至险可鉴。若采法其成效，治强又至易也。大抵欧、美，以三

十年摩成治体。若以中国之广土众民，近采日本，三年而宏规成，五年而条理备，八

年而成效举，十年而霸图定矣。臣荷皇上非常之知，筹为中国富强之计，未有过此。

皇上若采臣言，中国之治强，可计日而待也。”（ ） 

  张之洞也站在同样的立场，就将日本作为留学最佳国家的有利条件详细说明：“至

游学之国，西洋不如东洋：一、路近省费，可多遣；一、去华近，易考察；一、东文
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近于中文，易通晓；一、西学甚繁，凡西学不切要者，东人已删节而酌改之。中东情

势，风俗相近，易仿行，事半功倍，无过于此。若自欲求精求备，再赴西洋，有何不

可。”（16） 

关于当时选择日本作为最佳留学国家的理由，狭间直树在增加了教员不足这一客

观原因后总结道：“留学生的派遣正式开始于甲午战争后的变法运动时期，那个时期，

欧美诸国和日本都被视为派遣国家，但是，距离较近，文字相同，经费也较为便宜等

便利条件，使日本在比例上得以占有压倒性的优势。（中略）学堂制度的建立是西太

后新政中最重要的招牌之一，然而教员人数绝对不足，因此，留学而且是日本留学被

作为应急措施大力推进。”（17） 

清政府内部正在积极推进日本留学教育的同时，接受方的日本政府的动态也逐渐

明朗。1898年4、5月间，日本驻华公使矢野文雄向清政府总理衙门递交照会，表示

日本政府愿意接受200名中国留学生并提供学习经费。对于矢野公使的提案，光绪皇

帝以国书的形式向日本做出了回复。在国书中，光绪皇帝首先对日方接受留学生的好

意表示感谢，并做出了派遣经过严格选拔的学生留学日本的承诺：“现在贵国驻京使

臣矢野文雄，到华以来，凡遇两国交涉之事，无不准情酌理，归于公平，已征邻好。

曩复贻书总理各国事务衙门，备述贵国政府关念中国需才孔亟，愿中国选派学生前赴

贵国学堂肄习各种学问，尤佩大皇帝休戚相关之谊，曷胜感谢。朕已谕令总理各国事

务王大臣，与贵国驻京使臣商订章程，认真选派，以副大皇帝盛意。”（18）康有为闻听此

讯非常兴奋，他在6月1日呈递的奏折《请派游学日本折》中宣称，日本留学具有“政

俗文字同则学之易，舟车饮食贱则费无多”(19)等便利条件，所以“臣以为日本変法立

学，确有成効，中华欲游学易成，必自日本始”(20)，请求“饬下总署速议游学日本章

程，准受其供给经费；其游学之士，请选举贡生监之聪明有才，年末三十已通中学者，

在京师听人报名，由译署给照，在外听学政给照”(21)。 

  1898年8月2日，光绪皇帝的诏书下达，“各省督抚就学堂中挑选聪颖学生。有

志上进”者接受选派，赴日本留学的命令正式公布(22)，为清末留日热潮的到来开启了

先声。 

２．康有为的留学教育思想的实践

 奉清政府之命各省地方政府开始行动。1898年（光绪24年8月11日），湖广总
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督张之洞根据国内急需日本先进技术，特别是军事技术的现状，向北盐道(23)下达了派

遣以学习军事技术为中心的各种专业领域知识的留日学生的明确指示：“查日本武备

学堂最为精心讲求，蒸蒸日上，此外各学堂与西学门类无不兼赅，且与中国同文，学

习较易。兹拟派学生一百一十人游学日本，以学生五十人入武备学堂学习以储将佐，

以弁勇五十人入教导团学习以储弁目，以学生十人入农务，商务，工艺学堂学习以裨

民事。其经理科，军医科亦应学习，即附入武备之内。”(24)继张之洞之后，北洋大臣、

南洋大臣以及浙江求是书院等也纷纷派出留日学生。至 1899 年，中国留日学生已达

一百多人，其中在日本陆军预科学校成城学校学习军事的最多。其后，清政府由于国

库空虚，完全由官费派遣留学生有困难，故大力鼓励自费留学。1903年，清政府下令

自费留学生只要家长报名，通过省学务处考试，即可领取咨文出国，办事人员不准刁

难勒索。后来又补充规定自费生能考入外国大学者也可转为官费培养。自费生如果经

费不继或因病住院，国家亦可酌情补助。清政府还鼓励在职官员与王公贵族子弟“自

备资斧，出洋留学”(25)，“回国后尤宜破格奖励，立予擢用。”(26)这种官费、自费留学

并举的办法，也推动了留日热潮的发展。 

关于留学生的人数，据狭间直树的统计， 1896年为13名，1899年为200余名，

1901年为280名，1902年约为500名，1903年约为1000名，1904年约为1300名，

1905年达到 8000余名 (27) 。1905年，时任早稻田大学清国留学生部教务主任的青柳

笃恒也说：“都下清国留学生的现在的人数或将达到 8000，在科举被完全废除、学堂

不足、其他出人头地的道路完全被杜绝了的今天，来航者倍增，就如流向低处的滔滔

流水。”(28) 关于1896年至1919年的来日中国留学生人数，从王晓秋根据日本外务省

外交史料馆收藏的日本外务省档案《在本邦清国留学生关系杂纂第一》与实藤惠秀所

著《中国人留学日本史》等资料制成的《1896年―1919年中国留日学生人数统计表》

(29)中可以明显看出变化的趋势。 

年份 实藤惠秀统计 外务省档案统计 王晓秋补订 王晓秋参考资料出处 

1896 13    

1897 9    

1898 18  55 《张文襄公治鄂记》等 
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年份 实藤惠秀统计 外务省档案统计 王晓秋补订 王晓秋参考资料出处 

1899 207    

1900 ―    

1901 280  274 《中国留学生新年会记事》 

1902 500  573 《清国留学生会馆第一次报告》 

1903 1000  1300 杨枢《奏陈学务兼管情形折》 

1904 1300  2406 《清国留学生会馆第五次报告》 

1905 8000    

1906 8000 7283   

1907 7000 6797   

1908 4000 5216   

1909 4000 5266   

1910 ― 3979   

1911 ― 3328   

1912 1400 1437   

1913 2000 ―   

1914 5000 3796   

1915 ― 3111   

1916 4000 2790   

1917 ― 2891   

1918 3000 3724   

1919 2500 3455   

从上面这个统计表中可以看出1905年迎来了留学日本人数的全盛时期，由1896

年最初的13名发展到了8000名。可是，随着同年日本政府文部省的《取缔留学生规

则》的颁发，1906年至1911年的留日学生的人数开始逐年减少。1912年，民国成立

后，再次好转，人数又开始增加。 

  中国的有志青年响应康有为等有识之士的号召，为学习革命真理和富国强兵的方
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法奔向了日本这个“学习现场”。他们在日本究竟进入了哪些学校学习哪些专业呢？

我们来看一下王晓秋参考日本外务省外交史料馆收藏的日本外务省档案《在本邦清国

留学生关系杂纂第一・陆海军学生以外之部》等资料，以 1907 年的统计数据为例，

选择较重要的学校名称及中国留学生人数所列《1907年日本各学校中国留日学生在籍

人数统计表》(30)。 

学 校 名 学生数（名） 学 校 名 学生数（名） 学 校 名 学生数（名） 

东京大学 35 宏文学院 911 实践女学校 47 

京都大学 10 经纬学堂 542 高等圭文美术女校 19 

早稲田大学 820 东斌学堂 321 女子美术学校 14 

法政大学 1125 振武学校 286 长崎活水女校 17 

明治大学 454 成城学校 110 东京音乐院 12 

日本大学 109 东京同文书院 145 东京警监学校 213 

中央大学 104 研数学馆 89 东亚铁道学校 165 

庆应大学 11 正则英语学校 24 岩仓铁道学校 153 

东洋大学 5 正则预备学校 25 日本体育会体操学校 80 

东京高等师范学校 44 国民英学会 22 东京铁道学堂 64 

东京高等工业学校 73 大成学堂 17 东京物理学校 45 

东京高等商业学校 41 独逸语专修学校 5 同仁医药学校 35 

东京外国语学校 15 札幌农科大学 19 第一高等学校 31 

东京美术学校 4 盛冈高等农林学校 9 第三高等学校 13 

东京音乐学校 9 大阪高等工业学校 23 福冈工业学校 10 

从这个统计表可以看出中国留日学生在日本入学和学习状况的一些特点。十九世

纪清政府派往欧美的留学生几乎全部是学习理工和军事的，所选专业比较单一，可是

二十世纪初的中国留日学生的专业却非常广泛，从政法、文史、外语、师范到理工、

农业、医药、军事、商业，甚至音乐、美术、体育，应有尽有。而且以学习文科和军

事的学生占多数，其中又以学习政法和陆军人气最高。这不仅反映了留日学生的兴趣

之广泛、思想之活跃，更重要的是反映了当时的时代潮流，中国爱国青年渴求学习外
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国的社会、政治、经济和文化教育制度，寻找救国救民的道路。

戊戌变法失败后，不仅康有为、梁启超、徐勤等维新志士相继流亡日本，大约在

相同的时期，孙文等流亡世界各地的革命者和政治家也先后转辗来日，维新派和革命

派都将自己的大本营从国内转移到了海外，当时的日本成了中国流亡者的聚居地，日

本人将他们统称为“亡命客”。随着留日学生人数的增加，不管是以康有为为首的保

皇派还是以孙文为首的革命党都开始考虑将这些年轻的力量拉入自己的阵营，作为自

己组织的基础，进行争夺。最初在留日学生中“犹以倾向保皇立宪者为多”(31)，但是

随着国内民族危机和革命形势的发展，加上在日本接触到的西方资产阶级民主革命思

想的影响和实际斗争的教育，很多留日学生逐渐从爱国、改良走向了革命。

留日学生们积极参加各种爱国运动，并以此为契机开始走上了革命的道路。他们

在日本办报纸、创刊杂志，翻译、出版书籍，积极地向祖国人民介绍、宣传新文化和

新思想。与此同时，他们还运用学到的资产阶级民主学说从多方面声讨中国封建专制

的罪恶，探索反清革命的理论、方针和道路，为促进中国人民的思想解放和辛亥革命

的发起打下了思想基础。1903年的拒俄运动更推动了大批爱国留日学生走上革命道路。

为了抗议出兵镇压义和团的沙俄军队拒绝接纳撤退、强占东北三省的侵略行为，留日

学生热血沸腾，组织了“拒俄义勇队”，编队操练，准备随时回国参加抗俄战斗。而

清政府却将该运动视为由革命派策动的运动，不仅要求日本政府勒令解散东京的拒俄

义勇队，还压制、解散了在上海、北京等地举行的拒俄集会和抗议示威。留日学生在

残酷的现实面前逐渐认识到清朝没有未来，由爱国走上了反清革命道路(32)。留日学生

积极参加反帝反封建革命实践，其中许多人还成为了辛亥革命的领导或骨干。孙文在

日本成立的同盟会就是以留日学生为基础会员开始活动的，宣传同盟会和革命、举行

武装起义的也基本上都是留日学生。其中最著名的有同盟会指导者黄兴，革命宣传家

邹容、陈天华，革命家秋瑾、徐锡麟等早期留日学生。 

  当时的日本留学教育给中国带来了极其重要的影响，康有为为了培养变法维新、

君主立宪所需要的人才，极力主张派遣留学生，而清政府实施日本留学政策的目的却

是培养掌握西方技术的留学生，以备维护清朝封建统治之用，但是留学生们却用自己

的行动给中国社会带来了意想不到的影响。1911年，武昌起义前后，大批留学生归国，

投身辛亥革命。1915年，在反对袁世凯复辟帝制的斗争中，李大钊代表中国日本留学

－ 19 －



康有为的留学教育思想

生总会起草了《警告全国父老书》(33)，从日本归国的留学生蔡锷更是成立了护国军，

以武力讨伐袁世凯。1915年以后，从日本归国的留学生们发起了新文化运动，成为《新

青年》编辑部核心人物的陈独秀、李大钊、鲁迅等都曾留学日本，接受过日本民主主

义的影响。1918年，在日留学生发起反对《中日共同防敌军事协定》的斗争，大批留

学生归国，投身反对帝国主义和北洋军阀的“五四运动”。1919年5月4日，一部分

留学生还参加了天安门游行以及其后的斗争。在日本的中国留学生们为响应这一行动，

于5月7日在东京也举行了游行。1921年，以陈独秀、李大钊、李达、李汉俊、周佛

海、周恩来、董必武为首的在日本接受过马克思主义影响的留学生们，在中国参加了

中国共产党的建党及早期活动。另外，在国民党和国民政府党政要员、军事领导人中

也有蒋介石、汪精卫、胡汉民、戴季陶、阎锡山、何应钦、白崇禧等曾经的日本留学

生。 

二十世纪初的十几年中，从中国赴日本留学的人数至少有几万，其数量之多、规

模之大、所学专业之广泛、开展活动之频繁，在世界各国留学史上都属罕见。二十世

纪的留日热潮不仅有力地促进了中日文化的交流，而且对于近现代中国的革命运动和

政治、经济、军事、文化、思想、科学的发展，都产生了极大的影响。在留日学生中

涌现了一大批著名的政治家、军事家、文学家、教育家和学者。

结语

康有为的留学教育思想和实践与他的政治思想和活动紧密相连，他的留学教育思

想开明且具有创新性、大胆且具有进步性，他极力主张的“派游学”是当时中国人才

培育的最近之路这一事实已经得到了历史的验证。

二十世纪初，大批的中国留学生涌向日本，他们为促进中国民主革命的发展、社

会进步以及中日两国的友好交流付出了努力，对中国近现代史的发展做出了极大的贡

献。在同盟会的创立、辛亥革命、反对袁世凯独裁专制、五四运动以及中国共产党的

建立等重大历史舞台上无处不留下了留日学生们的足迹。留日学生的革命活动虽然偏

离了康有为设计的“派游学”的轨道和目的，但是他对清末留学运动发展的贡献是不

可以、也不能被遗忘的，将康有为称为中国近代资产阶级教育思潮的启蒙者和设计师

也不为过。 
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注 

(1)汤志钧编《请派游学日本折》，《康有为政论集》上，第250页，中华书局1981年 

版。 

(2)马洪林・卢正言编注《日本变政考》序，《康有为集》序跋卷，第155页，珠海出 

版社2006年版。 

(3)同上。 

(4)马洪林・卢正言编注《上清帝第六书》，《康有为集》政论卷・上冊，第117页， 

珠海出版社2006年版。 

(5)康有为《康南海自编年谱(外二种)》，第42-43页，中华书局1992年版。 

(6)黄明同・吴熙钊主编《康有为早期遗稿述评》，第132页、第166页，中山大学出 

版社1988年版。 

(7)汤志钧编《请派近支王公游历折》，《康有为政论集》上，第252页，中华书局1981 

年版。 

(8)張之洞(1837-1909)，清末政治家，历任湖广总督、军机大臣等官职，与曾国藩、 

李鸿章、左宗棠并列，被称为“四大名臣”。 張之洞作为洋务派官僚，对军备近代

化、京汉铁道铺设、教育改革、派遣留学生培养人才、振兴实学等作出了重大的贡

献。另外，张之洞作为向日本派遣留学生的最初策划者，他在近代化进程中的有关

留学生政策和日中两国的文化交流方面建立了极大的功绩。 

(9)赵德馨主编《张之洞全集》第六巻，第214页，武漢出版社2008年版。 

(10)陈学恂・田正平编《中国近代教育史资料汇编・留学教育》，第44页，上海教育 

出版社1991年版。 

(11)同上。 

(12)同注(10)，第45页。 

(13)汤志钧编《请广译日本书派游学折》，《康有为政论集》上，第302页，中华书局

1981年版。 

(14)同注(2)，第155－156页。 

(15)康有为《日本变政考》序，《康有为全集》第四集，第 105 页，中国人民大学出

版社1998年版。 
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(16)同注(10)，第45页。 

(17)狭间直树《中国社会主义的黎明》，第39页，岩波书店1976年版。 

(18)《清光绪朝中日交涉史料》，第994页，文海出版社1970年版。 

(19)同注(1)。 

(20)同注(1)。 

(21)同注(1)，第251页。 

(22)〔清〕官修《德宗景皇帝实录》巻423，第1页。  

(23)北盐道，清朝官吏官衔。 

(24)同注(9)，第159页。 

(25)张之洞等《请奖励职官游历游学片》，《中国近代教育史资料》上冊，第 190-191

页，人民教育出版社1961年版。 

(26)同注(25)。 

(27)同注(17)。 

(28)青柳笃恒《再论支那留学生问题（续）》，1905年（明治 38年）11月 13日《东

京朝日新闻》，（参照日本图书中心缩印版）。 

(29)王晓秋《近代中日文化交流史》，第355-356页，中华书局1992年版。 

(30)同注(29)，第358页。 

(31)胡汉民《胡汉民自传》，第13页，传记文学出版社1987年版。 

(32)菊池秀明《中国历史10》，第135页，讲谈社2005年版。 

(33)吴汉全《留学日本与李大钊早期思想的发展》，《徐州师范大学学报》，2000（4），

第12页。 

 

附记 

本稿为2015-2019年度科学研究助成基金补助金基础研究（C）《东亚近代化地域论

比较思想研究―新出康有为亲笔资料中的２１世纪的课题―》（课题No.15K02036）的

研究成果的一部分。衷心感谢课题研究负责人平野和彦先生和顾问中村聡先生给予的

研究机会。 

*本稿的日文版原稿登载于《爱知文教大学论丛》第21卷。 
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ソーシャルベンチャーの思想

―不登校支援の市場化、もしくは新しい協働を見据えて―

竹中 烈

問題意識

年 月 日に全面施行された「義務教育の段階における普通教育に相当す

る教育の機会の確保等に関する法律」（以下、教確法）は、既存の不登校生の居場

所だけでなく、これから新しく不登校支援を立ち上げようとする団体や企業にとっ

ても、自身の活動や実践が公教育に準ずるものとして認定される可能性が拓けたと

いう意味で画期的であった。高山（ ）も指摘するように、教確法はナショナル・

カリキュラムである学習指導要領を最低基準とせずに、不登校児童生徒に対して例

外として子どものニーズに応じた教育課程を認めるものであることからも、今後不

登校支援に関わる学校外の居場所の様相は大きく変わっていくであろう。例えば、

教確法を活用して、学校外の居場所活動を公教育に準ずるものとして発展させてい

くことも考えられるし、公教育制度内の学校が行政と民間のコラボレーションを通

して不登校対策を「充実」させていく動きもさらに加速していくように思われる。

こういった法成立のきっかけを作ったのが日本のフリースクールの草分けであ

る東京シューレ（ 年設立）の代表である奥地圭子であり、東京シューレを中

心に同様の理念を持つ団体が集まって結成されたフリースクール全国ネットワー

クである。彼女はそれまで行ってきた「子どもの権利」や「自由・自治」が尊重さ

れる教育実践や居場所づくりが公教育と同等のものとして扱われることを理想と

して掲げ、子どもの「二重籍の解消」によるアイデンティティの揺らぎの解消や保

護者の教育費負担の公平性の確保が達成されることを企図して本法の成立を推進

していたと考えられる（奥地， ・ ）。しかし、今回の教確法の施行によっ

て、これまで不登校支援とはあまり馴染みのなかった団体や企業の新規参入の道が

開かれたともいえ、新自由主義的な側面も浮かび上がりつつある。

本稿では、こういった現状をふまえながら、ソーシャルベンチャーとして設立さ
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―不登校支援の市場化、もしくは新しい協働を見据えて―

れた不登校支援を行う団体や企業に着目し、団体設立の経緯やそれぞれの独自の教

育理念や実践を下支えしている設立者のライフヒストリーなどを検討することで、

それは従来のフリースクールにおけるものとどのように異なり、支援内容にどのよ

うな影響を与えているのかという疑問に応答することを目指したい。社会的貢献と

やりがいに価値を強く見いだすソーシャルベンチャーは、学校に行くことが自明視

された学校社会を相対化しようとする既存のフリースクール運動と社会変革志向

が強いという点では共通しており、その共通性が既存の営利企業との違いともいえ

る。こういった新たな運営形態としてのソーシャルベンチャーを不登校支援という

文脈に位置づけて考察し、従来の「学校―学校外の居場所（フリースクール）」と

いう二項対立ではない新たな項の出現を捉えたい。

２．ソーシャルベンチャーとは何か

２．１．新たなビジネス形態としてのソーシャルベンチャーの登場

ソーシャルベンチャーとは、「社会的課題を解決することを目的としたビジネス。

地域の課題解決を目的としたコミュニティビジネス包含する概念。政府補助や企業

助成金、寄付金等では不安定になりがちな公共サービスを、ビジネスの手法を使っ

て持続可能に運営する」 駒崎 ， 運営形態であり、ソーシャルイノベー

ション・ソーシャルアントレプレナーシップ・社会的起業とも呼ばれる。

こういった運営形態が出現し始めたのは、米国では 年代後半であり、日本

には 年代に入ってからと言われる。

「 （社会起業）」という先端的なコンセプトが 、

年頃から米国の一部エリートたちの間で注目されていること、これが新しい職業

選択肢のひとつになってきたこと（中略）（ 年の秋に）ビジネスエリートの

養成機関であるハーバード・ビジネススクールとスタンフォード・ビジネススク

ールでソーシャルアントレプレナーシップの講座が開講されることが決まった

（渡邉 ， ※括弧内は筆者補足）
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日本では 年に発生した阪神・淡路大震災をきっかけに 年 月に特定

非営利活動促進法（通称 法）が施行されている。内閣府ホームページによれば、

本法は特定非営利活動を行う団体に法人格を付与することを通して、 ボランティ

ア活動をはじめとする市民の自由な社会貢献活動としての特定非営利活動の健全

な発展を促進することを目的としている。法人格を持つことによって、法人の名の

下に取引等を行うことができるようになる等、団体に対する信頼性が高まるという

メリットが生じる。

そういった中で、駒崎（ ）は、 年阪神・淡路大震災以降の日本におい

て、新しい形の民間公益活動が“NPO（ ）”として社会に

認知されていく一方、 年代以降、活動を継続させるためにより事業（ビジネ

ス）的な手法で社会的課題を解決していこうとする“事業型NPO”と呼ばれる一群

が登場したと指摘している。特定非営利活動促進法（通称 法）は、 年に

施行されて以来、 年 月現在に至るまで 回の制度改正が行われており、税

制控除などの活動推進及び 団体の信頼性向上のための施策が導入されている。

こういった規制緩和が、事業（ビジネス）的な手法が流入可能となった一因でもあ

る一方で、慢性的な運営資金不足に悩む 団体は、事業（ビジネス）的な手法を

採り入れざるを得ないといった事情も窺える。このような事情から「ビジネス界か

らび人材やノウハウの流入」 駒崎 ， が活発化し、既存の慈善事業的なボ

ランティア活動ではない新たな運営形態としてのソーシャルベンチャーが日本で

も勢いをもつようになる。

２．２．ソーシャルベンチャーにみられる行動原理

では、先述したようなソーシャルベンチャーにおいて、設立者は自身のやりたい

事と社会貢献をどのように結び付け、自身のモチベーションとしているのだろうか。

病児保育や障害児保育サービスを提供する認定 法人フローレンスを 年に

設立し、現在代表理事でもある駒崎弘樹の自著を参照しながら考察したい。彼は

年生まれで、慶應義塾大学総合政策学部在学中に ベンチャー企業をたちあ
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―不登校支援の市場化、もしくは新しい協働を見据えて―

げるが、その時期から自身の持つキャリアビジョンに疑問を持つようになり、アメ

リカ留学を経て、「社会の役に立ちたい」という想いを明確に持つようになる。

「失われた 年」（バブル崩壊後の ～ 年までの不況）と呼ばれる時期

に青春時代を過ごしたが故の社会観について、「いい学校に行って、いい大学に

入ると、いい会社に勤められて、いい人生が送れる。そんなの嘘じゃないか。塾

の先生、あなたは間違っている。学校の先生、あなたの言っていることには残念

ながら納得できない。（駒崎 ， ）

このような想いは、駒崎自身が「自分の隠れた欲求」 と形容するように、

当初は「六本木ヒルズにオフィスとマンションを構えて、そこでモデルを集めて、

パーティーがしたいのか。会社を買って助手席に美女を乗せ、首都高を爆走したい

のか」 という バブル長者という言葉から連想される典型的な資本主義的成

功を獲得したいという自身の自己実現欲求、もしくはキャリアビジョンにある種の

空虚さを感じ、それに代わる「やりがい」を模索する中でたどり着いたものといえ

る。こういった環境では、自己実現と社会貢献が両立することが第一義的に意味を

もち、その上に事業としての収益性が求められる。

古谷（ ）は、自己実現欲求が先鋭化するが故に、大義に基づく言動と実際の

自己充足的な言動がマッチしない若者を「意識が高い系」として揶揄しているが、

「意識が高い系」という言葉が生まれる背景には、そのロールモデルとして「意識

が高い」人々の価値観や言動があり、それらを部分的もしくはアドホックに流用す

る人々が「意識が高い系」であると言い換えることもできるだろう。一方で「意識

が高い」人々は常に自身の言動が社会にどのように活かされるかを再帰的に捉えて

いる人々といえ、前述した「失われた 年」に青春時代を過ごした若者世代が共

有する気質を基に既存の価値観との距離を再帰的に見極めながら醸成された新し

い形の行動原理と重なる部分が大きい。このように、ソーシャルベンチャーという

運営形態は時代や世代に漂う「意識が高い」価値観を駆動力として誕生し、展開し

てきているのである。
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２．３．ソーシャルベンチャーと教育課題の接続

井上（ ）によれば、「日本で新しい担い手たちが教育界に参入してくるのは、

二〇一〇年前後である。お互いに無関係な個人や組織が、ほぼ同時期に、よく似た

発想で、しかし別々に事業を立ち上げているのだ。」（ ）と「教育への情報技術

の応用」という文脈に限って指摘しており、その担い手が教育界の外部からやって

くるパターンを「大学生の社会起業」「企業出身者の独立起業」「企業内の新規事業

（社内ベンチャー）」の３つに分類している。表 の「 関連のソーシャルベン

チャー事例（事業および設立者の詳細）」は、井上（ ）で取り扱われた事例を

整理し直したものである。

表１． 関連のソーシャルベンチャー事例（事業および設立者の詳細）

①大学生の社会起業

・教育支援 「 エデュケーション」（ 年創業）

：税所篤快（ 年生まれ、早稲田大学教育学部卒業）

・無料学習サイト「 」（ 年創業、 年から「まにゃびー」）※ 年終了

：花房孟胤（ 年生まれ、東京大学分科Ⅲ類卒業）

②企業出身者の独立起業

・「クイッパー（ ）」（ 年創業）

：渡辺雅之（ 年生まれ、 の共同創業者・元マッキンゼー社員）

・「イーボード（ ）」（ 年創業、 年 法人化）

：中村孝一（ 年生まれ、大阪外国語大学卒業、元アクセンチュア社員）

③企業内の新規事業（社内ベンチャー）

・「すらら」（ 年参入、 年独立）※ベンチャー・リンク社の新規事業

：湯野川孝彦（ 年生まれ、大阪大学基礎工学部卒業）

・「受験サプリ」（ 年参入、 年から「スタディサプリ」）※リクルート社の新規事業

：山口文洋（ 年生まれ、慶應義塾大学商学部卒業）

※井上（ ）を参照して作成
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年代から 年代にかけて有名大学、もしくは有名企業に在籍しつつも、

ソーシャルベンチャーという運営形態に着目し、起業するという共通した構図は着

目すべき部分である。

若い頃からどうしたら貧困をなくせるか、という夢のようなことを考えてはアイ

デアの糸口すら掴めず思考停止してきた。しかし端末、通信、ソーシャルなど各

種インフラが出揃ったように見える現在、 での数多くの失敗で鍛えられた

今の自分なら、新しいテクノロジーや他領域からのノウハウを活用しきることで、

デジタル学習への入り口をこじ開けるぐらいはできるのではないかと思った。こ

れが の起業の動機である（中略）あまりにも事業として面白そうすぎて、

これは自分でやらないともったいない。そんな思いが高じて創業したのが

である。（渡辺， ）

引用文は渡辺自身が寄稿した雑誌記事であるが、不便や不可能な状態を有名企業

で培った自身の手腕で解消することで社会的課題への解決に繋がっていくことが

強調されている。 年初頭は、いわゆるゆとり教育への反省的まなざしが強ま

り、学力低下論争が盛んに交わされた時期でもある。既存の学校教育への不信が募

る中で、「 ショック」の反動から北欧の教育への羨望（竹内， ）が強くな

るだけでなく、最新の情報科学技術を取り入れることで教育課題を乗り越えようと

する社会公益性の高い姿勢と合理的な手法にも価値が見出されたのであろう。それ

らは革新性と合理性を併せもつことで、多くの人々が閉塞感を抱える 世紀初頭

の社会状況にマッチしたといえる。

３．不登校支援に関連したソーシャルベンチャーによる教育関係 ・企業

３．１．文部科学省行政と教育関係 の協働

文部科学省は 年に、「 年 月に特定非営利活動促進法（ 法）が施
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行されてから丸 年経過し、特定非営利活動法人（ 法人）の数は増加のいっ

とをたどり、 年 月末時点では、 団体となっている。そしていま、

は「新しい公共」の担い手として、今後更に重要な役割を担うことが期待されてい

る」として、日本全国で教育関連事業に取り組む について、当時の活動概要な

どの情報を収集するためのヒアリングや調査を行っている。ヒアリング調査の対象

が 団体、事例調査の対象が 団体の合計 団体となっており、文部科学省

として意識的に教育関係 活動をと協働していく姿勢を示すものでもあった。

調査結果は、「学校への支援活動」「地域における学習支援」など計２０のカテゴ

リーで団体を分類し、ホームページ上で公開されている。本稿では「２－３ 不登

校・ニート・ひきこもりに対する支援」で取り上げられている 団体に着目する。

表 の「不登校・ニート・ひきこもりに対する支援を行う 団体の基本情報」

は、文科省ホームページ上で公開されている 団体の団体設立年・ 法人認証

年・事業内容をまとめたものである。団体によっては、活動が多岐に渡っている場

合もあるが、主な事業内容に沿って分類した。結果、 団体中 団体は 年

代に設立された団体であり、 団体中 団体が不登校支援を主な事業内容として

いることがわかった。

文部科学省は調査団体の選定項目として、「新たな課題を発見し課題解決に向け

た道筋をつけている。」「社会の問題に真摯に取り組み、構造的な原因や理由を見い

だしている。」等の計 項目を掲げており、どの団体も社会的課題を解決すること

を目的としたソーシャルベンチャー性を有しているとはいえる。

しかし、 年代から 年代に生まれた学校の荒れ、それに伴う管理教育批判

を背景に、東京シューレのように親の会といった当事者起点で展開してきたもので

はなく、 年代以降に新しい担い手として「失われた 年」に青春時代を過ご

した若者世代によって設立された教育関係 に着目したいという本稿の問題意

識を基に作成したのが、表３「不登校支援に関連した教育 団体と設立者の経歴」

である。表２で取り上げた 団体の中で不登校支援を主な事業内容とし、 年

以降に団体設立されたものに絞り、設立者の氏名・生年・出身大学・前職の情報を

加えている。また 年以降に生まれた設立者及び関連情報に下線を付している。
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その結果、「 優」「トイボックス」「 スチューデント・サポート・フェイ

ス」の 団体が該当した。これらを本稿の定義するソーシャルベンチャーによる教

育関連 と設定し、その設立経緯を次節で取り上げたい。ただし、資料の制約な

どから、本稿では「トイボックス」に限定して取り扱う。

表２．不登校・ニート・ひきこもりに対する支援を行う 団体の基本情報

表３．不登校支援に関連した教育 団体と設立者の経歴

団体名 設立年 認証年 事業内容
With優 2007年 2009年 不登校支援
東京シューレ 1985年 1999年 不登校支援

2002年 2009年 若者自立支援
トイボックス 2002年 2003年 不登校支援
ホース・フレンズ事務局 2004年 2004年 若者自立支援
東北青少年自立援助センター　蔵王いこいの里 1986年 2008年 若者自立支援
寺子屋方丈舎 1999年 2001年 不登校支援
越谷らるご 1992年 2001年 不登校支援
彩星学舍 1998年 2002年 不登校支援
セカンドスペース 2003年 2003年 若者自立支援
ニュースタート事務局 1995年 1999年 若者自立支援
仕事工房ポポロ 2007年 2008年 若者自立支援
ドリーム・フィールド 2003年 2003年 若者自立支援
トルシーダ 2002年 2003年 不登校支援
チャレンジスクール三重 2005年 2005年 不登校支援
恒河沙母親の会　安養寺フリースクール京都校　大津校 2000年 2005年 不登校支援
夢街道・国際交流子ども館 2001年 2001年 不登校支援
ハートツリー 2002年 2006年 若者自立支援
箱崎自由学舎　ESPERANZA 2005年 2005年 不登校支援
NPOスチューデント・サポート・フェイス 2003年 2003年 不登校支援
フリースペースふきのとう 1988年 2010年 若者自立支援
麻姑の手村 2003年 2003年 不登校支援
珊瑚舎スコーレ 2001年 2003年 不登校支援

団体名 設立年 認証年 事業内容 設立者 生年 最終学歴 前職
With優 2007年 2009年 不登校支援 白石祥和 1981年 山形大学 小学校教員
トイボックス 2002年 2003年 不登校支援 白井智子 1972年 東京大学 松下政経塾を経て立ち上げ
トルシーダ 2002年 2003年 不登校支援 伊東淨江 1957年 愛知県立大学 日本語教室経営
チャレンジスクール三重 2005年 2005年 不登校支援 玉村典久 1958年 北海道大学 高校教員
恒河沙母親の会　安養寺フリースクール京都校　大津校 2000年 2005年 不登校支援 福島美枝子 1952年 東京経営短期大学 中学教員
夢街道・国際交流子ども館 2001年 2001年 不登校支援 比嘉昇 1940年 大卒 小中学校長
箱崎自由学舎　ESPERANZA 2005年 2005年 不登校支援 齊藤皓彦 1944年 九州大学大学院 大学学長
NPOスチューデント・サポート・フェイス 2003年 2003年 不登校支援 谷口仁史 1976年 佐賀大学 卒業後団体立ち上げ
麻姑の手村 2003年 2003年 不登校支援 卓間光哉 1957年 大卒 小学校教頭
珊瑚舎スコーレ 2001年 2003年 不登校支援 星野人史 1948年 大卒 高等学校校長
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３．２．トイボックスの設立経緯

トイボックスの設立者である白井智子は 年生まれで、 年東京大学法学

部卒業し、その後は松下政経塾で入塾、 年に沖縄にフリースクールを立ち上

げている。

渡邉 の著書から白井の教育に対する価値観をひも解くと、その原点は幼少

期の海外生活にあることがわかる。「父親の転勤により、幼稚園から小学 年生ま

で、オーストラリアのシドニーで過ごし」ており、現地の幼稚園や小学校の「基本

的にひとりひとりの能力と性格を測り、その良いところを伸ばし、愛情をもって見

守るという」教育の雰囲気が自分の肌に合ったとする一方で、日本への帰国後に転

校した日本の小学校はその正反対の光景であったとする。「日本の教育は間違って

いる」と教育を変革したい想いに駆られ東京大学に進学するが「大学では目につく

のは暗い表情をした人ばかり。人生について、その意味を語り合えるような仲間は

ほとんどいなかった。何かに燃えている人、生きる意味を考えて何かに取り組んで

いる人なんて、日本にはいないんだろうか。いったい彼らにとって幸福とはなんだ

ろうか―。」と感じ、その原因を日本の学校で重視される「偏差値」教育に見出す

ようになる。

学校の中ではおかしいと思うことはたくさんあるけど、中からは何も変えられな

いんだ」という想いから、 年沖縄に「ドリーム・プラネット・インターナシ

ョナルスクール」を開校する。当初、英語と日本語のバイリンガル指導を軸に小規

模に運営することを想定していたが、結果的に全国から 名を超える子どもの入

学があり、その内訳はほとんどが不登校や非行といった問題を抱える子どもたちで

あったという。

この取り組みがビジネスとして成功し始める一方、経営者と白井自身が目指す方

向は異なり、 年に夫の転勤を機に大阪に移り住み、 年に大阪府池田市の

共同プロジェクトとして、不登校児などを対象とした相談室として 年に「ス

マイルファクトリー」を開校し、発達障害を持つ子どもも視野に入れながら活動を

行っている。スマイルファクトリーは、大阪府池田市教育委員会と連携して発達障

害を含む不登校の子どもたちのスクーリングや相談事業を活動のひとつとした
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法人団体である。 年には大阪府池田市より委託を受ける新しい「がっこう」

を開設し、行政との連携を視野に 法人トイボックスを設立し、現在に至ってい

る。

３．３．キャリア教育支援事業から不登校支援事業への展開

一方で、キャリア教育という不登校支援とは異なる文脈でソーシャルベンチャー

として団体を設立したが、活動の展開の中で不登校支援にも携わるようになった事

例もある。「特定非営利活動法人 カタリバ」は、前掲の文部科学省調査では、

「１－３ キャリア教育・職業教育支援」に分類されている団体である。日本の若

者の自己肯定感の低さに問題意識を持った代表の今村久美（ 年生まれ、

年慶応義塾大学環境情報学部卒業）と副代表の竹野優花（ 年生まれ、 年

明治大学文学部卒業）によって、 人が在学中の 年に設立された「 カタリ

バ」は、高校生の内発性を引き出す大「ナナメの関係」を軸にした大学生との対話

を行うプログラム（「カタリバ」）を提供することで子どもたちの意欲や自己肯定感

を高めより明確なキャリアビジョンの育成に寄与する活動を主とした団体である。

表 「 カタリバの沿革」は、 カタリバの事業展開をまとめたものである

が、東日本大震災の発生を機に、高校生のキャリアビジョンの形成を目的とした「カ

タリバ」の取り組みだけでなく、 年に宮城県女川町に被災地の放課後学校（コ

ラボ・スクール ※同年に岩手県大槌町に、 年に熊本県益城町）をオープン

している。 年には東京都文京区に中高生の秘密基地「 （ビーラボ）」を、

年には島根県雲南市教育委員会からの委託を受けて教育支援センター「おん

せんキャンパス」を開設している。直近では 年に東京都足立区から委託を受

け子どもの貧困問題へのアプローチを目的とした中学生のための居場所兼学習支

援事業「アダチベース」を開設している。特に 年の「おんせんキャンパス」

及び 年の「アダチベース」の委託事業は不登校の子どもを対象としたもので

あり、キャリア教育支援の実績が評価される中で、不登校支援事業での成果も期待

されるようになったといえ、キャリア教育支援事業から不登校支援事業へと展開し

ていった事例といえる。
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表４． カタリバの沿革

※ カタリバ事業報告会配布資料（ を基に作成

では、 カタリバはどのような経緯で設立されたのか。上坂（ ）の著作に

よれば、今村が子どもたちの「心に火を点ける」上で「ナナメの関係」の必要性を

体感したのは、目標を見失っていた高校時代に慶應義塾大学 キャンパスを見学

し、バイタリティ溢れる大学生の姿を目にした時であり、「このときの体験が自分

のなかにロールモデルを生み出し」たと記されている。

今村は現状の学校教育を、「価値のモノサシ」が「センター試験的学力」か「ス

ポーツ」に限定されており、多様な価値観が認められることはなく、また授業形式

も「一方通行の講義型授業が大半なので、小中学校のあいだは、自分にとっての評

価基準を設定することができない」と評する。大学入学後、東京に出て忙しくも充

実した毎日を過ごす自身に対し、故郷の岐阜に残る友人たちが「大学がつまらない」

「おもしろくない」と呟くのを目にして、今村は「早い段階で自分の人生や学び続

ける機会」を創出することの必要性を感じ、この体験がカタリバ設立の直接のきっ

かけとなったとする。当時の慶応義塾大学助教授であった鈴木寛氏やリクルートの

支援を受けながら、「マーケットをつくり、利益をあげる活動」として成立する「収

益モデル」の確立を念頭に、カタリバの副代表である竹野と共にカタリバの活動事

業に取り組み始めている。 年度（ 年 月 年 月）の収支を参照し

てみると、経常収入計が 円、経常費用計： 円であり、ソ

ーシャルベンチャーとして現状高い収益性を有している。
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３．４．ソーシャルベンチャーによる株式会社立企業の登場

ソーシャルベンチャーは収益性（株主の利益）の追求がその社会的使命と相反し、

団体の活動の幅を抑制することも考えられるため株式会社という形態とはあまり

馴染みがない。しかし、そんな中であえて株式会社として企業をたちあげ、その役

目を果たそうとしている事例もある。

株式会社 は、発達障害を持つ子どもや親への教育プログラムのサービ

ス提供を主とした株式会社である。代表取締役である長谷川敦弥は 年に生ま

れ、 年名古屋大学理学部数理学科卒業し、 年に株式会社 代表取

締役に就任している。その経緯とはどのようなものなのだろうか。長谷川

の著作によれば、長谷川は自身をはっきりとした診断を受けたわけではないが

（注意欠陥多動性障害）の傾向があると述べている。そういった特性から小中高時

代は「問題児」で「みんなとの違いに苦しんだ」と回顧しているが、大学時代の焼

肉屋のアルバイトで求人や集客の業務を任され評価されたことを通して「“独創的

に考え、リスクを恐れず、すぐさま行動できること”は素晴らしい才能」だと自分

の特性を肯定的に捉えるようになったという。その後、東京の ベンチャーでイ

ンターンとして 年間働き、「ビジネスや技術の力で世界は変えていける」という

実感をもつようになる。また、友人の紹介で、重度障害者の入所施設を見学したこ

とを通して、障害者やその親などすべての人が「障害があっても幸せになれる社会

をつくりたい」という思いを抱き、大学卒業後障害者の就労支援を行っていた

に入社することとなる。

こういった想いや経験は実際に の「障害のない社会をつくる」という

企業理念や「利他・利己」という社名の由来にも反映されており、提供サービスで

も徹底的に子どもの特性に合わせたオーダーメイドの環境づくりに重きを置いて

いる。また、長谷川は本当に社会を根本から変えていくならば、「①ビジネスの力、

②技術の力、③みんなの力」の３つの力が欠かせないと述べている。特に「①ビジ

ネスの力」では「公共サービスではどうしても公平性を重視し、最大公約数的な仕

様になりますから、最先端の技術や知識を採り入れて、一部の子どもたちに対して

教育を行うのは原則として難しい」と述べ、「展開スピードの速さや多様な人材活
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用」を基にした積極的な事業展開が可能となるのは「ビジネスとして持続可能な形

をつくり、多くの関係者と信頼関係を築くことで協力者を集め、限りある資源を最

大限効率的に活用しているから」だと理由づけている。

４．考察

前章では、ソーシャルベンチャーによって設立された不登校支援を行う団体・企

業、特に「トイボックス」「 カタリバ」「株式会社 」の３団体（企業）

に着目し、団体設立の経緯やそれぞれの独自の教育理念や実践を下支えしている設

立者および代表者のライフヒストリーなどの整理を行った。それでは、これらの取

り組みは従来のフリースクールにおけるものとどのように異なり、不登校支援の内

容にどのような影響を与えているのか。

三者の設立者に共通することは、既存の学校教育との差異を打ち出すことで特色

を出すことであり、既存の学校教育に否定的であることは既存のフリースクール運

動と同じであるが、より良い学校教育プログラムで子どもを学校に惹きつけようと

すること、協働により学校教育の内側に目を向けて改良していこうとする方向性を

もつことは大きく異なる点であろう。言い換えれば「学校的なものの脱色」を行い

つつも、そこから「オルタナティブ性の表出」に向かうのではなく、あくまでも学

校教育の補完的役割を担っている。

また、当事者としての不登校経験が出発点になっていないことも特徴的である。

それぞれの設立者が既存の学校教育への違和感を述べているが、不登校という状態

を経験したわけではなく、また結果的に有名大学を卒業していることをふまえれば、

不本意であったとしても学校教育によりよく適応し、その恩恵を受けてきた存在と

いえる。既存のフリースクール運動は、奥地圭子自身もそうであったが、自身の子

どもが不登校状態になり学校制度への疑問をもったことからによるもので当事者

性が非常に強い。

これらのことから窺えるのは、学校教育制度を前提にした「課題解決的」態度で、

既存のフリースクール運動で見られた学校教育制度を前提としないラディカルな

「社会変革的」態度とは異なる。つまり、ラディカルな「社会変革的」態度は、「社
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会公益性」の点で理解が得られにくく、結果的に「収益性」と相反する可能性があ

るからであり、ソーシャルベンチャーの思想的特性を反映している。

５．まとめ

本稿では、ソーシャルベンチャーとして設立された不登校支援を行う団体・企業

に着目し、新たな主体の出現として捉えることにより、学校外の居場所の近年の動

態を素描することを試みた。ソーシャルベンチャーとして設立された不登校支援を

行う団体・企業は、これまでの当事者を中心とした自助グループが起点となって展

開してきた団体とは異なり、ビジネス的手法を活用して教育課題を解決するという

合理性に価値がおかれる。こういった点は不登校支援が市場化され、利用者の多様

な学校制度へのスタンスが画一化される危険性を孕む一方で、ビジネス的手法がも

つスピード感から課題の変容に応じて柔軟にその手法や形態を変容させていくこ

とができるともいえる。

本稿は、学校外の居場所の近年の動態を素描するために各団体・企業の概要のみ

を検討するにとどまった。各団体・企業の具体的な実践内容の検討や学校教育との

具体的な協働のありかた、可能性についての検討は今後の課題としたい。

＜註＞

（１）内田・神崎・濱沖 は、 年以降の通信制高校に関する設置基準の緩和に着目し、

近年の通信制高校の数の増加について考察を行っている。報告要旨では跡地利用を活用しな

がら株式会社立の新たなタイプの学校設置が目立っていることを指摘しており、不登校支援

の市場化というトレンドを捉える上で興味深い。

（２）今回は設立者の自著もしくは聞き取りを基にした第三者による著作のみを資料として用

いた。その他の多様な媒体を資料として用いる可能性も大いに残されている。今後の課題と

したい。
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古代エジプト音楽研究の現状と課題

―音楽学とエジプト学をどう関連づけるか―

野中 亜紀

はじめに

古代エジプトの音楽について人々が一番初めに研究を行ったのは、はる

か昔である。古代ギリシアでは「音楽」は学問の１つであった。おそらく

古代ギリシアの学者たちは、古代エジプト音楽について何らかの研究を行

っていた、ということは想像に難くない 。しかし現代における古代エジプ

ト音楽の研究は必ずしも古いものではない。

古代エジプト音楽についての研究が行われるより前に、 年代からコ

ラムや読みもので度々古代エジプト音楽は取り上げられてきた。新王国時

代（前 年 前 ごろ）の貴族墓の壁画に描かれた音楽のシーンを掲

載し、ハープ奏者、フルート奏者、リュート奏者などの演奏者を紹介して

いるものは多い【 】。男性の演奏家は神官であるといったこと

や、女性の演奏家の衣服が他の描かれている人々と違っていることなどを

紹介している。ブルースの墓として知られる、古くから解放されていたラ

ムセス 世王墓に描かれた「盲目のハープ弾き」と呼ばれる盲目の男性が

ハープを演奏している壁画についても、多くのコラムが取り上げた。エジ

プト学者は音楽学者ではないため、音楽学的な分析を行っていないことな

どを指摘し、今後解明されることを切に願う、といったような文句で文末

を締めくくるコラムは非常に多くみられた 。

辞典にも、「古代エジプト音楽」の項目は存在する。そこでは、貴族墓の

壁画の図像資料を掲載しどのような楽器があるかを紹介している

【 】。しかし、楽器がどのような音を奏でたか、またどのよ

うな場面で音楽が演奏されていたかなどの詳細な分析や説明は掲載されて

いない。古代エジプトにおいて歌い方や記譜法はよくわかっておらず、中
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世ヨーロッパに影響を与えていると考えられるため、ある程度推測は可能

である、と言及するにとどめている【 ； 】。

古代エジプト音楽の研究対象は、出土した楽器だけではなく、墓や神殿

の壁画、石碑、オストラコンなど幅広い。古代エジプト史の時代区分は大

きく分けて３つあり、古王国時代（前 年‐前 年ごろ）、中王国時

代（前 年ごろ 前 年ごろ）、新王国時代（前 年 前 年

ごろ）、の間に３つの中間期を挟む。これにグレコ・ローマン時代（前

年 年ごろ）を加え、約 年にわたった古代エジプト文明の音楽に

ついての研究が現代までどのようになされてきたかを概観・分析し、今後

の研究の展望を記したい。

１．カイロノミーに関する研究

古代エジプト音楽についての本格的な研究は、ドイツの音楽学者ヒック

マン （ からはじまる。

古代エジプトにおいて西洋における楽譜、５線譜のような記譜法は存在

が確認されていない。代わりに「カイロノミスト」と呼ばれる人物の存在

が非常に大きな役割を果たしていたと考えられている【野中 】。カイ

ロノミー（ ）という言葉は、ギリシア語「 」＝手に由来す

るものであり、ハンドサインによる指示のことを言う。カイロノミストと

は「手を使用して合図をする人」という意味で、演奏者に、旋律曲線や装

飾法を空中での手ぶりによって指示する人物のことを指す。

今日のエジプトにおいて、原始キリスト教の一派であるコプト教徒の合

唱長は依然としてこのカイロノミーを用いており、その手の動きは、古代

エジプトの壁画に描かれたものと酷似している。この点をもって、現在ま

でカイロノミーは途絶えることなく、ギリシャ時代やローマ時代、その後

も生き残りコプト教徒の典礼歌にも未だカイロノミーは存在しているとの

見かたが存在する 。
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ヒックマンは古王国時代のカイロノミストが描かれている墓のレリーフ

２１点を分析し、考察を行った。その結果、カイロノミストのサインはサ

インの種類 、腕の角度、ひじの高さの３点によって分類されると定義し、

カイロノミストは音程 音高 を示す場合と拍を示す場合の２種類が存在し、

古王国時代の壁画にのみ現れると結論づけている。また音高を示すものと

して、しぐさと対応表を作成した【 】。そしてこの対応表に

基づき、 点の古王国時代の音楽図像の音を再現した【 】。

しかし、現在では３５点のカイロノミストが彫られたレリーフが古王国

時代のサッカラ墓地だけでも確認されている【野中 】。また彼の説で

核となっている対応表に関しては、ハープとフルートを復元し、実際に音

を出して計測した結果から表を作成したとの記述がある が、詳細は明らか

ではない。

さらに古代エジプトのカイロノミ―は、コプト教の合唱長が使用してい

るサインと酷似することから、現在のカイロノミ―と図像のカイロノミス

トのサインの比較研究も行っている【 】。ヒックマンは、ア

ラビア音楽の歌手が片耳を片手で抑えながら歌う歌唱法と、古代エジプト

のカイロノミ―兼歌手が同じしぐさが酷似していることを指摘した。また

ヒエログリフの具体的な記号と中世のキリスト教会での歌唱法とのつなが

りがあるのではないか、との考察を行った。古代エジプトの記譜法、カイ

ロノミストを踏まえ、アラビア音楽に通ずるまで一連の記譜法についての

考察、分析を行い、古代エジプトのカイロミーが現在のエジプトに何らか

の関わりがあると考えた【 】。

ついで彼の研究に補足する形でカイロノミストに言及したのが、エジ

プト学者のマニケ（ ）である。古代エジプトの音楽を幅広い時代

のみならず、楽器や宗教、大衆音楽までジャンルもさまざまに扱ってい

る。カイロノミストについては古王国時代の壁画のみに描かれるとし、中

王国時代以降に描かれない理由としてはおそらくその必要性が消失したと
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述べる。またヒックマンにより制作されたカイロノミ―の音階表を彼の死

後に発見されたカイロノミストの描かれた壁画に当てはめ解説したが、ヒ

ックマンの仮説以上のことは述べていない【 マニケ

】。 なお例外として、新王国時代の壁画にカイロノミストらしき人物

が描かれている壁画を一点挙げ、古王国時代の壁画をまねて描いたもので

はないかと推測している【 】。

このようにヒックマンに同調する考え方が支配的だったのとは対照的

に、反論を加え、同じく西洋音楽の教会音楽の演奏方法と関連して古代エ

ジプトにおける音楽表記の可能性を見出したのは音楽学者のバラホナ

（ ）である。彼は、カイロノミ―は演奏上の指示であり記譜のシ

ステムではない、と結論づけた【 】。そしてヒックマンが主

張するような、古代エジプト音楽とコプト教会との音楽のつながりをそも

そも証明することは不可能であり、よって中世の西洋音楽におけるカイロ

ノミーとのつながりは失われていると述べた。古代エジプトの表記システ

ム（記譜法）に関しては情報がわずかしかなく、現代までの繋がりを見出

すのは不可能だと述べている【 】。

しかしその一方で、ヒックマンと同じく中世教会音楽の唱法であるメ

リスマとヒエログリフのｎ（ガーディナー分類 ）の象形文字との関

係性に関しては、トレモロのさきがけではないかと仮説を立てた。また、

カイロノミ―は「すぐに行く」「私と一緒に（行ってください）」という意

味の象形文字であり、見ているものに呼び掛けているのではないか、との

仮説を述べた【 】。

また近年では、シャクウィール（ ）が古代エジプト音楽と現代

エジプト音楽のつながりを指摘している。彼は古王国時代のハープやフル

ートと現代のエジプト音楽に何らかの関係性がないかを調べた。また古王

国のみならず、中王国や新王国、グレコ・ローマ時代の図像資料や遺物資

料も論じている。そして現代のナーイと古代エジプトのフルートの奏法が
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違わないことを示し、古代エジプトと現代エジプトの音楽には関係性があ

ることを主張した【 】。

そしてカイロノミストに新たな見解を付け加えた研究者として、スペイ

ンの音楽家アロヨ（ を挙げることができる。博士論文『ピラミッド

時代の音楽』では、古王国時代のカイロノミストや楽器、ダンスについて

論じている。カイロノミーは古王国時代のみに存在するとヒックマン同様

に定義し、手のサインは二種類あり、右手と左手でサインを構成するとし

た。

それによれば、１つの手の動きにはファースト、セカンド、サードの３

種類があり、詠唱のレシタティーボの３つのレベルを表している、とする。

また彼は古代エジプトの音階が ５音音階 で構成され

ると仮定し、 つの基本的なサインはこれに関係し、サインを形作る前腕

の角度はヒックマンと同様に音階の主音の始まりの音に関係する、と分析

した【 】。さらにカイロノミ―が描かれた理由として

は、葬儀の場面に描かれたカイロノミストは、死者の魂（生き霊）に当た

るカーを呼び出すためであり、カイロノミストが消失した理由として、ハ

ンドサイン自体は古代エジプトを通して（特に葬儀の場面では必ず）存在

したが、音階が複雑化したことによって描かれなくなった、と結論づけた

【 】。またこれは、ヘリオポリスの太陽信仰が力を失った

ため、音階が失われてしまったことにも関係し、よって図像にカイロノミ

ストを描くことは中断され、ヒエログリフで表すこととメロディーの動き

を教えるのみにハンドサインは使用されることになった、との見かたを唱

えている。加えて西洋音楽への影響や、カイロノミストが影響を与えた文

化として日本の五音博士を紹介している【 】。

ヒックマンとアロヨの視点には類似性が見られ、いずれも古王国時代の

記譜法を取りあげ、カイロノミストのサインや人数から古代エジプトの音

楽はポリフォニー音楽（単旋律）であったと述べている【 】。
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アロヨもまた、西洋音楽において宗教音楽の教会音楽では純旋律が使用さ

れることから、古代エジプト音楽も同様にポリフォニー音楽であったと主

張した。

２．楽器を扱った研究

楽器の目録としては、クルト・ザクスが音楽辞典の中で古代エジプトの

楽器を記述したのが最初期のものと考えて良い【 】。そこ

ではハープ奏者やフルート奏者など演奏者が描かれた貴族墓の壁画を掲載

し、楽器を紹介している。

それに対して古代エジプトの楽器のみを専門的に扱ったのは、カイロ博

物館所蔵の楽器を目録としてまとめたヒックマンである【

】。その後、彼はカイロ博物館以外の古代エジプトの音楽図像や楽器

（遺物資料）を何点か取り上げ解説したものを執筆し、これについては日

本語の翻訳本も出版されている【ヒックマン 】。

その後、ヒックマンの執筆当時から出土品が増加したことにより劇的に

楽器数が増加したため、マニケが古代エジプトの楽器カタログを執筆し

た。そこにはより多くの楽器が網羅され、楽器に対応するヒエログリフや

図像資料、遺物番号も記載されている【 】。さらには大英博

物館、ルーブル博物館、そしてマドリッド国立考古学博物館のエジプト国

外で主要な古代エジプトの遺物を所蔵する博物館が、楽器のみを掲載した

目録を発刊した【 ； ； 】。

ついで個々の楽器について見ていくと、ハープやフルート、リラ、シス

トルム、リュート、トランペットなどが主であり、とりわけハープについ

ては出土した遺物だけでなく、ラムセス 世王墓に描かれた、「盲目のハ

ープ弾き」と呼ばれる盲目の男性がハープを弾いている壁画を対象とした

研究が目を惹く。代表的なものとしては、ミリアム（ ） によるハ

ープ奏者とヒエログリフが記された壁画の研究論文を挙げることができよ

う【 】。そこでは先行研究を振り返った上で歌の目的や演

奏の機会、対象は生者もしくは死者のためかといった点を考察している。
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それまでハープ奏者の歌詞は快楽主義的な人生の楽しさもしくは死への称

賛と考えられていたが、彼女は古都テーベにおける貴族墓のハープが描か

れた場面の分析を行い、それらが死後の宴会、法事場面の宴会、現世の宴

会の３つに分類される、と結論付けた。そして第 、第 王朝の貴族墓

に描かれたハープの場面は『死者の書』の葬祭文学に関係するのではない

かとの仮説を唱えた。

一方、マニケはハープ以外の楽器との関連性を指摘している。彼女はオ

ランダ国立ライデン古代博物館所蔵のリラについて分析、解釈を行った

【 】。リラは紀元前 世紀ごろエジプトに輸入されたと考

えられているが、新王国時代第 王朝のアメンホテプ３世からアマルナ

時代に至るまで、サイズや装飾、演奏方法が変化している。そこで取り上

げられる６点のリラの中で、ライデン博物館所蔵のリラ には共鳴胴の部

分に象形文字が描かれていた。このリラは新王国時代の作だが、象形文字

は紀元前 年から 年に記されたものであった。またテーベの貴族墓

において、リラの演奏場面は１８ヶ所確認されており、その数の多さか

ら、マニケはハープ奏者の歌と何らかの関係性があるのではないかと仮説

を立てた。

リュートについては、リカルド（ ）が新しい着眼点で考察を行っ

ている。貴族墓から出土したリュートを比較分析し、共鳴胴と竿の部分の

比率は全て類似していることを指摘した。そしてリュートの制作法が口伝

だった可能性を述べた【 】。

なお楽器自体を取り扱う研究としては、実物を復元し、分析・考察を行

う方法が考えられる。しかし上述した出土遺物の楽器は弦楽器であるた

め、楽器に張られていた「弦」は腐蝕し残存していない。その点、金属製

の管楽器であれば、葦などのリードが付随する管楽器は別として、復元し

当時の音色を想定することが可能である。このような観点から行われた楽

器研究として、トランペットを対象とした研究についてもふれておきた
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い。

前述した目録の中から、ヒックマンはルーブル美術館の 本 と、ツタ

ンカーメン王墓から出土した２本のトランペット 、計３本の分析並び

に考察を行った。王墓から発掘された 本のトランペットは、銀製トラン

ペット（以下トランペット１）と銅製トランペット（以下トランペット

２）である。当時最新であったオシロスコープによる実験も行い、どのよ

うな音が出るか調査をしたが、ルーブル美術館の資料は後に香油台である

ことが判明し、トランペットではないと結論づけられた 。また、 年

に行われたヒックマンによる実験検証ではマウスピースを使用せずレプリ

カを用いたが、それは 年にイギリスのジェームズが行った演奏でト

ランペット１に傷がついてしまったためである。ちなみに、ヒックマンは

トランペット１はドよりやや低い音、トランペット はドからドのシャー

プの中間地点の音が出たと記録している【 】。

この結果を踏まえ、マニケはツタンカーメン王墓から発掘された楽器の

調査書を作成し、２本のトランペットは同時に演奏された対の楽器であ

ること、また描かれている図像から軍隊で使用されたのではないかとの説

を提示した【 】。

なお、古代エジプトのトランペットはもう一例がスーダンのムッサワラ

ート・エル＝スフラ神殿から出土している【 】。このトランペ

ットは、出土した遺構の年代からナイル川上流のクシュ王国においてナパ

タからメロエ時代に使用されたと考えられる。発見は 年で、前述し

た 本のトランペットとは異なり、材質は鉄で酸化が激しく状態は不良で

ある。カワの神殿にあるレリーフ（前 年頃）には、祭りのシーンを描

いた例があり、トランペットと思われる管楽器を演奏している。その脇に

はカイロノミ―と思われる人物も描かれており、興味深い 。

これら楽器の復元からは、どのような音が奏でられ、音階を形成したか

についての研究もなされている。
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主な論文としては、「古代エジプト音階の発見」と銘打ったマームード

（ ）らの共同研究が挙げられる【 】。古代エジ

プトと他文明の音楽との間に関係性はないとした上でカイロ博物館での管

楽器を調査し、実際に復元した楽器でレコーディングを行った。所蔵され

る の管楽器から 点を選択して科学的分析を行い、西洋音楽の音階と

比較している。そして ５音音階 を古王国時代に使用

し、 （７音音階）を新王国時代は使用していたと結論づ

けた。

一方で、古代エジプトの音楽に他の文明や外国の要素を指摘する研究も

存在する。アレクサンドラ は、音楽に外国の要素が存在する

かどうかについては、記録がなされているか否かが不明である以上、証明

は非常に困難であると述べた。ただし可能性としては、ヌビアやリビアと

の関係性を示唆している【 】。

３ 象形文字の研究

ヒックマンはヒエログリフの手の記号が「歌う」という意味で使用され

ていることに触れているが【 】、壁画に添えられた文字資料

や、楽師の称号を分析・分類する研究も多い。

主な論文としては、アレクサンドラによる楽師の社会的地位に関する研

究がある【 】。彼女は古代エジプトの壁画や彫像、石碑や

パピルスなどさまざまな遺物に見られる「楽師」の象形文字を調査し、古

代のエジプトではプロフェッショナル、いわゆる職業音楽家とアマチュア

の音楽家がいたと結論付けた。例えば王宮に仕えたフルート奏者や歌手、

ハープ奏者が存在する一方で、貴族に仕えた歌手やハープ奏者も存在し、

また酒場や売春宿の居住者によっても音楽は奏でられたとする。加えて、

裸体で描かれることが多いリュート奏者に関しては自身も踊っていたとの

見かたを提示した。そして古代エジプトの楽師は王や重要な神殿に従属す
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るか否かにかかわらず、個人的な地位は従属する主人の富に依存すると論

じた。

スールージアン（ ）はダハシュール遺跡より出土した、古王

国時代第 王朝の王スネフェル治世のフルート奏者イピの彫像に関する報

告を行っている。この彫像（高さ 幅 ㎝）はフルートらしき棒

状のものを右手に持ち、イピという名が彫られている。その棒状製品には

リードがなく、穴も穿たれていない。彼女はミュンヘンの博物館に「王の

フルート奏者」の称号を持つイピいう第６王朝のフルート奏者の彫像が存

在することから、イピという名を世襲した楽師の一団がいたのではないか

と述べた。さらに。イピは王宮につかえる楽師の一族出身だったのではな

いかとも記している【 】。

また近年では、「音楽」に関する象形文字資料の考察をシビル・エメリ

が行っている。彼女は歌手長や宮廷音楽家の家系などを

対象とした称号の研究を行い、古代エジプトにおける「楽師の地位」につ

いて論じた【 】。その対象とする時代は幅広く、古王国時代、

第 中間期、末期王朝に及んでいる。加えて「音楽」という語彙を持つ象

形文字にも着目し、「音楽」の意味自体がこれまで正確に定義されてこなか

ったことを指摘した。「音楽」という象形文字について考察することで古代

エジプト人がどのように音楽を感じ、捉えていたのか。すなわち、そこか

ら古代エジプトにおける音楽の概念を明らかにすることができるのではな

いかとの仮説を立て、石碑やパピルス、彫像などさまざまな遺物から楽器

名や音楽（楽器）を演奏する際の象形文字の動詞、あるいは楽師が所持し

ていた他の称号についても古王国時代からグレコ・ローマ時代にかけて幅

広く調査した。その結果、エメリはまず「歌を歌う」、「音楽を演奏する」

といった動詞の意味は曖昧に使用されていることを指摘し、ハープは形状

によって使用される象形文字が異なること、またヒックマンは「ヘジイ

（ガーディナー分類 ）」を「音楽をつける」と訳していたが、これは
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「歌う」であるとの見解を示した【 】。楽器研究として、ハー

プの考察も行っている【 】。

４．アマルナ時代の音楽研究

新王国時代第 王朝のアマルナ時代（紀元前 年‐ 年ごろ）の

音楽について、マニケは、テル・エル＝アマルナの王宮における音楽のア

ンサンブルは、他の新王国時代とはまったく異なると主張している

【 】。アンサンブルの構成は、古王国時代の私人墓に見られ

るアンサンブルに酷似している。頭を剃り、プリーツのついた衣装をまと

った年配男性が歌い手であり、手を叩く、もしくはハープを演奏する。女

性のアンサンブルグループは透けた衣装を身につけ、香を頭にのせながら

大きい （ボート型ハープ）を演奏する。さらに長い竿部

分を持つリュート、 （二重管の笛）を演奏する。男性のアンサ

ンブルグループはリュートもしくはハープのみを演奏する。マニケはこう

した性別の観点からアマルナ時代の音楽を分析するとともに、当時は弦楽

器が強調されていると主張した。

このアマルナ時代は後宮に多くの外国出身の王女がいたことが知られて

いる。その影響から、ラーラと呼ばれるスカート、そして特徴的な帽子を

身に着けたエジプト人ではない男性楽師がリラやリュートを演奏している

様子が描かれた。また、それまでは存在しなかった大型のリラを両側から

人で演奏している描写も知られている。この大型のリラは５本から１５

本の弦が張られ、大きな共鳴箱を持っている。

また神殿で奏でられた音楽には、教会における聖歌隊のような役割を持

つ奏者たちも参加したとマニケは指摘する。例として、盲目の男性たちが

リュート奏者を伴っている画面が見られるが、これは他の新王国時代に見

られる盲目のハープ弾きとは別の存在である。この男性たちは神と対話を

しているのではないかとするが、その背景には、盲目で描かれているのは
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男性のみであり、女性は食物を供給する場面と音楽の場面が同時に描かれ

ているという構成の違いが挙げられる。加えて彼女は、カルナック神殿に

用いられた、アマルナ時代の神殿を構成していた部材の一種であるタラタ

ートに描かれたアマルナの音楽場面についても考察している【

】。そこには目隠しを施された音楽家が描かれており、これはアマルナ

時代にしか見られない現象だが、それら一連の分析から神殿音楽の場面で

描かれる音楽家たちは、白い帯の目隠しをされたエジプト人男性と外国人

男性がまずおり、彼らは演奏をしない際には目隠しをされておらず、エジ

プト人女性は目隠しをされていないと指摘した。そしてその意味について、

神殿と王宮では楽師に区別があり、前者の楽師は目隠しをされており、何

かを見ることが許されなかったと結論づけた。また、楽師は歌を歌い、ク

ラッパー等の楽器を所持していることから、彼らは音で神と交信するとい

った行為を実践していたのではないかと仮説を立てた。本当に目をつぶさ

れていたのかどうか、実際どうであったかはわからないとも付け加えてい

る。

おわりに − 古代エジプト音楽研究のこれから

エレン・ヒックマン（ ）を発起人とした音楽考古学会の

設立により、ヨーロッパにおける音楽考古学の研究は進展が著しい。学会

誌には古代中国の楽器や、ギリシア、エトルリアの楽器、ヒッタイト帝国

の歌など他地域の古代音楽について多くの論文が掲載されており、多数の

研究者が楽器の復元を行い、音の再構成や周波数、形状の分析を行ってい

る。ただし、その考察にあたっては民族音楽学との結びつきも必要であろ

うし、当然のことながらそうした研究対象の考古学的背景を十分に理解す

ることが求められる。楽器の音を再現し、西洋の音楽の音階にあてはめる

だけでは研究として不十分であり、この点は古代エジプトの音楽研究にお

いても同様である。
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本稿で見てきたように、ヒックマンをはじめ多くの音楽学者は古代エジ

プトの音楽を西洋音楽の視点で捉え、研究を進めてきた。その背景には、

古代エジプト音楽に西洋音楽の原点があるのではないかと考える音楽考古

学者の存在を挙げることができよう。一般的に、西洋音楽の原点は古代ギ

リシアにあるとされてきたが、古代ギリシアと古代エジプトとの関係は歴

史的にみても非常に密接である。よって、古代ギリシアの音楽は古代エジ

プトの音楽から何らかの影響を受けているのではないかとの仮説を立てる

ことは容易だが、すべての分析や考証において西洋音楽の視点から研究を

進めるのには大いに検討の余地があろう。

例えば、冒頭で紹介したカイロノミ―研究の大半はヒックマンの考えに

基づいており、そこでは西洋音楽との関連性が強調されている。その研究

結果に肯定的ではないバラホナでさえ、古代エジプト音楽と西洋音楽にお

ける唱法との関連性についての仮説を提唱している点は興味深い

【 】。

しかし、現代の西洋音楽の音程を古代エジプトの音階に当てはめること

が難しい点は本稿の終わりに強調しておきたい。これは、音階が古代エジ

プトに存在していたかどうかを立証するのは極めて難しい、という自身の

考えによるものである。

詳細な検討は別稿に譲るが、自身は古代エジプトのカイロノミストは古

王国時代に完全に消えさったわけではなく、壁画に描くことが消失したの

ではないかと考えている。古王国時代に続く中王国時代に入ると、墓に描

かれた壁画に登場する人びとや家畜の「模型」が墓に供えられたことが知

られているが、カイロノミストについても、壁画の代わりに楽器などの実

物を納めた可能性も想定できよう。

他方、カイロノミストが記譜法の一部として描かれていたことはこれま

での研究からもその可能性が高いと考えるが、その手のサイン一つ一つが

具体的にどの音にあたるのかを現代の音階に当てはめるのは非常に困難で
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あり、無理があると記さざるを得ない。

なお、音楽が葬儀や儀式だけではなくさまざまな場面において奏でられ

たのはおそらく間違いないであろう。筆者の調査では、神殿の儀式や軍隊、

王宮、葬儀、祭、収穫、酒場や宴会などの音楽が含まれる。中でも日常生

活における音楽についてはまだ指摘されていない場面も多い。この点につ

いては、「世俗音楽」、「宗教音楽」という西洋音楽の分析で用いられる区分

が存在し、古代エジプトの音楽研究においても広く使用されている。これ

までの研究は神殿と王宮で演奏される音楽を「宗教音楽」とし、それ以外

の場面の音楽を「世俗音楽」としているが、「宗教」そのものが日々の生活

と密接に結びついていたと考えられる古代エジプト社会において、これら

の区分を安易に用いることについては音楽研究の本質自体を見失いかねな

い危険性を多く孕んでいるように思われる。

またこれまでの研究は古王国時代や中王国時代、新王国時代にグレコ・

ローマン時代といった時代の墓や神殿において発見された壁画やレリーフ、

そして出土した楽器などの遺物の分析や解釈に大きく偏重してきた。しか

し４．で述べた新王国時代の都アマルナにおける音楽の研究は他の時代に

比べ、圧倒的に数が少ない。それは一次資料の少なさによるものと考えら

れるが 、王宮の様子が描かれている壁画や、他の時代には見られないよう

な日常生活の様子が垣間見える壁画の存在など、研究対象としては非常に

興味深い時代である。

このアマルナ時代について、先行研究ではマニケが壁画の分析からハー

プやリラ、すなわち弦楽器がアマルナ時代に多く見られることを指摘して

いるが【 】、同時代のツタンカーメン王墓から弦楽器は出土

していない。幸い、同王墓に関しては詳細な発掘記録が残されており、そ

こにはトランペットなどの楽器も副葬されていたため、その他に出土した

多くの副葬品との文化や宗教、あるいは社会的な関係を考察することによ

り、同時代の音楽について新たな見かたを獲得できる可能性もあろう。ま
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た、古代エジプトの記譜法において重要な役割を果たすカイロノミーの存

在についても、多神教から太陽神アテンの一神教への宗教改革が行われた

とされるアマルナ時代は、音楽とも多分に結びつきが深かったであろう宗

教と音楽の関係が変化した、１つのターニングポイントになっていた可能

性がある。そうした点についても考察の幅を拡げていきたい。
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の痕跡を残す壁画や石碑などは迫害の対象となった。そのため遺物資料が少ない。
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昭
和
三
四
年
〔
一
九
五
九
〕
九
月
二
六
日 

神
戸
市
長
談
／
基
本
構
想
に
つ
い
て
／
予
算
の
歩
み
と
主
な
事
業 

産
業
経
済
費

 

愛
知
用
水
費
の
増
加
と
審
議
会
の
設
置
、
農
山
漁
村
振
興
事
業
の
遂
行
、
中
小
企
業
対
策
費
の
充
実
、

小
牧
山
公
園
装
備
事
業 

『
広
報
小
牧
』
第
四
三
号
（
昭
和
三
六
年
〔
一
九
六
一
〕
二
月
一
日
） 

市
議
会
だ
よ
り
／
二
、
委
員
会 

十
二
月
八
日
／
経
済
委
員
会
／
１
、
小
牧
山
開
発
の
こ
と
に
つ
い
て
／
２
、
米
作
り
日
本
一
共
進
会
に
つ
い
て 

（
17
）
『
広
報
小
牧
』
第
四
八
号
（
昭
和
三
六
年
〔
一
九
六
一
〕
七
月
一
五
日
） 

小
牧
山
に
子
ヤ
ギ
放
牧 

伊
勢
湾
台
風
に
よ
つ
て
多
く
の
樹
木
が
倒
れ
、
す
つ
か
り
荒
れ
果
て
て
し
ま
つ
た
小
牧
山
を
昔
の
姿
に
戻
し
、
市
民
の

憩
い
の
場
所
に
す
る
た
め
、
市
で
は
婦
人
会
の
方
々
の
御
協
力
に
よ
つ
て
献
木
運
動
を
行
う
一
方
、
山
上
に
水
飲
み
場
を

設
置
し
、
ま
た
、
北
面
の
傾
斜
地
約
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
約
二
町
歩
）
を
金
網
サ
ク
で
囲
い
、
生
後
三
カ
月
の
子
ヤ
ギ
十
六

頭
を
放
牧
し
ま
し
た
。
（
中
略
）
今
後
の
飼
育
成
果
を
見
て
本
格
的
な
放
牧
場
と
し
て
観
光
に
一
役
買
せ
る
計
画
で
す
。 

（
18
）
『
広
報
小
牧
』
第
六
三
号
（
昭
和
三
七
年
〔
一
九
六
二
〕
九
月
一
五
日
） 

楽
し
い
小
牧
山
キ
ヤ
ン
プ
／
働
き
な
が
ら
学
ぶ
子
ど
も
た
ち 

（
前
略
）
市
と
青
少
年
を
守
る
会
で
は
、
た
と
え
一
日
で
も
楽
し
く
愉
快
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
こ
ど
も
た
ち
を
招

待
し
て
、
八
月
十
八
、
十
九
日
の
二
日
間
、
小
牧
山
で
キ
ヤ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。 

（
19
）
『
広
報
小
牧
』
第
七
三
号
（
昭
和
三
八
年
〔
一
九
六
三
〕
五
月
一
〇
日
） 

小
牧
山
を
緑
に 

「
小
牧
山
を
緑
で
包
も
う
」
と
、
さ
る
四
月
十
三
日
、
小
牧
中
学
校
で
は
小
牧
山
で
植
樹
祭
を
行
な
つ
た
。（
中
略
）
こ

三
一
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も
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

（
8
）
朝
日
新
聞
の
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
に
よ
る
。 

（
9
）
「
前
掲
注
（
7
）
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
に
よ
る
。 

（
10
）
前
掲
注
（
7
）
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
に
よ
る
。 

（
11
）
織
豊
系
城
郭
の
う
ち
、
大
坂
城
跡
、
姫
路
城
跡
、
江
戸
城
跡
、
名
護
屋
城
跡
並
陣
跡
、
名
古
屋
城
跡
、
安
土
城
跡
、
彦
根
城

跡
が
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
。 

（
12
）
前
掲
注
（
7
）
「
聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
に
よ
る
。 

（
13
）
「
特
別
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
及
び
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
指
定
基
準
〈
昭
和
二
六
年
五
月
一
〇
日
文
化
財
保
護
委
員
会
告

示
第
二
号
〉
」
に
よ
る
。 

（
14
）
小
牧
市
立
図
書
館
所
蔵
『
広
報
小
牧
 

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
～
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
』
、
『
広
報
小
牧

 

昭
和

四
〇
年
（
一
九
六
五
）
～
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
』
に
よ
る
。 

（
15
）
『
広
報
小
牧
』
第
四
二
号
（
昭
和
三
六
年
〔
一
九
六
一
〕
一
月
一
日 

年
頭
の
辞
／
小
牧
市
長

 

神
戸
眞 

（
前
略
）
近
い
将
来
壮
大
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
眼
に
見
る
小
牧
山
公
園
の
一
大
整
備
も
是
非
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
で
あ
り
ま
す
。 

『
広
報
小
牧
』
第
四
五
号
（
昭
和
三
六
年
〔
一
九
六
一
〕
四
月
一
日
） 

新
年
度
予
算
と
施
政
方
針
／
将
来
の
飛
躍
に
備
え
建
設
的
健
全
財
政
を
編
成 

（
前
略
）
伊
勢
湾
台
風
後
、
荒
廃
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
小
牧
山
や
、
新
し
く
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
岩

崎
山
を
開
発
す
る
た
め
（
中
略
）
特
に
小
牧
山
に
つ
い
て
は
裏
側
の
観
光
地
造
成
を
実
施
す
る
等
、
貴
重
な
る
遺
跡
の
保

存
と
市
民
に
親
し
ま
れ
る
公
園
と
し
て
効
果
を
最
大
限
に
挙
げ
た
い
と
念
願
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

三
〇
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高度経済成長期における復元・復興・模擬天守の歴史的役割に関する考察
―模擬天守「小牧城」（小牧市歴史館）の事例を中心に―

之
儒
者
達
を
か
ゝ
せ
ら
れ
、
南
又
十
二
て
う
敷
、
又
八
て
う
敷
、
東
十
二
畳
敷
、
御
縁
六
て
う
敷
、
次
三
て
う
敷
、
其
次
八

て
う
敷
御
膳
を
拵
申
所
、
又
其
次
八
畳
敷
御
膳
拵
申
所
、
六
て
う
敷
御
南
戸
、
又
六
畳
敷
、
何
も
御
絵
所
金
也
。
北
之
方
御

土
蔵
有
。
其
次
御
座
敷
廿
六
畳
敷
御
な
ん
と
也
。
西
六
て
う
敷
、
次
十
七
て
う
敷
、
又
其
次
十
畳
敷
、
御
な
ん
と
の
数
七
ツ
。

此
下
ニ
金
燈
爐
つ
ら
せ
ら
れ
候
。
七
重
目
、
以
上
、
柱
数
二
百
四
本
。
本
柱
長
さ
八
間
、
高
サ
十
六
間
ニ
中
、
本
柱
ふ
と
さ

一
尺
五
寸
四
方
、
六
尺
四
方
、
一
尺
三
寸
四
方
木
。
狭
間
戸
数
六
十
余
有
。
何
れ
も
鉄
ニ
而
黒
漆
也
。
七
重
之
御
溝
高
く
青

漢
の
内
に
挟
ミ
、
棟
梁
遥
に
秀
て
、
四
面
之
椽
悉
金
物
有
。
瓦
の
こ
く
ち
金
銀
を
以
て
見
か
き
、
ひ
う
ち
ほ
う
ち
や
く
を
つ

ら
せ
ら
れ
候
。
②
白
霧
之
間
ニ
挑
、
金
銀
空
に
暉
き
、
詞
に
も
難
盡
筆
。
（
句
読
点
と
傍
線
は
内
田
に
よ
る
） 

（
4
）
前
掲
注
（
1
）
史
料
の
傍
線
部
① 

（
5
）
前
掲
注
（
1
）
史
料
の
傍
線
部
② 

（
6
）
「
貝
塚
御
座
所
日
記
」
天
正
一
二
年
八
月
八
日
条
に 

 
 

 
 

大
坂
新
造
へ
筑
州
移
徒
云
々
、
仍
一
腰
馬
代
三
千
疋
、
新
門
様
よ
り
一
腰
一
疋
、
御
使
川
豊
前
、
御
書
日
付
七
日
也
、
七

日
ニ
わ
た
ま
し
の
由
候
つ
る
か
、
八
日
必
定
云
々 

 
 

 

と
あ
り
、
こ
の
日
に
秀
吉
が
大
坂
城
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
7
）
「
一
五
八
六
年
一
〇
月
一
七
日
フ
ロ
イ
ス
書
簡
」
（
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
） 

（
前
略
）
塔
が
内
側
か
ら
開
か
れ
る
と
、
彼
は
我
ら
を
そ
こ
に
連
れ
て
行
く
よ
う
に
命
じ
、
城
と
銃
眼
の
あ
る
塀
の
間
を

通
っ
て
案
内
さ
せ
た
。
（
中
略
）
関
白
殿
は
あ
た
か
も
一
人
の
私
人
の
よ
う
に
案
内
役
を
し
、
戸
や
窓
を
自
分
の
手
で
開
け
、

そ
の
よ
う
な
や
り
方
で
我
ら
を
八
階
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
各
階
毎
に
、
そ
こ
に
収
蔵
し
て
あ
る
富
に
つ
い
て
、
こ

こ
に
は
金
が
、
そ
こ
に
は
銀
が
、
別
の
所
に
は
生
糸
と
綴
子
の
品
々
が
、
こ
こ
に
は
刀
、
お
よ
び
高
価
な
武
具
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
と
語
っ
た
。
我
ら
が
通
っ
た
一
室
に
は
、
絹
の
紐
で
つ
る
し
た
日
本
で
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
新
し
い
十
乃
至
十
二

着
の
外
套
が
あ
っ
た
。
彼
は
我
ら
に
、
あ
ま
り
に
多
様
で
多
量
の
箱
を
見
せ
た
の
で
、
我
ら
は
あ
れ
を
見
て
も
こ
れ
を
見
て

二
九
（76）



注 （
1
）
「
名
古
屋
城
天
守
閣
整
備
検
討
『
名
古
屋
城
天
守
閣
の
整
備

 

２
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
』
報
告
書
」
平
成
二
八
年
六
月 

（
2
）
総
務
省
統
計
局
の
デ
ー
タ
に
よ
る
。 

（
3
）
『
安
土
日
記
』
天
正
七
年
一
月
廿
五
日
条 

（
前
略
）
御
殿
主
ハ
七
重
、
悉
黒
漆
也
。
御
絵
所
皆
金
也
。
高
サ
十
六
間
ニ
中
、
天
正
五
丁
丑
八
月
廿
四
日
柱
立
、
同
霜

月
三
日
屋
上
葺
合
候
。
上
一
重
、
三
間
四
方
。
御
座
敷
之
内
皆
金
。
外
輪
ニ
欄
干
有
。
柱
ハ
金
也
。
狭
間
戸
鉄
黒
漆
也
。
三

皇
五
帝
、
孔
門
十
哲
。
商
山
四
皓
、
七
賢
、
狩
野
永
徳
ニ
か
ゝ
せ
ら
れ
。
二
重
目
。
八
角
。
四
間
ほ
と
有
。
外
柱
は
朱
、
内

柱
皆
金
也
。
釈
門
十
大
御
弟
子
等
か
ゝ
せ
ら
れ
、
釈
尊
御
説
法
之
所
。
御
縁
輪
ニ
ハ
餓
鬼
共
ニ
鬼
ど
も
を
か
ゝ
せ
ら
れ
、
御

縁
輪
の
は
た
板
ニ
ハ
し
や
ち
ほ
こ
ひ
れ
う
か
ゝ
せ
ら
れ
候
。
か
う
ら
ん
き
ほ
し
有
。
①
三
重
目
、
御
絵
ハ
な
し
。
南
北
の
破

風
に
四
畳
半
之
御
座
敷
両
方
在
之
、
こ
や
の
段
と
申
也
。
四
重
目
、
西
十
二
間
ニ
岩
ニ
色
々
の
木
を
被
遊
、
則
岩
之
間
と
申

候
。
次
西
八
畳
敷
ニ
龍
虎
之
戦
有
。
南
十
二
間
、
竹
之
色
々
被
遊
、
竹
間
と
申
候
。
次
十
二
間
、
松
計
を
色
々
被
遊
候
。
東

八
畳
敷
、
桐
ニ
鳳
凰
。
次
八
畳
敷
、
き
よ
ゆ
う
耳
を
あ
ら
へ
は
、
そ
う
ほ
牛
を
牽
き
帰
る
所
、
両
人
之
出
た
る
古
郷
之
躰
。

次
御
小
座
敷
七
畳
敷
、
で
い
計
也
。
御
絵
ハ
な
し
。
北
十
二
畳
敷
、
是
ニ
御
絵
ハ
な
し
。
次
十
二
畳
敷
此
内
西
二
間
之
所
ニ

て
ま
り
の
木
を
被
遊
候
。
次
八
畳
敷
、
庭
子
之
景
気
也
。
御
鷹
之
間
と
申
候
。
五
重
目
、
十
二
畳
敷
御
絵
有
、
花
鳥
之
間
と

申
也
。
別
ニ
一
段
四
畳
敷
き
御
座
之
間
有
、
同
花
鳥
之
御
絵
有
。
次
南
八
畳
敷
賢
人
間
、
へ
う
た
ん
よ
り
駒
の
出
た
る
所
有
。

東
麝
香
之
間
八
畳
敷
き
。
十
二
畳
、
御
門
之
上
。
次
八
畳
敷
、
ろ
と
う
び
ん
と
申
仙
人
杖
な
け
捨
て
た
る
所
。
北
廿
畳
敷
、

駒
之
牧
之
御
絵
。
絵
の
ふ
り
た
る
所
、
是
ふ
え
つ
の
図
と
申
。
次
十
二
畳
敷
、
せ
い
王
母
の
御
絵
有
。
西
御
絵
ハ
な
し
。
御

縁
二
段
ひ
ろ
縁
な
り
。
廿
四
畳
敷
之
御
物
置
の
御
な
ん
と
有
。
口
ニ
八
て
う
敷
き
之
御
座
敷
在
之
。
六
重
目
、
十
二
畳
敷
、

墨
絵
ニ
梅
之
御
絵
を
被
遊
候
。
同
間
内
御
書
院
有
。
是
ニ
遠
寺
晩
鐘
景
気
被
書
、
ま
へ
に
盆
山
被
置
也
。
次
四
て
う
敷
、
雉

の
子
を
愛
す
る
所
、
御
棚
ニ
鳩
計
か
ゝ
せ
ら
れ
、
又
十
二
て
う
敷
に
鵝
を
か
ゝ
せ
ら
れ
鵝
之
間
と
申
也
。
又
其
次
八
畳
敷
唐

二
八
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高度経済成長期における復元・復興・模擬天守の歴史的役割に関する考察
―模擬天守「小牧城」（小牧市歴史館）の事例を中心に―

牧
山
」
と
い
う
一
連
の
用
語
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
（

20
）
。 

 

『
広
報
こ
ま
き
』
第
一
五
〇
号
（
昭
和
四
四
年
〔
一
九
六
九
〕
二
月
一
〇
日
）
に
、
建
築
か
ら
二
年
後
、
模
擬
天
守
が
小
牧
市
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
記
事
が
あ
る
。
上
空
か
ら
小
牧
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
模
擬
天
守

が
同
画
面
内
に
収
ま
る
よ
う
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
、
そ
こ
に
は
「
新
旧
小
牧
を
象
徴
す
る
二
つ
の
シ
ン
ボ
ル
―
小
牧
城
と
小
牧
ン

タ
ー
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
小
牧
城
は
昭
和
四
二
年
の
建
築
、
対
し
て
小
牧
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
さ
ら
に
そ
の
二
年
前
の
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
に
は
完
成
し
て
い
る
。
実
は
、
建
造
物
と
し
て
は
小
牧

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
方
が
古
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
模
擬
天
守
は
歴
史
上
の
城

郭
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
、
「
旧
」
の
小
牧
の
シ
ン
ボ
ル
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

五

 

結
び
に
か
え
て

 

―
高
度
経
済
成
長
期
の
都
市
文
化
の
再
評
価 

 

以
上
、
本
稿
で
は
、
昭
和
期
以
降
に
建
設
さ
れ
た
天
守
の
う
ち
、
小
牧
山
の
山
頂
に
置
か
れ
る
模
擬
天
守
を
取
り
上
げ
、
史
実
に

沿
わ
な
い
新
し
い
天
守
が
、
地
域
の
歴
史
意
識
醸
成
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
を
考
察
し
て
き
た
。
本
稿
で

は
、
小
牧
市
の
広
報
誌
に
お
け
る
記
述
の
変
化
か
ら
、
小
牧
山
の
模
擬
天
守
が
、
昭
和
中
期
に
お
け
る
地
域
の
歴
史
意
識
醸
成
に
関

し
て
、
小
牧
山
を
「
史
跡
」
と
認
識
す
る
役
割
に
寄
与
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
平
成
以
降
の
、
史
実
に
な
る
べ
く
忠
実
な
木

造
天
守
を
望
む
風
潮
の
中
で
は
、
昭
和
期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
天
守
は
「
史
跡
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
」「
老
朽
化
し
て
い
る
が
、

さ
り
と
て
歴
史
的
価
値
も
な
い
も
の
」
と
の
評
価
に
と
ど
ま
る
も
の
で
し
か
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
天
守
が
多
く
建
設
さ
れ
た
高

度
経
済
成
長
期
も
、
当
時
か
ら
五
〇
年
を
過
ぎ
た
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
学
生
運
動
を
歴
史
的
事
象
と
し

て
研
究
対
象
に
選
ん
だ
こ
と
か
ら
も
、
高
度
経
済
成
長
期
が
歴
史
学
研
究
の
最
先
端
分
野
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
理
解

で
き
よ
う
。
い
ま
や
昭
和
中
期
の
様
ざ
ま
な
事
象
は
、
単
に
「
中
途
半
端
に
古
い
も
の
」
で
は
な
く
、
歴
史
学
的
な
再
評
価
を
議
論

し
て
い
く
時
期
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

二
七
（78）



 
③
『
広
報
こ
ま
き
』
第
一
二
三
号
（
昭
和
四
二
年
〔
一
九
六
七
〕
三
月
一
〇
日
） 

「
小
牧
山
歴
史
館
」
近
く
着
工
／
高
さ
一
九
・
三
一
米
・
三
層
四
階
建 

（
前
略
）
今
秋
、
完
成
予
定
で
工
事
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
歴
史
館
建
設
に
よ
り
史
蹟
小
牧
山
が
名
実
共
に
小
牧
の

名
所
と
な
る
日
も
近
い
で
し
ょ
う
。（
中
略
）
最
初
は
、
信
長
が
小
牧
山
に
築
い
た
城
館
の
特
色
を
と
り
入
れ
て
設
計
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
文
部
省
文
化
財
保
護
委
の
意
見
な
ど
も
参
考
に
し
て
再
検
討
し
た
結
果
、
京
都
の
西
本
願
寺
に
あ
る
「
飛
雲

閣
」
（
秀
吉
が
建
て
た
聚
楽
第
の
中
に
あ
っ
た
も
の
）
の
か
た
ち
を
模
し
た
も
の
に
き
ま
り
再
設
計
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

④
『
広
報
こ
ま
き
』
第
一
三
五
号
（
昭
和
四
三
年
〔
一
九
六
八
〕
一
月
一
日
） 

年
頭
の
辞
／
新
時
代
へ
の
歩
み
／
小
牧
市
長

 

船
橋
久
男 

（
前
略
）
そ
う
し
た
郷
土
開
発
の
将
来
と
共
に
史
蹟
小
牧
山
の
頂
上
に
、
名
古
屋
の
平
松
茂
氏
の
篤
志
で
、
歴
史
館
の
建
設

が
す
す
み
、
そ
の
完
成
を
ま
近
に
ひ
か
え
ま
し
た
こ
と
は
新
春
を
か
ざ
る
ニ
ュ
ー
ス
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
こ
と
に
喜
び
に
た
え

ま
せ
ん
。
こ
の
歴
史
館
は
、
小
牧
の
新
し
い
象
徴
と
し
て
、
ま
た
中
部
圏
を
一
望
に
で
き
る
名
所
と
し
て
市
の
内
外
か
ら
ひ
ろ

く
親
し
み
迎
え
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。 

（
傍
線
は
内
田
に
よ
る
） 

 

①
の
記
事
に
見
ら
れ
る
展
望
台
と
は
、
昭
和
四
二
年
に
建
築
さ
れ
た
現
在
の
模
擬
天
守
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
小
牧
山

の
山
頂
に
あ
っ
た
露
天
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
四
件
の
う
ち
、
模
擬
天
守
の
出
現
以
前
に
「
史
蹟
小
牧
山
」
の
語
が
見
ら
れ
る
記
事

は
、
こ
の
展
望
台
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
他
の
②
③
④
の
三
件
は
す
べ
て
、
模
擬
天
守
に
関
す
る
記
事
と
な
っ
て
お
り
、
新

た
に
建
築
さ
れ
た
模
擬
天
守
が
、
小
牧
山
の
史
跡
と
し
て
の
性
格
を
打
ち
出
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
様
子
を
見
て
取
れ
る
。
な
お
、

小
牧
山
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
の
中
で
、「
史
蹟
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
た
例
は
他
に
も
三
件
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
史
蹟
小

二
六
（79）



高度経済成長期における復元・復興・模擬天守の歴史的役割に関する考察
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『
広
報
小
牧
』
の
記
事
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
、
高
速
道
路
の
建
設
や
工
場
の
誘
致
等
に
よ
っ
て
物
流
・
工
業
の
要
衝
と
な
る
以

前
の
小
牧
市
は
、
田
園
都
市
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
強
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
た
め
、
小
牧
山
は
起
伏
の
少
な
い
市
街
地
に

お
け
る
唯
一
の
自
然
が
残
る
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
自
然
環
境
を
重
視
し
た
公
園
整
備
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
る
（

15
）
。
昭

和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
の
『
広
報
小
牧
』
で
は
、
市
政
の
基
本
構
想
に
関
す
る
記
事
の
中
で
小
牧
山
公
園
の
整
備
事
業
が
た
び
た

び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
整
備
事
業
は
市
の
予
算
の
中
で
産
業
経
済
費
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
小
牧
山
の
開
発
に
つ
い
て

も
市
議
会
の
経
済
委
員
会
の
議
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（

16
）
。
史
跡
公
園
と
し
て
よ
り
、
自
然
公
園
と
し
て
の
開

発
姿
勢
を
重
視
す
る
こ
と
を
示
す
動
き
と
し
て
、
小
牧
山
で
ヤ
ギ
の
放
牧
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
（

17
）
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
の
活
用

が
模
索
さ
れ
た
こ
と
（

18
）
、
植
樹
事
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（

19
）
。 

 

で
は
、
小
牧
山
の
史
跡
と
し
て
の
認
識
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
昭
和
三
〇
年
か
ら
昭
和
四
五
年
ま
で
の
『
広
報
小
牧
』
の
中
で
、

「
史
蹟
小
牧
山
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
記
事
は
四
件
あ
る
。 

①
『
広
報
小
牧
』
第
一
〇
号
（
昭
和
三
一
年
〔
一
九
五
六
〕
四
月
二
五
日
） 

観
光
小
牧
の
ニ
ュ
ー
フ
エ
ー
ス
／
展
望
台
竣
功 

史
蹟
〝
小
牧
山
〟
の
頂
上
に
、
近
代
的
な
化
粧
を
こ
ら
し
た
〝
展
望
台
〟
が
お
目
見
得
し
ま
し
た
。（
中
略
）
新
興
小
牧
の

観
光
施
設
と
し
て
市
民
の
利
用
は
も
と
よ
り
、
近
郊
よ
り
の
観
光
客
も
多
く
、
折
柄
催
さ
れ
た
小
牧
山
祭
り
に
は
人
気
の
中

心
と
な
り
連
日
大
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。 

 

②
『
広
報
こ
ま
き
』
第
一
一
三
号
（
昭
和
四
一
年
〔
一
九
六
六
〕
七
月
一
〇
日
） 

小
牧
山
に
『
歴
史
館
』
を
建
設
／
平
松
さ
ん
か
ら
寄
贈
の
申
入
れ 

濃
尾
平
野
の
真
中
に
小
さ
く
も
り
上
っ
た
孤
丘
〝
小
牧
山
〟
―
―
昔
か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
憩
の
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
史
蹟
小
牧
山
の
頂
上
に
、
近
い
将
来
に
「
歴
史
館
」
が
誕
生
し
ま
す
！ 

二
五
（80）



 
新
聞
記
事
の
検
討
か
ら
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
天
守
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
お
お
む
ね
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
、
地

域
の
歴
史
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
章
で
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
天

守
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
地
域
で
は
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
の
か
を
、
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
。

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
小
牧
山
（
愛
知
県
小
牧
市
）
の
山
頂
に
置
か
れ
る
模
擬
天
守
・
小
牧
城
（
小
牧
市
歴
史
館
）
を
対
象
と
し
て
、

小
牧
市
の
広
報
誌
『
広
報
小
牧
』（
昭
和
三
九
年
よ
り
『
広
報
こ
ま
き
』
と
改
称
）
に
見
ら
れ
る
小
牧
山
お
よ
び
模
擬
天
守
の
記
事
を

調
査
す
る
。 

 

ま
ず
小
牧
山
と
そ
の
山
頂
に
あ
る
模
擬
天
守
の
現
状
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
小
牧
山
は
、
愛
知
県
小
牧
市
の
西
部
に
位
置
す
る
。

標
高
は
八
五
・
九
メ
ー
ト
ル
と
高
い
山
で
は
な
い
が
、
起
伏
の
少
な
い
小
牧
市
街
地
の
中
で
は
特
徴
的
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
目

を
引
く
存
在
で
あ
る
。
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
織
田
信
長
が
築
城
し
、
そ
の
後
、
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）
に
は
小
牧
・
長

久
手
の
戦
い
で
徳
川
家
康
が
陣
を
敷
い
た
こ
と
に
よ
り
、
「
我
が
国
の
歴
史
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、

そ
の
遺
跡
の
規
模
、
遺
構
、
出
土
遺
物
等
に
つ
い
て
学
術
上
価
値
の
あ
る
も
の
」
の
う
ち
「
都
城
跡
、
国
郡
庁
跡
、
城
跡
、
官
公
庁
、

戦
跡
そ
の
他
政
治
に
関
す
る
遺
跡
」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
国
指
定
の
史
跡
と
な
っ
て
い
る
（

13
）
。

織
田
信
長
が
築
城
し
た
城
郭
と
し
て
の
名
称
は
「
小
牧
山
城
」
だ
が
、
山
頂
の
模
擬
天
守
の
名
称
は
「
小
牧
城
」
と
な
る
。
こ
の
模

擬
天
守
は
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
四
月
に
、
名
古
屋
市
在
住
の
実
業
家
・
平
松
茂
氏
に
よ
っ
て
小
牧
市
に
寄
贈
の
申
し
出
が

あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
三
層
四
階
の
建
造
物
で
あ

る
。
内
部
は
小
牧
市
の
歴
史
を
解
説
・
展
示
す
る
資
料
館
と
な
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
尾
張
藩
、
明
治
時
代
に
は
尾
張
徳
川
家

の
所
有
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
小
牧
町
（
当
時
）
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
小
牧
市
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。 

 

『
広
報
小
牧
』
は
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
か
ら
現
在
ま
で
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
広
報
誌
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
昭
和
三

〇
年
か
ら
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
中
で
、
小
牧
山
あ
る
い
は
模
擬
天
守
の
小
牧
城
に
関
す
る
記
事
は
、

今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た
限
り
で
は
一
三
二
件
を
数
え
た
（

14
）
。 

二
四
（81）
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的
重
要
性
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
論
調
を
ま
ね
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
例
外
を
除
き
、
新
聞
記
事
か
ら
は
昭

和
中
期
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
、
復
元
天
守
・
復
興
天
守
・
模
擬
天
守
が
お
お
む
ね
肯
定
的
な
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。 

 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
天
守
に
つ
い
て
、
否
定
的
な
論
調
が
主
流
と
な
っ
て
き
た
の
は
平
成
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。「
朝
日
新

聞
」
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
一
月
九
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
日
本
各
地
で
市
政
百
年
、
あ
る
い
は
築
城
四
百
年
の
記

念
事
業
と
し
て
城
郭
の
復
興
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
（

12
）
。 

「
朝
日
新
聞
」
平
成
元
年
一
月
九
日
夕
刊
一
四
面 

お
城
で
「
町
お
こ
し
」
／
三
十
一
自
治
体
が
再
建
・
復
元
計
画 

市
政
百
年
や
築
城
四
百
年
の
記
念
事
業
な
ど
に
合
わ
せ
、
城
の
復
興
が
全
国
の
市
町
村
で
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
（
中
略
）

全
国
三
十
一
の
自
治
体
で
城
づ
く
り
の
構
想
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
半
数
が
天
守
閣
や
御
殿
な
ど
、
城
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建

物
の
復
元
や
再
建
を
め
ざ
し
、
い
ず
れ
も
地
方
の
活
性
化
と
竹
下
首
相
が
提
唱
す
る
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
を
強
調
す
る
。（
中
略
）

第
一
次
復
興
ブ
ー
ム
の
時
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
で
、
外
観
の
復
元
に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
は
構

想
の
あ
る
十
二
城
の
天
守
閣
や
天
守
閣
相
当
の
大
や
ぐ
ら
の
う
ち
、
半
数
が
江
戸
、
戦
国
時
代
当
時
の
木
造
建
築
で
、
史
実
に

沿
っ
て
、
で
き
る
だ
け
本
物
に
近
い
復
元
を
め
ざ
し
て
い
る
。 

 

昭
和
五
〇
年
の
時
点
で
は
、
模
擬
天
守
で
あ
る
大
多
喜
城
で
も
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
構
築
し
た
新
天
守
は
、
外
観
で
み
る
か

ぎ
り
旧
容
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
」
と
好
意
的
な
記
事
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
に
入
る
と
「
第
一
次
復
興
ブ
ー

ム
の
時
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
で
、
外
観
の
復
元
に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
が
」
と
い
う
評
価
に
な
る
。
よ
り
史
実

に
沿
っ
た
本
格
的
な
復
元
を
求
め
る
観
点
か
ら
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
天
守
の
評
価
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。 

 

四

 

小
牧
山
の
模
擬
天
守
と
地
域
の
歴
史
意
識 

二
三
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本
城
・
高
島
城
・
鶴
ケ
城
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
高
度
経
済
成
長
期
の
記
事
で
あ
る
。

大
多
喜
城
に
関
す
る
記
事
は
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
の
も
の
で
、
高
度
経
済
成
長
期
が
終
焉
を
迎
え
た
直
後
の
時
期
に
あ
た
る
。

大
多
喜
城
は
か
つ
て
天
守
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
議
論
が
分
か
れ
る
た
め
、
現
在
の
天
守
は
模
擬
天
守
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
「
朝
日
新
聞
」
昭
和
五
〇
年
九
月
一
一
日
夕
刊
九
面
の
記
事
で
は
、
次
の
よ
う
に
新
し
い
天
守
の
出
現
を
歓
迎
す
る
論
調

と
な
っ
て
い
る
（

9
）
。 

「
朝
日
新
聞
」
昭
和
五
〇
年
九
月
一
一
日
夕
刊
九
面 

白
亜
の
天
守
閣
再
現
／
房
総
の
大
多
喜
城
跡
／
内
部
に
郷
土
博
物
館
／
開
館
祝
い28

日
「
お
城
ま
つ
り
」 

房
総
半
島
中
央
の
旧
上
総
大
多
喜
城
跡
に
こ
の
春
、
見
事
な
白
亜
三
層
の
天
守
閣
が
再
現
し
た
。（
中
略
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
構
築
し
た
新
天
守
は
、
外
観
で
み
る
か
ぎ
り
旧
容
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

 

一
方
、
否
定
的
な
論
調
の
記
事
は
一
件
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
に
安
土
城
跡
（
滋
賀
県
）
で
進
め

ら
れ
て
い
た
観
光
計
画
に
含
ま
れ
る
外
観
復
元
天
守
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
こ
の
復
元
天
守
は
計
画
の
み
に
終
わ
っ
た

が
、
国
指
定
の
特
別
史
跡
の
安
易
な
観
光
化
を
激
し
く
非
難
す
る
記
事
と
な
っ
て
い
る
（

10
）
。 

「
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
四
年
三
月
一
四
日
朝
刊
一
一
面 

狂
っ
た
観
光
ブ
ー
ム
／
安
土
城
跡
に
展
望
台
な
ど
／
衆
院
文
教
委

 

史
跡
保
護
で
問
題
化 

特
別
史
跡
安
土
城
跡
に
、
史
跡
指
定
の
意
義
を
ま
っ
た
く
無
視
す
る
よ
う
な
観
光
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
中
略
）
地
元

側
の
計
画
で
は
こ
こ
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
の
天
守
閣
を
建
て
、
観
光
施
設
を
そ
ろ
え
て
大
い
に
客
を
呼
ぼ
う
と
い
う
も
の

で
、
（
中
略
）
文
化
財
保
護
関
係
者
は
「
ま
さ
に
狂
っ
た
観
光
ブ
ー
ム
だ
」
と
い
っ
て
い
る
。 

 

特
別
史
跡
と
は
、
文
化
財
保
護
法
第
一
〇
九
条
第
二
項
で
規
定
さ
れ
る
も
の
で
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
う
ち
特
に
重
要
な
も

の
を
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
文
化
財
は
六
二
件
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
織
豊

期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
、
い
わ
ゆ
る
「
織
豊
系
城
郭
」
は
わ
ず
か
七
件
に
す
ぎ
な
い
（

11
）
。
特
別
史
跡
と
し
て
の
歴
史

二
二
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こ
う
し
て
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
織
豊
期
に
建
築
さ
れ
た
天
守
は
い
ず
れ
も
、
外
見
は
「
金
銀
空
に
暉
き
、
詞
に
も

難
盡
筆
」
（
『
安
土
日
記
』）
、
「
天
主
重
々
之
様
子
、
是
又
言
説
に
も
及
ま
し
く
候
」
（
「
大
友
宗
麟
書
状
」
）
と
、
豪
華
な
建
造
物
で
あ

る
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
が
、
そ
の
用
途
に
関
し
て
は
、
安
土
城
の
天
守
は
「
御
座
敷
」
を
し
つ
ら
え
た
生
活
空
間
、
大
坂
城
の
天

守
は
金
銀
や
衣
服
、
武
器
な
ど
の
品
を
保
管
し
て
い
た
倉
庫
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
様
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

三

 

昭
和
期
に
建
築
さ
れ
た
天
守
と
そ
の
評
価 

織
豊
期
の
天
守
が
生
活
空
間
で
あ
っ
た
り
倉
庫
で
あ
っ
た
り
し
た
の
に
対
し
て
、
昭
和
期
以
降
に
建
築
さ
れ
た
天
守
は
ど
の
よ
う

な
目
的
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
昭
和
中
期
の
高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
と
し
て
、
新
聞
記

事
に
見
る
「
昭
和
の
天
守
」
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

昭
和
期
以
降
に
建
築
さ
れ
た
天
守
に
つ
い
て
述
べ
る
上
で
、
天
守
の
建
築
様
式
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
現
在
見
ら
れ
る

天
守
の
う
ち
、
築
城
当
時
の
も
の
が
残
る
建
築
を
現
存
天
守
と
呼
ぶ
。
対
し
て
、
近
代
以
降
に
な
っ
て
再
建
さ
れ
た
天
守
は
、
復
元

天
守
・
復
興
天
守
・
模
擬
天
守
の
三
種
に
大
別
さ
れ
る
。
復
元
天
守
は
、
天
災
や
戦
災
等
で
消
失
し
た
も
の
を
以
前
の
外
見
通
り
に

建
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
復
元
天
守
は
さ
ら
に
、
建
築
方
式
に
よ
っ
て
木
造
復
元
天
守
と
外
観
復
元
天
守
に
分
け
ら
れ
、
外
観
復
元

天
守
と
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
等
を
用
い
て
建
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
復
興
天
守
は
、
か
つ
て
天
守
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
城
跡
に
お
い
て
、
そ
の
外
観
や
構
造
を
改
変
し
て
再
建
し
た
も
の
を
い
う
。
模
擬
天
守
は
、
天
守
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い

城
跡
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
再
建
天
守
に
つ
い
て
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
新
聞
記
事
で
の
取
り
上
げ
ら
れ
方
を
検
討
し
て
み
る
と
、
再
建
に

肯
定
的
な
論
調
の
記
事
が
六
件
、
否
定
的
な
論
調
の
記
事
は
一
件
の
み
と
な
っ
て
い
る
（

8
）
。
肯
定
的
な
論
調
の
記
事
は
、
岐
阜
城

（
岐
阜
県
）・
大
垣
城
（
岐
阜
県
）・
熊
本
城
（
熊
本
県
）・
高
島
城
（
長
野
県
）・
鶴
ケ
城
（
福
島
県
）・
大
多
喜
城
（
千
葉
県
）
に
関

す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
天
守
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
岐
阜
城
・
大
垣
城
・
熊

二
一
（84）



 
 

唯
今
所
成
大
坂
普
請
者
、
先
天
守
之
土
台
也 

 

天
守
が
完
成
し
た
後
も
、
本
丸
か
ら
二
の
丸
、
惣
構
へ
と
外
郭
の
普
請
は
継
続
す
る
の
だ
が
、
天
守
と
本
丸
が
完
成
し
た
時
点
で

秀
吉
は
大
坂
城
に
居
を
移
す
（

6
）
。
秀
吉
は
普
請
継
続
中
の
大
坂
城
へ
諸
大
名
を
招
き
、
城
内
を
案
内
し
て
い
る
。
天
正
一
三
年
（
一

五
八
五
）
に
大
坂
城
へ
招
か
れ
た
豊
後
の
大
名
、
大
友
宗
麟
は
、
秀
吉
に
直
々
に
城
内
を
案
内
さ
れ
、
天
守
に
も
登
っ
た
。
宗
麟
は

天
主
の
豪
壮
さ
に
驚
き
、
そ
の
さ
ま
を
「
三
国
無
双
」
と
讃
え
た
。 

 
 

「
大
友
宗
麟
書
状
」
（
『
大
友
史
料
』
所
収
） 

 
 

 

（
前
略
）
天
主
重
々
之
様
子
、
是
又
言
説
に
も
及
ま
し
く
候
、
書
載
な
と
ハ
隙
を
明
候
、
橋
敷
以
上
九
ツ
奇
特
神
変
不
思
議

と
の
申
事
候
、
三
国
無
双
と
も
可
申
候
哉
、 

 

さ
て
宗
麟
は
秀
吉
に
導
か
れ
て
天
守
を
登
っ
て
い
く
の
だ
が
、
大
坂
城
の
天
守
は
各
階
が
倉
庫
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
お
り
、
様
ざ

ま
な
品
物
が
置
か
れ
て
い
る
様
子
を
目
に
し
て
い
る
。 

 
 

「
大
友
宗
麟
書
状
」
（
『
大
友
史
料
所
収
』
） 

 
 

 

（
前
略
）
一
階
ノ
下
ハ
皆
御
蔵
ニ
而
候
、
其
下
ニ
長
櫃
十
五
、
六
、
是
も
御
小
袖
被
入
候
、
少
め
さ
れ
た
る
も
有
と
見
え
申

候
、
其
上
ニ
綿
蔵
、
或
□
蔵
上
下
ニ
ア
リ
、
又
手
火
矢
・
玉
薬
ノ
蔵
ア
リ
、
一
階
宛
ニ
あ
か
き
カ
ツ
ハ
四
ツ
五
ツ
カ
ケ
被
置
候
、

已
上
廿
計
も
可
有
之
候
と
覚
申
候
、
下
三
重
メ
ヨ
リ
上
ニ
ハ
、
大
手
火
矢
・
□
□
六
挺
つ
ゝ
有
之
候
、
五
重
、
六
重
メ
ニ
ハ
長

刀
二
ツ
候
、
何
も
朱
柄
に
て
候
、
ツ
ク
リ
ハ
ツ
ハ
カ
ナ
モ
ノ
所
ハ
皆
大
メ
ン
作
候
、
別
ノ
武
具
ハ
無
之
、
金
銀
ノ
蔵
数
ヲ
尽
御

お
し
へ
候
、
宝
物
ノ
入
候
所
ヲ
銘
々
御
教
候
、 

 

一
階
は
長
櫃
に
小
袖
が
収
め
ら
れ
、
二
階
に
は
綿
、
三
階
に
は
火
矢
と
玉
薬
が
あ
り
、
四
階
に
も
大
手
火
矢
や
大
筒
な
ど
の
火
器
、

五
階
と
六
階
に
は
長
刀
な
ど
の
武
具
が
収
納
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
他
に
も
金
銀
や
宝
物
を
置
い
て
あ
り
、
秀
吉
が
い
ち

い
ち
場
所
を
教
え
て
く
れ
た
の
だ
と
い
う
。
秀
吉
は
他
の
者
に
も
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
精
神
を
し
ば
し
ば
発
揮
し
、
同
じ
く
大
坂
城

を
訪
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
も
天
守
を
案
内
さ
れ
て
収
納
さ
れ
る
お
び
た
だ
し
い
品
を
見
て
い
る
（

7
）
。 

二
〇
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い
。
具
体
的
に
は
、
織
豊
期
の
も
っ
と
も
著
名
な
城
郭
で
あ
る
安
土
城
と
大
坂
城
の
天
守
に
つ
い
て
、
史
料
か
ら
検
討
す
る
。 

安
土
城
の
天
守
の
様
子
は
、
太
田
牛
一
が
記
し
た
『
安
土
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
太
田
牛
一
は
尾
張
国
春
日
井
郡
出
身
の
武

士
で
、
織
田
信
長
の
家
臣
で
あ
る
。
太
田
牛
一
は
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
、
自
身
が
八
四
歳
の
時
に
、
織
田
信
長
の
伝
記
『
信
長

公
記
』
を
著
し
た
。『
信
長
公
記
』
は
歴
史
資
料
と
し
て
の
信
頼
性
が
高
く
、
織
田
信
長
に
関
す
る
事
績
を
研
究
す
る
上
で
の
基
本
史

料
と
さ
れ
て
い
る
。『
信
長
公
記
』
に
は
類
本
が
数
多
く
存
在
し
、
そ
の
う
ち
尊
経
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
一
本
が
『
安
土
日
記
』
で
あ

る
（

3
）
。 

『
安
土
日
記
』
で
は
安
土
城
の
天
守
に
つ
い
て
、
最
上
階
か
ら
順
に
各
階
の
間
取
り
が
記
さ
れ
る
。
二
階
か
ら
五
階
ま
で
と
、
最

上
階
の
七
階
に
は
「
御
座
敷
」
が
あ
り
、
そ
の
広
さ
が
畳
数
で
表
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
七
階
建
て
の
天
守
の
上
か
ら
三
重
め
、

す
な
わ
ち
下
か
ら
数
え
た
場
合
に
五
階
に
あ
た
る
階
層
の
様
子
を
記
し
た
部
分
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（

4
）
。 

三
重
目
、
御
絵
ハ
な
し
。
南
北
の
破
風
に
四
畳
半
之
御
座
敷
両
方
在
之
、
こ
や
の
段
と
申
也
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
安
土
城
天
守
の
内
部
は
、
多
く
の
階
が
畳
敷
き
の
居
住
空
間
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ほ
か
、『
安

土
日
記
』
で
は
、
各
部
屋
の
襖
に
描
か
れ
た
障
壁
画
の
意
匠
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
天
守
の
き
ら
び
や
か
な
内
装
が
よ
ほ
ど
牛

一
の
目
を
惹
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
天
守
に
関
す
る
記
述
の
最
後
に
、
外
見
に
つ
い
て
「
金
銀
空
に
暉
き
、
詞
に
も
難
盡
筆
」

と
記
さ
れ
、
実
に
豪
華
な
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（

5
）
。 

で
は
、
大
坂
城
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
大
坂
城
は
豊
臣
秀
吉
が
築
い
た
城
郭
と
、
大
坂
夏
の
陣
後
に
徳
川
氏
が
再
築
し
た

城
郭
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
豊
臣
秀
吉
が
築
い
た
大
坂
城
の
天
守
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
史
料
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。 

 

大
坂
城
の
築
城
開
始
の
日
は
、
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
九
月
一
日
で
あ
る
。
吉
田
兼
見
の
日
記
、
『
兼
見
卿
記
』
に 

 
 

自
今
日
大
坂
普
請
之
由
申
了 

 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
坂
城
の
普
請
は
、
ま
ず
天
守
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
、『
柴
田
退
治
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
。 
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受
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
国
の
指
定
を
外
れ
た
城
跡
の
中
に
も
、
地
方
自
治
体
の
条
例
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
指
定
、
あ
る

い
は
市
町
村
指
定
の
史
跡
と
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
す
る
と
、
史
実
に
沿
わ
な
い
形
で
建
設
さ
れ
た
昭
和
の
天
守
は
、
お
お
む
ね
国

や
地
方
自
治
体
が
指
定
し
た
史
跡
の
上
に
文
化
財
的
価
値
の
な
い
現
代
建
築
が
建
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
平
成
一
七

年
（
二
〇
〇
五
）
に
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
重
要
文
化
的
景
観
が
新
た
に
文
化
財
と
し
て
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
開
発
が
進
む
中
で
、
地
域
を
特
色
づ
け
る
歴
史
的
な
景
観
を
保
護
す
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
景
観
を
文
化
財

と
し
て
保
護
す
べ
き
対
象
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
た
こ
と
で
、
名
古
屋
城
天
守
閣
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
史
実
に
沿
わ
な
い
、

新
し
い
天
守
」
へ
の
風
当
た
り
は
、
よ
り
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
復
元
天
守
・
復
興
天
守
・
模
擬
天
守
等
の
建
設
が
盛
ん
で
あ
っ
た
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
、
す
で
に
半
世
紀
が
過
ぎ
た
。

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）
の
統
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口
の
半
数
以
上
、
五
三
．
七
％
が
一
九
七
〇
年
以
降
の
出
生
と
な
っ

て
い
る
（

2
）
。
平
成
二
九
年
に
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
特
別
展
「
『
１
９
６
８
年
』

 

無
数
の
問
い
の
噴
出
の
時
代
」
が
開
催
さ

れ
、
同
じ
く
国
立
民
族
学
博
物
館
で
も
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
に
特
別
展
「
太
陽
の
塔
か
ら
み
ん
ぱ
く
へ
―

 

７
０
年
万
博
収

集
資
料
」
が
開
催
さ
れ
た
。
高
度
経
済
成
長
期
は
も
は
や
、
歴
史
学
の
範
疇
で
扱
わ
れ
る
研
究
対
象
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
と
か
く
低
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
、
昭
和
期
以
降
に
建
設
さ
れ
た
復
元
天
守
・
復
興
天
守
・
模
擬
天
守

に
つ
い
て
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
の
考
察
を
試
み
る
。
具
体
的
に
は
、
愛
知
県
小
牧
市
に
あ
る
小
牧

山
城
跡
に
建
設
さ
れ
た
小
牧
城
（
小
牧
市
歴
史
館
）
を
と
り
あ
げ
、
建
設
以
前
と
以
後
の
状
況
を
比
較
検
討
し
て
、
小
牧
山
城
の
模

擬
天
守
が
地
域
の
歴
史
意
識
醸
成
に
果
た
し
た
役
割
を
考
察
す
る
。 

 

二

 

織
豊
期
の
城
郭
と
天
守

 

―
天
守
と
は
何
の
た
め
の
建
造
物
で
あ
っ
た
か
？ 

 

本
稿
は
日
本
の
城
郭
建
築
の
う
ち
、
昭
和
以
降
に
建
設
さ
れ
た
天
守
に
焦
点
を
当
て
て
そ
の
歴
史
的
価
値
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る

が
、
ま
ず
は
織
豊
期
の
城
郭
に
お
け
る
天
守
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
建
造
物
だ
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
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高度経済成長期における復元・復興・模擬天守の歴史的役割に関する考察
―模擬天守「小牧城」（小牧市歴史館）の事例を中心に―

高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
復
元
・
復
興
・
模
擬
天
守
の
歴
史
的
役
割
に
関
す
る
考
察 

 

―
模
擬
天
守
「
小
牧
城
」
（
小
牧
市
歴
史
館
）
の
事
例
を
中
心
に
― 

内
田

 

吉
哉 

 

一

 

は
じ
め
に 

本
稿
は
、
昭
和
期
以
降
に
建
築
さ
れ
た
復
元
天
守
・
復
興
天
守
・
模
擬
天
守
が
、
地
域
の
歴
史
意
識
の
醸
成
に
ど
の
よ
う
に
貢
献

し
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

天
守
と
い
え
ば
近
年
、
名
古
屋
城
天
守
閣
の
建
て
替
え
計
画
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
現
在
の
名
古
屋
城
天
守
閣
は
、
昭
和
二
〇

年
（
一
九
四
五
）
に
戦
災
で
焼
失
し
た
後
、
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
に
再
建
さ
れ
た
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
物
で

あ
る
。
建
築
か
ら
五
〇
年
以
上
の
年
月
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
木
造
に
よ
る
復
元
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
こ
の
木

造
復
元
計
画
で
は
、
創
建
当
時
の
建
造
物
で
あ
る
石
垣
の
保
護
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備
整
備
等
を
め
ぐ

っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
名
古
屋
市
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
天
守
閣
の
整
備
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
設
問
に
対
し
て
、
「
二
〇
二
〇
年
七
月
ま
で
に
優
秀
提
案
に
よ
る
木
造
復
元
を
行
う
」
が
二
一
．
五
％
、

「
二
〇
二
〇
年
七
月
に
と
ら
わ
れ
ず
木
造
復
元
を
行
う
」
が
四
〇
．
六
％
、「
現
天
守
閣
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
」
が
二
六
．
三
％

と
な
っ
て
お
り
、
計
六
二
．
一
％
が
木
造
復
元
に
肯
定
的
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（

1
）
。 

木
造
復
元
へ
の
肯
定
的
な
意
見
は
、
史
実
に
沿
っ
た
形
で
の
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
の
出
現
を
歓
迎
し
て
い
る
と
と
も
に
、
史
実
に
沿

わ
な
い
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
エ
ア
コ
ン
も
つ
い
た
天
守
」
へ
の
否
定
的
な
評
価
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る

と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
、「
史
実
に
沿
わ
な
い
新
し
い
天
守
」
の
多
く
は
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
日
本
各
地
で

建
設
さ
れ
た
。 

 

現
在
、
日
本
の
城
跡
の
中
に
は
、
文
化
財
保
護
法
に
お
け
る
史
跡
・
特
別
史
跡
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
国
の
文
化
財
指
定
を

内
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泉鏡花「外科室」―〈社会〉と〈恋愛〉の狭間

 

・
天
満
に
年
経
る
。
千
早
降
る
。
神
に
は
あ
ら
ぬ
紙
様
と
、
世
の
鰐
口
に
の
る
ば
か
り
。
小
春
に
深
く
大
幣
の
、
く
さ
り
合
ふ
た

る
御
注
連
縄
。
今
は
結
ぶ
の
神
無
月
。
堰
か
れ
て
逢
は
れ
ぬ
身
と
な
り
果
て
。
あ
は
れ
逢
瀬
の
首
尾
あ
ら
ば
。
そ
れ
を
二
人
が
。

最
後
日
と
。
名
残
の
文
の
言
ひ
か
わ
し
。
毎
夜
毎
夜
の
死
覚
悟
。
玉
し
ゐ
抜
け
て
と
ぼ
と
ぼ
う
か
う
か
身
を
焦
す
。

（
「
心
中
天
網
島
」
）

「
外
科
室
」
は
、
文
学
史
的
に
「
観
念
小
説
」
と
さ
れ
る
が
、
作
者
の
も
つ
「
概
念
」
を
作
品
に
体
現
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
江
戸

文
芸
の
世
話
物
、
殊
に
心
中
物
の
話
型
を
器
と
し
て
、
当
代
の
「
恋
愛
」
を
盛
っ
た
作
品
と
い
え
る
。
宗
教
的
救
済
の
可
否
と
い
う

文
脈
で
近
世
文
芸
と
の
連
続
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
に
描
か
れ
た
「
恋
愛
」
は
、
同
時
代
の
「
恋

愛
至
上
主
義
」
の
文
脈
を
汲
み
な
が
ら
も
、「
高
峰
」
と
「
貴
船
夫
人
」
の
純
愛
の
淵
源
と
し
て
、
近
世
文
芸
殊
に
近
松
門
左
衛
門
の

世
話
物
と
の
類
縁
性
が
示
唆
さ
れ
近
代
の
世
話
物
と
し
て
の
相
貌
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

 

 
注
記 

注
１

福
田
眞
人
「
明
治
翻
訳
語
の
お
も
し
ろ
さ
」（
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
『
言
語
文
化
研
究
叢
書
』
第
七
巻 

平
成
二
十
年
三
月
） 

注
２

柳
父
章
『
翻
訳
語
成
立
事
情
』
「
１

社
会
」
（
昭
和
五
十
七
年

岩
波
書
店
） 

注
３

柳
父
章
『
翻
訳
語
成
立
事
情
』
「
２

恋
愛
」
（
昭
和
五
十
七
年

岩
波
書
店
） 

注
４

北
村
透
谷
「
厭
世
詩
家
と
女
性
」
（
『
女
学
雑
誌
』
第
三
百
三
号

明
治
二
十
五
年
二
月
） 

注
５

泉
鏡
花
「
愛
と
婚
姻
」
（
『
太
陽
』
明
治
二
十
八
年
五
月
） 

注
６

島
村
抱
月
『
早
稲
田
文
學
』
彙
報
欄
「
小
説
界
」
（
明
治
二
十
八
年
九
月
） 

注
７

吉
田
「
泉
鏡
花
〝
美
と
永
遠
の
探
究
者
〟
」
（
平
成
十
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
） 

注
８

三
田
英
彬
「
泉
鏡
花
―
日
本
文
学
研
究
大
成
」
（
平
成
八
年
四
月

国
書
刊
行
会
） 

注
９

村
松
定
孝
「
泉
鏡
花
」

（
昭
和
四
十
一
年
四
月

寧
楽
書
房
） 

注
１０  

三
輪
鋻
蔵
編
『
大
日
本
帝
国
憲
法
釈
義
』
「
皇
室
典
範
」
（
明
治
二
十
二
年
五
月
） 

注
１１

夏
目
漱
石
「
ノ
ー
ト
」
「suggestion

」

（
執
筆
時
期
未
特
定
） 

注
１２

厨
川
白
村
『
近
代
の
戀
愛
觀
』
／
「
ラ
ブ
」
へ
の
言
及

（
大
正
十
一
年
十
月

改
造
社
） 

注
１３

「
小
説
上
の
戀
愛
」
（
読
売
新
聞

明
治
三
十
年
九
月
二
十
七
日
） 

注
１４

近
松
門
左
衛
門
「
曽
根
崎
心
中
」

（
元
禄
十
六
年
） 

注
１５

近
松
門
左
衛
門
「
心
中
天
網
島
」

（
享
保
五
年
） 
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・
天
満
に
年
経
る
。
千
早
降
る
。
神
に
は
あ
ら
ぬ
紙
様
と
、
世
の
鰐
口
に
の
る
ば
か
り
。
小
春
に
深
く
大
幣
の
、
く
さ
り
合
ふ
た

る
御
注
連
縄
。
今
は
結
ぶ
の
神
無
月
。
堰
か
れ
て
逢
は
れ
ぬ
身
と
な
り
果
て
。
あ
は
れ
逢
瀬
の
首
尾
あ
ら
ば
。
そ
れ
を
二
人
が
。

最
後
日
と
。
名
残
の
文
の
言
ひ
か
わ
し
。
毎
夜
毎
夜
の
死
覚
悟
。
玉
し
ゐ
抜
け
て
と
ぼ
と
ぼ
う
か
う
か
身
を
焦
す
。

（
「
心
中
天
網
島
」
）

「
外
科
室
」
は
、
文
学
史
的
に
「
観
念
小
説
」
と
さ
れ
る
が
、
作
者
の
も
つ
「
概
念
」
を
作
品
に
体
現
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
江
戸

文
芸
の
世
話
物
、
殊
に
心
中
物
の
話
型
を
器
と
し
て
、
当
代
の
「
恋
愛
」
を
盛
っ
た
作
品
と
い
え
る
。
宗
教
的
救
済
の
可
否
と
い
う

文
脈
で
近
世
文
芸
と
の
連
続
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
に
描
か
れ
た
「
恋
愛
」
は
、
同
時
代
の
「
恋

愛
至
上
主
義
」
の
文
脈
を
汲
み
な
が
ら
も
、「
高
峰
」
と
「
貴
船
夫
人
」
の
純
愛
の
淵
源
と
し
て
、
近
世
文
芸
殊
に
近
松
門
左
衛
門
の

世
話
物
と
の
類
縁
性
が
示
唆
さ
れ
近
代
の
世
話
物
と
し
て
の
相
貌
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
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泉鏡花「外科室」―〈社会〉と〈恋愛〉の狭間

 

・
「
愛
」
と
い
う
言
葉
が
、
か
つ
て
仏
教
用
語
で
あ
っ
て
、
人
間
相
互
の
感
情
を
表
象
す
る
言
葉
で
な
か
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

実
際
に
日
本
人
が
「
恋
愛
」
な
る
も
の
を
意
識
し
た
の
は
、
明
治
三
―
四
年
に
出
た
中
村
正
直
約
『
西
国
立
志
編
』
以
後
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
二
葉
亭
四
迷
に
よ
っ
て
、
小
説
の
世
界
で
「
ラ
ヴ
」
と
「
恋
」
の
違
い
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
今
比

較
的
新
し
い
言
葉
（
造
語
）
と
し
て
の
「
恋
愛
」
を
、
「
情
」
・
「
色
」
・
「
恋
」
な
ど
の
語
感
と
比
べ
て
み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
恋
愛
」
の
方
が
よ
り
洗
練
さ
れ
て
い
て
、
洋
風
で
、
よ
り
高
級
、
よ
り
新
鮮
、
よ
り
重
要
な
語
感
を
得
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

の
こ
と
は
明
治
時
代
の
方
が
、
今
日
よ
り
も
も
っ
と
強
烈
に
感
じ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
新
し
く
馴
染
ま

な
い
言
葉
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
心
理
も
徹
頭
徹
尾
理
解
で
き
る
ま
で
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

伝
統
的
な
「
情
」
「
色
」
「
恋
」
で
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
「
新
鮮
」
で
「
高
級
」
な
意
味
を
盛
り
え
た
経
緯
が
端
的
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
近
代
的
な
観
念
を
、「
恋
愛
」
と
い
う
新
し
い
造
語
に
盛
っ
て
理
解
し
、「
色
」「
恋
」
よ
り
高
尚
な
も
の
と

し
て
の
「
恋
愛
」
が
流
通
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
新
来
の
観
念
に
関
し
て
反
発
は
つ
き
も
の
で

あ
る
。
一
例
と
し
て
明
治
三
十
年
の
読
売
新
聞
の
記
事
「
小
説
上
の
戀
愛
」
を
挙
げ
た
い
。
（
注
１３
）

・
文
学
に
於
け
る
恋
愛
の
問
題
は
、
屡
新
聞
雑
誌
の
時
文
欄
を
騒
が
せ
り
。（
中
略
）
近
時
の
小
説
の
上
に
顕
れ
た
る
恋
愛
に
至
り

て
は
、
甚
だ
快
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
（
中
略
）
恋
愛
小
説
の
非
な
る
は
日
本
新
聞
の
人
早
く
こ
れ
を
唱
え
始
め
た
り
。
わ
れ
ら

も
ま
た
近
時
の
恋
愛
小
説
を
以
て
甚
だ
厭
う
べ
き
も
の
と
せ
り

近
代
に
よ
っ
て
覚
醒
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
近
代
的
自
我
の
台
頭
と
旧
道
徳
側
の
抵
抗
が
看
取
さ
れ
、「

」
の
訳
語
と
し
て
の
「
恋
愛
」

を
し
て
、
い
わ
ば
亡
国
の
音
と
す
る
強
固
な
社
会
的
慣
習
の
存
在
を
実
感
せ
し
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
泉
鏡
花
「
外
科

室
」
は
、
こ
う
し
た
「
恋
愛
」
を
め
ぐ
る
讃
美
と
反
発
の
中
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
代
の
「
恋
愛
至
上
主
義
」
を
汲
み
な
が

ら
、
近
代
明
治
の
「
恋
愛
」
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

・
「
痛
み
ま
す
か
」
「
い
い
え
、
あ
な
た
だ
か
ら
、
あ
な
た
だ
か
ら
」
「
で
も
、
あ
な
た
は
、
あ
な
た
は
、
私
を
知
り
ま
す
ま
い
！
」

 

高
峰
が
手
に
せ
る
メ
ス
に
片
手
を
添
え
て
、
乳
の
下
深
く
掻
き
切
り
ぬ
。
医
学
士
は
真
蒼
に
な
り
て
戦
き
つ
つ
、「
忘
れ
ま
せ
ん
」

（
中
略
）
伯
爵
夫
人
は
う
れ
し
げ
に
、
い
と
あ
ど
け
な
き
微
笑
を
含
み
て
高
峰
の
手
よ
り
手
を
は
な
し
、
ば
っ
た
り
、
枕
に
伏

す
と
ぞ
見
え
し
、（
中
略
）
そ
の
と
き
の
二
人
が
状
、
あ
た
か
も
二
人
の
身
辺
に
は
、
天
な
く
、
地
な
く
、
社
会
な
く
、
全
く
人

な
き
が
ご
と
く
な
り
し
。

胸
中
に
秘
め
た
る
積
年
の
恋
情
を
告
白
し
、
微
笑
の
中
で
そ
の
生
を
閉
じ
た
「
貴
船
伯
爵
夫
人
」
は
、
今
生
で
結
ば
れ
な
い
「
高
峰

医
学
士
」
の
腕
に
抱
か
れ
て
逝
く
。「
二
人
が
状
、
あ
た
か
も
二
人
の
身
辺
に
は
、
天
な
く
、
地
な
く
、
社
会
な
く
、
全
く
人
な
き
が

ご
と
く
な
り
し
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
無
化
さ
れ
、
純
一
無
雑
な
境
地
に
至
る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
ま
で
「
社
会
」
的
制
約
と
「
恋
愛
」
と
い
う
個
人
的
願
望
の
相
剋
を
小
説
「
外
科
室
」
に
見
て
き
た
が
、
「
観
念
小
説
」

と
し
て
当
代
世
相
と
の
関
わ
り
が
、
つ
と
め
て
意
識
的
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
単

な
る
時
代
文
脈
と
の
関
わ
り
の
み
で
は
十
全
で
は
な
い
。
そ
れ
は
小
説
掉
尾
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
点

を
最
後
に
ふ
れ
稿
を
結
び
た
い
。

・
青
山
の
墓
地
と
、
谷
中
の
墓
地
と
所
こ
そ
は
変
わ
り
た
れ
、
同
一
日
に
前
後
し
て
相
逝
け
り
。
語
を
寄
す
、
天
下
の
宗
教
家
、

渠
ら
二
人
は
罪
悪
あ
り
て
、
天
に
行
く
こ
と
を
得
ざ
る
べ
き
か
。

「
外
科
室
」
の
末
文
に
お
い
て
「
天
下
の
宗
教
家
」
と
い
う
言
葉
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
死
を
も
っ
て
そ
の
愛
を
全
う
し
た
二
人
を

し
て
「
天
な
く
、
地
な
く
」
と
描
写
す
る
ま
で
の
状
況
が
「
上
」
の
末
尾
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
下
」
の
末
尾
で
は
唐
突
に

「
天
下
の
宗
教
家
」
に
問
う
か
た
ち
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
上
」
と
「
下
」
末
尾
に
お
け
る
こ
う
し
た
齟
齬
は
何
を

示
唆
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
近
松
の
世
話
物
に
み
る
次
の
よ
う
な
一
節
に
注
目
し
た
い
。
（
注
１４
・
１５
）

・
誰
が
告
ぐ
る
と
は
曽
根
崎
の
森
の
下
風
音
に
聞
え
。
取
伝
貴
賎
群
衆
の
回
向
の
種
。
未
来
成
仏
疑
ひ
な
き
恋
の
手
本
と
な
り
に

け
り
。

（
「
曽
根
崎
心
中
」
）
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・
「
愛
」
と
い
う
言
葉
が
、
か
つ
て
仏
教
用
語
で
あ
っ
て
、
人
間
相
互
の
感
情
を
表
象
す
る
言
葉
で
な
か
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

実
際
に
日
本
人
が
「
恋
愛
」
な
る
も
の
を
意
識
し
た
の
は
、
明
治
三
―
四
年
に
出
た
中
村
正
直
約
『
西
国
立
志
編
』
以
後
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
二
葉
亭
四
迷
に
よ
っ
て
、
小
説
の
世
界
で
「
ラ
ヴ
」
と
「
恋
」
の
違
い
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
今
比

較
的
新
し
い
言
葉
（
造
語
）
と
し
て
の
「
恋
愛
」
を
、
「
情
」
・
「
色
」
・
「
恋
」
な
ど
の
語
感
と
比
べ
て
み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
恋
愛
」
の
方
が
よ
り
洗
練
さ
れ
て
い
て
、
洋
風
で
、
よ
り
高
級
、
よ
り
新
鮮
、
よ
り
重
要
な
語
感
を
得
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

の
こ
と
は
明
治
時
代
の
方
が
、
今
日
よ
り
も
も
っ
と
強
烈
に
感
じ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
新
し
く
馴
染
ま

な
い
言
葉
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
心
理
も
徹
頭
徹
尾
理
解
で
き
る
ま
で
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

伝
統
的
な
「
情
」
「
色
」
「
恋
」
で
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
「
新
鮮
」
で
「
高
級
」
な
意
味
を
盛
り
え
た
経
緯
が
端
的
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
近
代
的
な
観
念
を
、「
恋
愛
」
と
い
う
新
し
い
造
語
に
盛
っ
て
理
解
し
、「
色
」「
恋
」
よ
り
高
尚
な
も
の
と

し
て
の
「
恋
愛
」
が
流
通
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
新
来
の
観
念
に
関
し
て
反
発
は
つ
き
も
の
で

あ
る
。
一
例
と
し
て
明
治
三
十
年
の
読
売
新
聞
の
記
事
「
小
説
上
の
戀
愛
」
を
挙
げ
た
い
。
（
注
１３
）

・
文
学
に
於
け
る
恋
愛
の
問
題
は
、
屡
新
聞
雑
誌
の
時
文
欄
を
騒
が
せ
り
。（
中
略
）
近
時
の
小
説
の
上
に
顕
れ
た
る
恋
愛
に
至
り

て
は
、
甚
だ
快
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
（
中
略
）
恋
愛
小
説
の
非
な
る
は
日
本
新
聞
の
人
早
く
こ
れ
を
唱
え
始
め
た
り
。
わ
れ
ら

も
ま
た
近
時
の
恋
愛
小
説
を
以
て
甚
だ
厭
う
べ
き
も
の
と
せ
り

近
代
に
よ
っ
て
覚
醒
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
近
代
的
自
我
の
台
頭
と
旧
道
徳
側
の
抵
抗
が
看
取
さ
れ
、「

」
の
訳
語
と
し
て
の
「
恋
愛
」

を
し
て
、
い
わ
ば
亡
国
の
音
と
す
る
強
固
な
社
会
的
慣
習
の
存
在
を
実
感
せ
し
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
泉
鏡
花
「
外
科

室
」
は
、
こ
う
し
た
「
恋
愛
」
を
め
ぐ
る
讃
美
と
反
発
の
中
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
代
の
「
恋
愛
至
上
主
義
」
を
汲
み
な
が

ら
、
近
代
明
治
の
「
恋
愛
」
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

・
「
痛
み
ま
す
か
」
「
い
い
え
、
あ
な
た
だ
か
ら
、
あ
な
た
だ
か
ら
」
「
で
も
、
あ
な
た
は
、
あ
な
た
は
、
私
を
知
り
ま
す
ま
い
！
」
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四

同
時
代
文
脈
と
し
て
の
「恋
愛
」

「
恋
愛
」
は
「

」
の
翻
訳
語
と
し
て
明
治
期
に
流
通
し
た
新
し
い
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
を
第
二
章
に
お
い
て
確
認
し
た
が
、

前
出
の
柳
父
章
『
翻
訳
語
成
立
事
情
』
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
恋
物
語
（

）

の
特
徴
に
も
言
及
し
て
い
る
の
で
引
用
し
た
い
。

・
「
恋
愛
」
と
は
何
か
。
「
恋
愛
」
と
は
、
男
と
女
が
た
が
い
に
愛
し
あ
う
こ
と
で
あ
る
、
と
か
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
定
義
説
明

が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
こ
こ
で
、
「
恋
愛
」
と
は
舶
来
の
観
念
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
語
り
た
い
。
（
中
略
）
な
ぜ
か
。

「
恋
愛
」
も
ま
た
、「
美
」
や
「
近
代
」
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
翻
訳
語
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
翻
訳
語
「
恋
愛
」
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
か
つ
て
、
一
世
紀
ほ
ど
前
に
、「
恋
愛
」
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
「
恋
愛
」
と
い
う
も

の
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

・（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
騎
士
物
語
）
は
じ
め
に
美
し
い
女
性
が
い
る
。
遠
く
の
方
か
ら
現
れ
る
。
男
は
、
直
ち
に
そ
れ
に
近
づ
い

て
い
こ
う
と
し
な
い
で
、
か
え
っ
て
遠
ざ
か
る
。
し
か
も
生
命
を
賭
け
た
危
険
の
方
に
向
か
っ
て
い
く
。
男
は
、
冒
険
の
果
て

に
や
が
て
そ
の
美
し
い
存
在
の
も
と
へ
帰
っ
て
く
る
の
だ
が
、
そ
の

の
始
ま
り
の
形
に
と
く
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
よ
う

な
物
語
の
背
景
に
は
、
マ
リ
ア
崇
拝
や
、
十
字
軍
の
遠
征
が
あ
る
。
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
が
根
本
に
あ
る
。

続
い
て
、
夏
目
漱
石
の
覚
書
で
あ
る
ノ
ー
ト
に
も
次
の
よ
う
な
文
章
が
み
ら
れ
る
の
で
引
用
し
た
い
。
（
注
１１
）

・

此
三
者
ハ
並
行
ス
ル
者
ナ
リ

今
西
洋
ニ
テ
ハ
之
ヲ
切
リ
ハ
ナ
シ
テ
居
ル
其
ハ

デ
ア
ル
其
失
敗
セ
ル
ハ
彼
等
ノ
裏
面
ノ

ヲ
見
レ
バ
分
ル
是
ハ

ニ

ニ

シ
テ

ニ

ナ
リ

／

ヲ

ヨ
リ
切
リ
取
リ
タ
ル
ハ

ナ
リ

此
宗
教
の

ハ

ノ

ノ

デ
ア
ル
（

ヲ
尊
ム
コ
ト
モ
原
因
中
世
紀
）

中
世
紀
の

モ
茲
ニ
預
ツ
テ
力
ア
リ

 

柳
父
氏
は
明
治
期
の
「
恋
愛
」
を
評
し
、「
翻
訳
」
を
媒
介
と
し
た
「
舶
来
の
観
念
」
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
西
洋
的
な
「
恋
物
語

（

）
」
に
触
れ
、
表
現
行
為
に
表
れ
た
「

」
に
は
、
根
本
的
に
キ
リ
ス
ト
教
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
す
る
。
漱
石
の
ノ

ー
ト
に
お
い
て
も
「
中
世
紀
の

（
騎
士
道
精
神
）
」
が
「
マ
リ
ア
崇
拝
」
ひ
い
て
は
「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
」
に
根
差
し
て

い
る
点
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
「

此
三
者
ハ
並
行
ス
ル
者
ナ
リ
」
に
み

え
る
認
識
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
マ
リ
ア
尊
崇
・
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
連
動
し
た
「

」
の
概
念
と
漱
石
の
い
う
「

」
と
は
一

線
を
画
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
漱
石
の
い
う
「

」
は
、
高
尚
で
、
肉
体
を
放
下
し
た
「

」
な
ど
、

「

ニ

（
名
目
上
の
成
功
）
」
で
あ
っ
て
、
「

ニ

（
実
際
上
は
失
敗
）
」
で
あ
る

と
し
、
「
肉
体
的
欲
求
」
と
「
内
面
的
な
恋
愛
感
情
」
「
外
見
的
な
美
し
さ
」
は
渾
然
一
体
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
言
を
進
め

て
い
え
ば
、
性
欲
と
感
情
を
分
離
し
な
い
伝
統
的
な
「
色
恋
」
の
線
上
に
立
っ
て
、
所
謂
近
代
的
な
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
根
ざ
し
た

「
恋
愛
」
を
裁
断
し
て
い
る
と
い
え
る
。
漱
石
に
師
事
し
た
英
文
学
者
の
厨
川
白
村
は
そ
の
著
『
近
代
の
恋
愛
観
』
に
お
い
て
次
の

よ
う
に
指
摘
す
る
（
注
１２
）

・
日
本
語
に
は
英
語
の
『
ラ
ブ
』
に
相
当
す
る
言
葉
が
全
く
無
い
。『
恋
』
と
か
『
愛
』
と
か
云
ふ
字
で
は
感
じ
が
ひ
ど
く
ち
が
う
。

〝

〟
や
〝

〟
に
至
っ
て
は
、
何
と
し
て
も
之
を
日
本
語
に
訳
す
事
が
出
来
な
い
。
さ
う
云
ふ
英
語
や
仏
蘭

西
語
に
あ
る
言
語
感
情
が
、
全
く
日
本
語
で
は
出
な
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
言
葉
が
無
い
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
は
さ
る
べ

き
思
想
が
な
い
か
ら
だ
。

漱
石
が
指
摘
し
た
〈
恋
愛
〉
と
は
異
な
る
文
脈
で
、
西
洋
的
な
「
ラ
ブ
」
を
分
析
し
、
日
本
語
に
お
い
て
英
語
「
ラ
ブ
」
の
「
言
語

感
情
」
は
な
い
と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
英
語
「

」
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
伝
統
的

な
「
色
恋
」
と
は
異
な
る
高
尚
な
新
時
代
の
感
情
を
「
恋
愛
」
と
い
う
言
葉
に
盛
り
得
た
の
で
あ
る
。
前
出
の
福
田
眞
人
氏
は
こ
う

し
た
「
恋
愛
」
と
い
う
翻
訳
語
を
め
ぐ
る
時
代
感
覚
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

一
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四

同
時
代
文
脈
と
し
て
の
「恋
愛
」

「
恋
愛
」
は
「

」
の
翻
訳
語
と
し
て
明
治
期
に
流
通
し
た
新
し
い
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
を
第
二
章
に
お
い
て
確
認
し
た
が
、

前
出
の
柳
父
章
『
翻
訳
語
成
立
事
情
』
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
恋
物
語
（

）

の
特
徴
に
も
言
及
し
て
い
る
の
で
引
用
し
た
い
。

・
「
恋
愛
」
と
は
何
か
。
「
恋
愛
」
と
は
、
男
と
女
が
た
が
い
に
愛
し
あ
う
こ
と
で
あ
る
、
と
か
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
定
義
説
明

が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
こ
こ
で
、
「
恋
愛
」
と
は
舶
来
の
観
念
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
語
り
た
い
。
（
中
略
）
な
ぜ
か
。

「
恋
愛
」
も
ま
た
、「
美
」
や
「
近
代
」
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
翻
訳
語
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
翻
訳
語
「
恋
愛
」
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
か
つ
て
、
一
世
紀
ほ
ど
前
に
、「
恋
愛
」
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
ま
で
の
日
本
に
は
「
恋
愛
」
と
い
う
も

の
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

・（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
騎
士
物
語
）
は
じ
め
に
美
し
い
女
性
が
い
る
。
遠
く
の
方
か
ら
現
れ
る
。
男
は
、
直
ち
に
そ
れ
に
近
づ
い

て
い
こ
う
と
し
な
い
で
、
か
え
っ
て
遠
ざ
か
る
。
し
か
も
生
命
を
賭
け
た
危
険
の
方
に
向
か
っ
て
い
く
。
男
は
、
冒
険
の
果
て

に
や
が
て
そ
の
美
し
い
存
在
の
も
と
へ
帰
っ
て
く
る
の
だ
が
、
そ
の

の
始
ま
り
の
形
に
と
く
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
よ
う

な
物
語
の
背
景
に
は
、
マ
リ
ア
崇
拝
や
、
十
字
軍
の
遠
征
が
あ
る
。
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
が
根
本
に
あ
る
。

続
い
て
、
夏
目
漱
石
の
覚
書
で
あ
る
ノ
ー
ト
に
も
次
の
よ
う
な
文
章
が
み
ら
れ
る
の
で
引
用
し
た
い
。
（
注
１１
）

・

此
三
者
ハ
並
行
ス
ル
者
ナ
リ

今
西
洋
ニ
テ
ハ
之
ヲ
切
リ
ハ
ナ
シ
テ
居
ル
其
ハ

デ
ア
ル
其
失
敗
セ
ル
ハ
彼
等
ノ
裏
面
ノ

ヲ
見
レ
バ
分
ル
是
ハ

ニ

ニ

シ
テ

ニ

ナ
リ

／

ヲ

ヨ
リ
切
リ
取
リ
タ
ル
ハ

ナ
リ

此
宗
教
の

ハ

ノ

ノ

デ
ア
ル
（

ヲ
尊
ム
コ
ト
モ
原
因
中
世
紀
）

中
世
紀
の

モ
茲
ニ
預
ツ
テ
力
ア
リ

一
〇
（95）



泉鏡花「外科室」―〈社会〉と〈恋愛〉の狭間

 

ま
ず
、
作
品
に
お
け
る
人
物
造
型
に
注
目
し
て
み
た
い
。
「
高
峰
医
学
士
」
の
描
写
を
以
下
に
挙
げ
た
い
。

・
脣
辺
に
微
笑
を
浮
か
べ
た
る
医
学
士
は
、
両
手
を
組
み
て
や
や
あ
お
む
け
に
椅
子
に
凭
れ
り
。
今
に
は
じ
め
ぬ
こ
と
な
が
ら

ほ
と
ん
ど
わ
が
国
の
上
流
社
会
全
体
の
喜
憂
に
関
す
べ
き
、
こ
の
大
い
な
る
責
任
を
荷
え
る
身

・
予
と
兄
弟
も
た
だ
な
ら
ざ
る
医
学
士
高
峰
を
し
い
て
、
某
の
日
東
京
府
下
の
一
病
院
に
お
い
て
、
渠
が
刀
を
下
す
べ
き
、
貴

船
伯
爵
夫
人
の
手
術
を
ば
予
を
し
て
見
せ
し
む
る
こ
と
を
余
儀
な
く
し
た
り
。

「
医
学
士
高
峰
」
を
し
て
、
明
治
の
上
層
階
級
す
な
わ
ち
国
家
の
喜
憂
を
医
す
る
「
国
手
」
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

そ
う
し
た
「
国
手
」
が
手
術
す
る
の
は
「
貴
船
伯
爵
夫
人
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
外
科
室
・
下
」
に
お
い
て
は
、
「
商
人
体
の
壮
者
」

が
登
場
し
次
の
よ
う
に
言
う
。

・
（
「
商
人
体
の
壮
者
」
の
会
話
）
「
吉
さ
ん
、
今
日
は
い
い
こ
と
を
し
た
ぜ
な
あ
」
「
そ
う
さ
ね
、
た
ま
に
ゃ
お
ま
え
の
謂
う
こ
と

を
聞
く
も
い
い
か
な
、
浅
草
へ
行
っ
て
こ
こ
へ
来
な
か
っ
た
ろ
う
も
ん
な
ら
、
拝
ま
れ
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
け
」「
な
に
し
ろ
、

三
人
と
も
揃
っ
て
ら
あ
、
ど
れ
が
桃
や
ら
桜
や
ら
だ
」
「
一
人
は
丸
髷
じ
ゃ
あ
な
い
か
」
「
ど
の
み
ち
は
や
御
相
談
に
な
る
ん
じ

ゃ
な
し
、
丸
髷
で
も
、
束
髪
で
も
、
な
い
し
し
ゃ
ぐ
ま
で
も
な
ん
で
も
い
い
」

・「
あ
の
ま
た
、
歩
行
ぶ
り
と
い
っ
た
ら
な
か
っ
た
よ
。
た
だ
も
う
、
す
う
っ
と
こ
う
霞
に
乗
っ
て
行
く
よ
う
だ
っ
け
。
」「
ど
う
も

お
育
ち
が
ら
は
ま
た
格
別
違
っ
た
も
ん
だ
。
あ
り
ゃ
も
う
自
然
、
天
然
と
雲
上
に
な
っ
た
ん
だ
な
。
ど
う
し
て
下
界
の
や
つ
ば

ら
が
真
似
よ
う
た
っ
て
で
き
る
も
の
か
」

こ
れ
ら
小
石
川
植
物
園
で
の
会
話
は
、
庶
民
と
貴
族
の
対
比
に
ほ
か
な
ら
ず
「
拝
ま
れ
る
」「
御
相
談
」「
お
育
ち
が
ら
」「
下
界
の
や

つ
ば
ら
」
と
い
っ
た
言
葉
に
、
貴
賤
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
う
し
た
作
中
に
お
け
る
人
物
造

型
に
は
、
社
会
的
な
制
約
と
し
て
「
貴
賤
結
婚
」
の
困
難
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
『
旧
皇
室
典
範
』

「
第
一
章
三
九
条
～
四
一
条
」
を
み
て
み
た
い
（
注
１０
）
。

 

・
第
三
九
条

皇
族
ノ
婚
嫁
ハ
同
族
又
ハ
勅
旨
ニ
由
リ
特
ニ
認
許
セ
ラ
レ
タ
ル
華
族
ニ
限
ル

第
四
〇
条

皇
族
ノ
婚
嫁
ハ
勅
許
ニ
由
ル

第
四
一
条

皇
族
ノ
婚
嫁
ヲ
許
可
ス
ル
ノ
勅
書
ハ
宮
内
大
臣
之
ニ
副
書
ス

「
皇
族
ノ
婚
嫁
」
に
お
け
る
「
勅
旨
」
す
な
わ
ち
「
天
皇
の
許
可
」
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
第
三
九
条
」
に
お
い
て
「
特
ニ

認
許
セ
ラ
レ
タ
ル
華
族
」
と
あ
る
。「
姫
」
を
出
産
し
、
皇
族
と
の
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
可
能
性
の
あ
る
華
族
を
輩
出
し
た
伯
爵
家
で
あ

る
貴
船
家
に
は
当
然
、
制
約
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
「
貴
船
伯
爵
夫
人
」
も
単
な
る
「
丸
髷
（
既
婚
女
性
）
」
で
は
あ
り
え

な
い
。
し
て
み
る
と
、
「
高
峰
医
学
士
」
と
「
貴
船
伯
爵
夫
人
」
の
間
に
は
、
一
般
的
な
独
身
青
年
と
人
妻
の
恋
愛
で
は
あ
り
え
ず
、

よ
り
強
い
社
会
的
制
約
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
小
説
「
外
科
室
」
に
織
り
込
ま
れ
た
社
会
的
制
約
と
し
て
の

「
貴
賤
結
婚
」
の
困
難
さ
と
い
う
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
さ
て
こ
う
し
た
時
代
に
お
い
て
飛
び
越
え
難
い
制
約
を
挙
げ
た
が
、

前
掲
の
評
論
『
愛
と
婚
姻
』
の
一
節
に
今
一
度
注
目
し
て
み
る
と
小
説
「
外
科
室
」
に
お
け
る
「
社
会
」
と
「
恋
愛
」
の
関
係
が
よ

り
明
白
と
な
る
。

・
人
の
未
だ
結
婚
せ
ざ
る
や
、
愛
は
自
由
な
り
。
諺
に
曰
く
「
恋
に
上
下
の
隔
な
し
」
と
。
然
り
、
何
人
が
何
人
に
恋
す
る
も
、

誰
か
こ
れ
を
非
な
り
と
せ
む
。
一
旦
結
婚
し
た
る
婦
人
は
こ
れ
婦
人
と
い
ふ
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
妻
と
い
へ
る
一
種
女

性
の
人
間
な
り
。
吾
人
は
渠
を
愛
す
る
こ
と
能
は
ず
、
否
愛
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
社
会
が
こ
れ
を
許
さ
ざ
る
な
り
。

「
観
念
小
説
」
と
し
て
の
「
外
科
室
」
の
一
側
面
と
し
て
、
上
下
貴
賤
の
別
な
い
「
恋
愛
」
と
、
そ
う
し
た
「
恋
愛
」
を
「
非
な
り
」

と
す
る
「
社
会
」
の
桎
梏
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
動
か
し
が
た
い
社
会
的
制
約
を
描
き
な
が
ら
、
一
方
で
熱
情
に
準
じ
た
自

由
な
「
恋
愛
」
を
描
く
。「
社
会
」
に
お
け
る
制
度
や
規
範
の
強
固
さ
を
描
け
ば
描
く
ほ
ど
、
自
由
な
感
情
に
根
差
し
た
「
恋
愛
」
と

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
明
瞭
に
な
る
の
で
あ
る
。
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
に
描
か
れ
た
「
社
会
」
と
は
、
情
熱
に
応
じ
た
自
由
な
「
恋
愛
」

の
輪
郭
を
際
立
た
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
明
治
二
十
年
代
日
本
を
席
巻
し
た
「
恋
愛
」
を
み
て
み
た
い
。
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ま
ず
、
作
品
に
お
け
る
人
物
造
型
に
注
目
し
て
み
た
い
。
「
高
峰
医
学
士
」
の
描
写
を
以
下
に
挙
げ
た
い
。

・
脣
辺
に
微
笑
を
浮
か
べ
た
る
医
学
士
は
、
両
手
を
組
み
て
や
や
あ
お
む
け
に
椅
子
に
凭
れ
り
。
今
に
は
じ
め
ぬ
こ
と
な
が
ら

ほ
と
ん
ど
わ
が
国
の
上
流
社
会
全
体
の
喜
憂
に
関
す
べ
き
、
こ
の
大
い
な
る
責
任
を
荷
え
る
身

・
予
と
兄
弟
も
た
だ
な
ら
ざ
る
医
学
士
高
峰
を
し
い
て
、
某
の
日
東
京
府
下
の
一
病
院
に
お
い
て
、
渠
が
刀
を
下
す
べ
き
、
貴

船
伯
爵
夫
人
の
手
術
を
ば
予
を
し
て
見
せ
し
む
る
こ
と
を
余
儀
な
く
し
た
り
。

「
医
学
士
高
峰
」
を
し
て
、
明
治
の
上
層
階
級
す
な
わ
ち
国
家
の
喜
憂
を
医
す
る
「
国
手
」
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

そ
う
し
た
「
国
手
」
が
手
術
す
る
の
は
「
貴
船
伯
爵
夫
人
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
外
科
室
・
下
」
に
お
い
て
は
、
「
商
人
体
の
壮
者
」

が
登
場
し
次
の
よ
う
に
言
う
。

・
（
「
商
人
体
の
壮
者
」
の
会
話
）
「
吉
さ
ん
、
今
日
は
い
い
こ
と
を
し
た
ぜ
な
あ
」
「
そ
う
さ
ね
、
た
ま
に
ゃ
お
ま
え
の
謂
う
こ
と

を
聞
く
も
い
い
か
な
、
浅
草
へ
行
っ
て
こ
こ
へ
来
な
か
っ
た
ろ
う
も
ん
な
ら
、
拝
ま
れ
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
け
」「
な
に
し
ろ
、

三
人
と
も
揃
っ
て
ら
あ
、
ど
れ
が
桃
や
ら
桜
や
ら
だ
」
「
一
人
は
丸
髷
じ
ゃ
あ
な
い
か
」
「
ど
の
み
ち
は
や
御
相
談
に
な
る
ん
じ

ゃ
な
し
、
丸
髷
で
も
、
束
髪
で
も
、
な
い
し
し
ゃ
ぐ
ま
で
も
な
ん
で
も
い
い
」

・「
あ
の
ま
た
、
歩
行
ぶ
り
と
い
っ
た
ら
な
か
っ
た
よ
。
た
だ
も
う
、
す
う
っ
と
こ
う
霞
に
乗
っ
て
行
く
よ
う
だ
っ
け
。
」「
ど
う
も

お
育
ち
が
ら
は
ま
た
格
別
違
っ
た
も
ん
だ
。
あ
り
ゃ
も
う
自
然
、
天
然
と
雲
上
に
な
っ
た
ん
だ
な
。
ど
う
し
て
下
界
の
や
つ
ば

ら
が
真
似
よ
う
た
っ
て
で
き
る
も
の
か
」

こ
れ
ら
小
石
川
植
物
園
で
の
会
話
は
、
庶
民
と
貴
族
の
対
比
に
ほ
か
な
ら
ず
「
拝
ま
れ
る
」「
御
相
談
」「
お
育
ち
が
ら
」「
下
界
の
や

つ
ば
ら
」
と
い
っ
た
言
葉
に
、
貴
賤
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
う
し
た
作
中
に
お
け
る
人
物
造

型
に
は
、
社
会
的
な
制
約
と
し
て
「
貴
賤
結
婚
」
の
困
難
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
『
旧
皇
室
典
範
』

「
第
一
章
三
九
条
～
四
一
条
」
を
み
て
み
た
い
（
注
１０
）
。
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と
能
は
ず
、
否
愛
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
社
会
が
こ
れ
を
許
さ
ざ
る
な
り
。
愛
す
る
こ
と
を
得
ざ
ら
し
む
る
な
り
。

要
す
る
に
社
会
の
婚
姻
は
、
愛
を
束
縛
し
て
、
圧
制
し
て
、
自
由
を
剥
奪
せ
む
が
た
め
に
造
ら
れ
た
る
、
残
絶
、
酷
絶
の
刑
法

な
り
と
す
。（
中
略
）
再
言
す
、
吾
人
人
類
が
因
り
て
も
て
生
命
を
存
す
べ
き
愛
な
る
も
の
は
、
更
に
婚
姻
に
よ
り
て
得
ら
る
べ

き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
。
人
は
死
を
以
て
絶
痛
の
こ
と
と
な
す
、
然
れ
ど
も
国
家
の
た
め
に
は
喜
び
て
死
す
る
に
あ
ら
ず

や
。
婚
姻
亦
然
り
。
社
会
の
た
め
に
身
を
犠
牲
に
供
し
て
何
人
も
、
め
で
た
く
、
式
三
献
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

「
愛
は
自
由
な
り
。
諺
に
曰
く
『
恋
に
上
下
の
隔
な
し
』
」
ま
た
「
何
人
が
何
人
に
恋
す
る
も
、
誰
か
こ
れ
を
非
な
り
と
せ
む
」
「
社

会
が
こ
れ
を
許
さ
ざ
る
な
り
」
に
み
え
る
よ
う
に
、「
婚
姻
」
を
し
て
「
残
絶
、
酷
絶
の
刑
法
」
と
ま
で
断
案
す
る
。
透
谷
の
「
厭
世

詩
家
と
女
性
」
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
「
社
界
」
に
容
認
さ
れ
な
い
「
恋
愛
」
と
相
似
形
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
外

科
室
」
に
お
け
る
「
恋
愛
」
は
制
度
と
し
て
の
「
婚
姻
」
や
「
社
会
」
に
相
対
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、「
外
科
室
」
は
、
こ
う
し
た
新
来
の
翻
訳
語
「
社
会
」
や
「
恋
愛
」
を
な
か
だ
ち
と
し
て
描
か
れ
た
恋
愛
至
上
主
義
の
み
の
近
代

小
説
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
清
戦
争
後
の
文
壇
を
風
靡
し
た
「
観
念
小
説
」
と
い
う
視
座
を
切
り
口
と
し
て
読
み
解
い
て
み
た
い
。

三
、
「
観
念
小
説
」
か
ら
の
照
射

「
観
念
小
説
」
と
は
一
般
に
、
人
間
悲
劇
の
原
因
を
「
社
会
」
に
あ
り
と
す
る
作
家
の
観
念
が
露
骨
に
表
明
し
た
社
会
性
の
強
い

小
説
と
さ
れ
る
。
島
村
抱
月
は
明
治
二
十
八
年
の
『
早
稲
田
文
学
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
注
６
）
。

・
一
つ
の
観
念
を
作
り
此
の
観
念
を
実
現
せ
し
む
る
に
恰
好
な
る
性
格
事
件
境
遇
等
を
案
出
す
る
が
如
き
趣
あ
り
。

・
観
念
小
説
と
は
何
ぞ
や
。
人
は
之
を
解
し
て
、
作
者
が
世
相
に
対
す
る
一
種
の
概
念
を
作
中
に
現
化
せ
る
も
の
と
い
ふ
。

抱
月
の
言
に
よ
れ
ば
、
「
世
相
」
に
対
す
る
「
一
種
の
概
念
」
を
作
品
に
表
し
た
も
の
を
「
観
念
小
説
」
と
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

し
て
み
る
と
、
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
は
、
ひ
と
ま
ず
時
代
の
風
潮
や
世
相
と
の
関
わ
り
の
中
で
理
解
さ
れ
受
容
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

 

「
外
科
室
」
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、「
観
念
小
説
」
と
し
て
の
枠
組
み
で
捉
え
た
も
の
は
多
い
。
吉
田
昌
志
氏
は
「
両
人
を
死
に
向

か
わ
し
め
た
の
は
、
そ
れ
を
〈
不
倫
〉
と
す
る
世
の
中
の
倫
理
で
あ
り
、
婚
姻
と
い
う
社
会
制
度
だ
っ
た
。
（
「
外
科
室
」
棹
尾
の
）

「
語
を
寄
す
」
対
象
は
こ
こ
で
も
「
天
下
（
社
会
）
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
注
７
）
。
と
し
て
い
る
し
、
三
田
英
彬
氏
も
「
愛
情
の
末

路
が
純
情
を
讃
美
す
る
作
家
鏡
花
自
身
に
ま
つ
わ
る
暗
さ
の
反
映
で
あ
り
、
す
く
な
く
と
も
、
そ
う
し
た
物
語
を
書
き
綴
る
鏡
花
の

視
線
が
、
純
情
を
理
解
せ
ず
愛
情
の
自
由
に
対
し
て
否
定
的
な
明
治
社
会
の
性
格
―
功
利
的
・
前
近
代
的
な
そ
れ
を
見
抜
い
て
い
た

事
は
否
定
で
き
ま
い
」
と
す
る
（
注
８
）
。
村
松
定
孝
氏
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
（
注
９
）
。

・
い
ま
ま
で
の
家
族
制
度
と
個
人
の
自
由
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
恋
愛
と
結
婚
の
関
係
、
女
性
と
男
性
と
の
二
重
標
準
が
存
し
て

い
な
い
か
。
労
資
の
関
係
は
調
整
さ
れ
、
は
た
し
て
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
個
人
は
社
会
の
一
員
と
し
て
、
十
分
な
生
活

を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
諸
問
題
を
生
む
現
今
の
社
会
制
度
並
び
に
風
俗
習
慣
を
こ
の
ま
ま

放
っ
て
お
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
を
改
善
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
激

し
く
若
い
世
代
を
支
配
し
は
じ
め
て
い
た
。
鏡
花
の
文
壇
に
デ
ヴ
ュ
ウ
し
た
二
十
八
年
と
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
時
代
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
観
念
小
説
」
と
い
う
一
つ
の
枠
組
み
が
「
外
科
室
」
の
作
品
分
析
に
お
い
て
現
今
当
代
の
「
社
会
」
や
「
結
婚
」
あ

る
い
は
「
恋
愛
」
と
い
っ
た
と
の
関
わ
り
の
中
に
回
収
さ
れ
て
い
っ
た
感
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
に

描
か
れ
た
「
愛
」
の
位
相
は
、
現
世
に
お
け
る
「
か
な
わ
ぬ
恋
」
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
今
一
度
、
近
代
明
治
の
「
華
族
」
と
、

当
代
科
学
教
育
の
最
先
端
に
あ
っ
た
「
医
学
生
」
と
の
恋
愛
は
、
近
代
の
制
度
・
風
俗
・
性
規
範
を
重
ね
る
の
み
で
果
し
て
十
全
と

い
え
る
か
と
い
う
本
論
で
の
問
題
提
起
を
確
認
し
た
い
。「
外
科
室
」
に
描
か
れ
た
「
恋
愛
」
は
、
同
時
代
の
「
恋
愛
至
上
主
義
」
の

文
脈
を
汲
み
な
が
ら
も
、「
高
峰
」
と
「
貴
船
夫
人
」
の
純
愛
の
淵
源
と
し
て
、
明
治
の
世
相
の
み
に
回
収
さ
れ
な
い
射
程
を
有
し
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
こ
で
は
、
同
時
代
的
な
視
点
と
と
も
に
近
世
文
学
と
の
つ
な
が
り
に
触
れ
論
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

七（98）



 

と
能
は
ず
、
否
愛
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
社
会
が
こ
れ
を
許
さ
ざ
る
な
り
。
愛
す
る
こ
と
を
得
ざ
ら
し
む
る
な
り
。

要
す
る
に
社
会
の
婚
姻
は
、
愛
を
束
縛
し
て
、
圧
制
し
て
、
自
由
を
剥
奪
せ
む
が
た
め
に
造
ら
れ
た
る
、
残
絶
、
酷
絶
の
刑
法

な
り
と
す
。（
中
略
）
再
言
す
、
吾
人
人
類
が
因
り
て
も
て
生
命
を
存
す
べ
き
愛
な
る
も
の
は
、
更
に
婚
姻
に
よ
り
て
得
ら
る
べ

き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
。
人
は
死
を
以
て
絶
痛
の
こ
と
と
な
す
、
然
れ
ど
も
国
家
の
た
め
に
は
喜
び
て
死
す
る
に
あ
ら
ず

や
。
婚
姻
亦
然
り
。
社
会
の
た
め
に
身
を
犠
牲
に
供
し
て
何
人
も
、
め
で
た
く
、
式
三
献
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

「
愛
は
自
由
な
り
。
諺
に
曰
く
『
恋
に
上
下
の
隔
な
し
』
」
ま
た
「
何
人
が
何
人
に
恋
す
る
も
、
誰
か
こ
れ
を
非
な
り
と
せ
む
」
「
社

会
が
こ
れ
を
許
さ
ざ
る
な
り
」
に
み
え
る
よ
う
に
、「
婚
姻
」
を
し
て
「
残
絶
、
酷
絶
の
刑
法
」
と
ま
で
断
案
す
る
。
透
谷
の
「
厭
世

詩
家
と
女
性
」
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
「
社
界
」
に
容
認
さ
れ
な
い
「
恋
愛
」
と
相
似
形
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
外

科
室
」
に
お
け
る
「
恋
愛
」
は
制
度
と
し
て
の
「
婚
姻
」
や
「
社
会
」
に
相
対
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、「
外
科
室
」
は
、
こ
う
し
た
新
来
の
翻
訳
語
「
社
会
」
や
「
恋
愛
」
を
な
か
だ
ち
と
し
て
描
か
れ
た
恋
愛
至
上
主
義
の
み
の
近
代

小
説
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
清
戦
争
後
の
文
壇
を
風
靡
し
た
「
観
念
小
説
」
と
い
う
視
座
を
切
り
口
と
し
て
読
み
解
い
て
み
た
い
。

三
、
「
観
念
小
説
」
か
ら
の
照
射

「
観
念
小
説
」
と
は
一
般
に
、
人
間
悲
劇
の
原
因
を
「
社
会
」
に
あ
り
と
す
る
作
家
の
観
念
が
露
骨
に
表
明
し
た
社
会
性
の
強
い

小
説
と
さ
れ
る
。
島
村
抱
月
は
明
治
二
十
八
年
の
『
早
稲
田
文
学
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
注
６
）
。

・
一
つ
の
観
念
を
作
り
此
の
観
念
を
実
現
せ
し
む
る
に
恰
好
な
る
性
格
事
件
境
遇
等
を
案
出
す
る
が
如
き
趣
あ
り
。

・
観
念
小
説
と
は
何
ぞ
や
。
人
は
之
を
解
し
て
、
作
者
が
世
相
に
対
す
る
一
種
の
概
念
を
作
中
に
現
化
せ
る
も
の
と
い
ふ
。

抱
月
の
言
に
よ
れ
ば
、
「
世
相
」
に
対
す
る
「
一
種
の
概
念
」
を
作
品
に
表
し
た
も
の
を
「
観
念
小
説
」
と
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

し
て
み
る
と
、
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
は
、
ひ
と
ま
ず
時
代
の
風
潮
や
世
相
と
の
関
わ
り
の
中
で
理
解
さ
れ
受
容
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

六（99）



泉鏡花「外科室」―〈社会〉と〈恋愛〉の狭間

 

・
例
え
ば
、
日
本
に
は
仏
教
用
語
の
「
愛
」
は
あ
っ
た
。
し
か
し
「
恋
」「
色
恋
」
は
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
的
な
意
味
で
の

愛
は
な
か
っ
た
。
恋
愛
と
い
う
言
葉
、
日
本
語
で
は
比
較
的
新
し
い
言
葉
で
あ
る
。
二
葉
亭
四
迷
は
、
当
初
そ
の
小
説
『
浮
雲
』

（
明
治
二
十
年
―
二
十
二
年
）
の
中
で
、「
ラ
ヴ
」
と
表
記
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
「
愛
」
と
書
い
た
。
二
葉
亭
四
迷
は
、
翻
訳

中
に
ふ
と
出
会
っ
た
一
説
に
苦
渋
し
て
、
つ
い
に
「
死
ん
で
も
い
い
」
と
訳
し
た
。
そ
の
原
文
が
［

］
で
あ
る
。

「

」
を
「
死
ん
で
も
い
い
」
と
訳
し
た
二
葉
亭
の
逸
話
は
有
名
で
あ
る
。
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
愛
」
と
「

」

が
明
治
二
十
年
代
に
お
い
て
未
だ
地
続
き
で
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
明
治
二
十
年
代
に
な

っ
て
今
日
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
意
味
で
の
「
恋
愛
」
の
萌
芽
が
み
て
と
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。『
浮
雲
』
の
発
表
さ
れ
た
明
治

二
十
年
代
、「
恋
愛
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
出
版
の
隆
盛
も
相
俟
っ
て
広
汎
に
流
通
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
北
村
透
谷
が
評
論
「
厭
世

詩
家
と
女
性
」
に
お
い
て
、
後
に
「
恋
愛
至
上
主
義
」
と
よ
ば
れ
る
新
時
代
の
「
恋
愛
観
」
を
示
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
（
注
４
）
。

・
恋
愛
は
人
世
の
秘
鑰
な
り
、
恋
愛
あ
り
て
後
人
世
あ
り
、
恋
愛
を
抽
き
去
り
た
ら
む
に
は
人
生
何
の
色
味
か
あ
ら
む
、
（
中
略
）

恋
愛
を
有
せ
ざ
る
者
は
春
来
ぬ
間
の
樹
立
の
如
く
、
何
と
な
く
物
寂
し
き
位
地
に
立
つ
者
な
り
、
而
し
て
各
人
各
個
に
人
生
の

奥
義
の
一
端
に
入
る
を
得
る
は
、
恋
愛
の
時
期
を
通
過
し
て
の
後
な
る
べ
し
。
夫
れ
恋
愛
は
透
明
に
し
て
美
の
真
を
貫
ぬ
く
、

恋
愛
あ
ら
ざ
る
内
は
社
会
は
一
個
の
他
人
な
る
が
如
く
に
頓
着
あ
ら
ず
、
恋
愛
あ
る
後
は
物
の
あ
は
れ
、
風
物
の
光
景
、
何
と

な
く
仮
を
去
つ
て
実
に
就
き
、
隣
家
よ
り
我
家
に
移
る
が
如
く
覚
ゆ
る
な
れ
。

「
恋
愛
」
と
は
人
の
世
に
お
け
る
秘
密
の
鍵
で
あ
る
。
「
恋
愛
」
抜
き
の
「
人
生
」
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
「
人
生
」
の
深
奥
に
入
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
の
は
「
恋
愛
」
の
時
期
を
通
過
し
て
後
の
こ
と
で
あ
る
。「
恋
愛
」
あ
っ
て
は
じ
め
て
周
囲
の
風
物
や
情
趣
を
感

得
し
得
る
の
で
あ
る
と
の
言
は
、
当
時
の
青
年
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
加
え
て
透
谷
は
制
度
と
し
て
の
婚
姻
に
も
極
め
て

懐
疑
的
な
眼
差
し
を
投
げ
か
け
る
。

 

・
厭
世
家
が
恋
愛
に
対
す
る
こ
と
常
人
よ
り
も
激
切
な
る
の
理
由
、
前
に
既
に
述
べ
た
り
。
怪
し
き
か
な
、
恋
愛
の
厭
世
家
を
眩

せ
し
む
る
の
容
易
な
る
が
如
く
に
、
婚
姻
は
厭
世
家
を
失
望
せ
し
む
る
事
甚
だ
容
易
な
り
。
そ
も

く
厭
世
家
な
る
も
の
は
社

界
の
規
律
に
遵
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
者
な
り
、
社
界
を
以
て
家
と
な
さ
ゞ
る
者
な
り
、「
世
に
愛
せ
ら
れ
ず
、
世
を
も
愛
せ
ざ
る
者

な
り
」
（

）

「
厭
世
家
」
が
「
恋
愛
」
に
対
し
て
一
般
人
よ
り
も
敏
感
で
激
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
だ
が
、「
婚
姻
」
は
「
厭
世
家
」
を

し
て
容
易
く
失
望
さ
せ
る
。「
恋
愛
」
を
痛
切
に
欲
す
る
「
厭
世
家
」
は
、
そ
も
そ
も
共
同
体
と
し
て
の
「
社
界
」
と
相
容
れ
な
い
も

の
で
あ
る
と
の
評
言
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
恋
愛
」
が
「
社
界
」
の
規
範
と
軋
轢
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
注
目
し
た

い
。
ひ
と
ま
ず
透
谷
に
お
け
る
〈
恋
愛
至
上
主
義
〉
の
歴
史
的
意
義
は
、「
恋
愛
」
を
人
生
に
お
け
る
最
大
の
目
的
に
し
て
価
値
で
あ

る
と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
こ
と
に
あ
る
。
加
え
て
家
制
度
、
良
妻
賢
母
型
の
同
時
代
的
結
婚
観
（
一
夫
一
婦
制
）
を
排
し
、
「
恋
愛
」

の
情
熱
に
準
じ
た
進
歩
的
な
性
規
範
を
提
示
し
た
点
は
時
代
を
画
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
婚
姻
」
と
い
う
社
会
制
度
を
、

「
自
然
に
反
し
た
束
縛
」
と
し
て
捉
え
る
点
も
時
代
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、「
社
会
」
や
「
恋
愛
」

と
い
っ
た
翻
訳
語
は
、
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
の
新
し
い
考
え
方
を
盛
る
器
と
し
て
一
般
に
流
通
し
、
さ
ら
に
は
近
代
の
文
学
者

た
ち
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
反
復
・
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、「
外
科
室
」
が
発
表
さ
れ
た
当
時
、
鏡
花
の
作
家
的
文
脈

に
お
け
る
〈
社
会
〉
や
〈
恋
愛
〉
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
評
論
『
愛
と
婚
姻
』
を
次
に
み
て
み
た
い
（
注
５
）
。

・
元
來
不
幸
と
い
ひ
、
窮
苦
と
い
ひ
、
艱
難
辛
苦
と
い
ふ
も
の
、
皆
我
を
我
と
し
た
る
我
を
以
て
、
他
に
―
社
会
に
―
対
す
る
よ

り
起
る
処
の
怨
言
の
み
。
愛
に
よ
り
て
我
な
か
り
せ
ば
、
い
づ
く
ん
ぞ
そ
れ
苦
楽
あ
ら
む
や
。
情
死
、
駈
落
、
勘
当
等
、
こ
れ

皆
愛
の
分
弁
た
り
。（
中
略
）
唯
男
女
相
会
し
て
、
粛
然
と
杯
を
巡
ら
す
に
過
ぎ
ず
。
人
の
未
だ
結
婚
せ
ざ
る
や
、
愛
は
自
由
な

り
。
諺
に
曰
く
「
恋
に
上
下
の
隔
な
し
」
と
。
然
り
、
何
人
が
何
人
に
恋
す
る
も
、
誰
か
こ
れ
を
非
な
り
と
せ
む
。
一
旦
結
婚

し
た
る
婦
人
は
こ
れ
婦
人
と
い
ふ
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
妻
と
い
へ
る
一
種
女
性
の
人
間
な
り
。
吾
人
は
渠
を
愛
す
る
こ
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・
例
え
ば
、
日
本
に
は
仏
教
用
語
の
「
愛
」
は
あ
っ
た
。
し
か
し
「
恋
」「
色
恋
」
は
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
西
洋
的
な
意
味
で
の

愛
は
な
か
っ
た
。
恋
愛
と
い
う
言
葉
、
日
本
語
で
は
比
較
的
新
し
い
言
葉
で
あ
る
。
二
葉
亭
四
迷
は
、
当
初
そ
の
小
説
『
浮
雲
』

（
明
治
二
十
年
―
二
十
二
年
）
の
中
で
、「
ラ
ヴ
」
と
表
記
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
「
愛
」
と
書
い
た
。
二
葉
亭
四
迷
は
、
翻
訳

中
に
ふ
と
出
会
っ
た
一
説
に
苦
渋
し
て
、
つ
い
に
「
死
ん
で
も
い
い
」
と
訳
し
た
。
そ
の
原
文
が
［

］
で
あ
る
。

「

」
を
「
死
ん
で
も
い
い
」
と
訳
し
た
二
葉
亭
の
逸
話
は
有
名
で
あ
る
。
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
愛
」
と
「

」

が
明
治
二
十
年
代
に
お
い
て
未
だ
地
続
き
で
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
明
治
二
十
年
代
に
な

っ
て
今
日
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
意
味
で
の
「
恋
愛
」
の
萌
芽
が
み
て
と
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。『
浮
雲
』
の
発
表
さ
れ
た
明
治

二
十
年
代
、「
恋
愛
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
出
版
の
隆
盛
も
相
俟
っ
て
広
汎
に
流
通
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
北
村
透
谷
が
評
論
「
厭
世

詩
家
と
女
性
」
に
お
い
て
、
後
に
「
恋
愛
至
上
主
義
」
と
よ
ば
れ
る
新
時
代
の
「
恋
愛
観
」
を
示
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
（
注
４
）
。

・
恋
愛
は
人
世
の
秘
鑰
な
り
、
恋
愛
あ
り
て
後
人
世
あ
り
、
恋
愛
を
抽
き
去
り
た
ら
む
に
は
人
生
何
の
色
味
か
あ
ら
む
、
（
中
略
）

恋
愛
を
有
せ
ざ
る
者
は
春
来
ぬ
間
の
樹
立
の
如
く
、
何
と
な
く
物
寂
し
き
位
地
に
立
つ
者
な
り
、
而
し
て
各
人
各
個
に
人
生
の

奥
義
の
一
端
に
入
る
を
得
る
は
、
恋
愛
の
時
期
を
通
過
し
て
の
後
な
る
べ
し
。
夫
れ
恋
愛
は
透
明
に
し
て
美
の
真
を
貫
ぬ
く
、

恋
愛
あ
ら
ざ
る
内
は
社
会
は
一
個
の
他
人
な
る
が
如
く
に
頓
着
あ
ら
ず
、
恋
愛
あ
る
後
は
物
の
あ
は
れ
、
風
物
の
光
景
、
何
と

な
く
仮
を
去
つ
て
実
に
就
き
、
隣
家
よ
り
我
家
に
移
る
が
如
く
覚
ゆ
る
な
れ
。

「
恋
愛
」
と
は
人
の
世
に
お
け
る
秘
密
の
鍵
で
あ
る
。
「
恋
愛
」
抜
き
の
「
人
生
」
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。
「
人
生
」
の
深
奥
に
入
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
の
は
「
恋
愛
」
の
時
期
を
通
過
し
て
後
の
こ
と
で
あ
る
。「
恋
愛
」
あ
っ
て
は
じ
め
て
周
囲
の
風
物
や
情
趣
を
感

得
し
得
る
の
で
あ
る
と
の
言
は
、
当
時
の
青
年
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
加
え
て
透
谷
は
制
度
と
し
て
の
婚
姻
に
も
極
め
て

懐
疑
的
な
眼
差
し
を
投
げ
か
け
る
。
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泉鏡花「外科室」―〈社会〉と〈恋愛〉の狭間

 

当
代
科
学
の
最
前
線
で
あ
っ
た
「
外
科
室
」
内
の
事
件
と
し
て
描
く
こ
と
に
よ
り
、
科
学
的
合
理
性
を
超
え
た
普
遍
的
感
情
へ
の
地

平
を
示
し
た
と
い
え
る
。
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
に
描
か
れ
た
「
愛
」
は
、
現
実
世
界
で
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
恋
で
あ
る
。「
華
族
」
と

「
医
学
生
」
と
の
〈
恋
愛
〉
は
、
近
代
の
制
度
や
風
俗
と
い
っ
た
当
代
へ
の
問
題
提
起
の
み
で
解
釈
し
う
る
の
か
。
本
稿
で
は
〈
社

会
〉
と
〈
恋
愛
〉
と
い
う
二
つ
の
翻
訳
語
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
代
に
お
け
る
心
中
物
語
と
し
て
の
側
面
に
言
及
す
る
も
の

で
あ
る
。 

 

二

「
社
会
」
と
「
恋
愛
」
と
い
う
翻
訳
語

ま
ず
、
明
治
日
本
の
近
代
化
に
翻
訳
語
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
明
治
と
い
う
時
代
と
翻
訳 

語
と
の
関
係
に
つ
い
て
福
田
眞
人
氏
は
次
の
よ
う
に
概
括
し
て
い
る
（
注
１
）
。
以
下
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。 

・
明
治
維
新
後
の
政
府
の
政
策
は
、
欧
化
政
策
で
あ
り
、
そ
れ
は
殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
策
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
ド
イ
ツ
で
宰 

相
ビ
ス
マ
ル
ク
（O

tto von Bism
arck, 1815-98

）
が
施
行
し
て
い
た
鉄
血
政
策
に
も
似
通
っ
て
い
た
が
、
そ
の
実
、
西 

洋
化
、
近
代
化
の
試
み
で
あ
っ
た
。
早
く
西
洋
の
技
術
を
受
容
し
、
産
業
化
を
進
め
、
国
力
を
充
実
し
、
西
洋
の
帝
国
主
義 

的
植
民
地
政
策
に
屈
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
西
洋
に
お
け
る
新
し
い
学
問
が
輸
入
さ
れ
た
。 

物
理
学
や
化
学
は
さ
て
お
き
、
も
っ
と
も
難
解
だ
っ
た
の
が
哲
学
か
も
知
れ
な
い
。
明
治
時
代
は
、
語
彙
の
意
味
や
解
釈
に 

加
え
て
、
ま
た
そ
の
意
義
を
実
行
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
大
切
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
語
彙
を
肉
化
し
骨
化
す
る
こ
と
が
要 

求
さ
れ
て
い
た
。
自
家
薬
篭
中
の
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
翻
訳
こ
そ
が
最
短
の
道
程
だ
っ
た
。（
理
解
の
過
程
で
あ
る
と
言 

え
る
） 

西
洋
の
帝
国
主
義
的
植
民
地
政
策
の
好
餌
と
な
ら
な
い
た
め
、
ま
た
西
洋
の
進
ん
だ
科
学
を
短
時
日
の
う
ち
に
摂
取
す
る
た
め
、
西

洋
的
思
考
の
「
骨
化
」「
肉
化
」
と
し
て
の
「
翻
訳
」
が
急
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
新
し
い
国
民
国
家
の
創
造
に
は
、
西
洋
語
で
表
さ

 

れ
た
概
念
を
日
本
的
に
理
解
し
た
新
た
な
漢
語
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
時
代
を
背
景
に
し
て
「society

」
の
翻
訳
語

と
し
て
の
〈
社
会
〉
と
い
う
語
も
生
ま
れ
た
。
翻
訳
語
〈
社
会
〉
が
生
ま
れ
た
背
景
を
柳
父
章
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
（
注
２
）

・「
社
会
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
今
日
、
学
問
・
思
想
は
も
ち
ろ
ん
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
、
日
常
私
た
ち
の
目
に
ふ
れ
る
活
字
の
至

る
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
「
社
会
」
と
い
う
こ
と
ば
、

な
ど
の
西
欧
語
の
翻
訳
語
で
あ
る
。

お
よ
そ
明
治
十
年
代
の
頃
盛
ん
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
世
紀
ほ
ど
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

か
つ
て

と
い
う
こ
と
ば
は
、
た
い
へ
ん
翻
訳
の
難
し
い
こ
と
ば
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、

に
相
当

す
る
こ
と
ば
が
日
本
語
に
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
相
当
す
る
こ
と
ば
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
背
景
に
、

に
対
応
す
る
よ
う
な
現
実
が
日
本
に
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
日
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
社
会
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、「
明
治
十
年
代
」
を
淵
源
と
し
て
使
用
さ
れ
始
め
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

続
け
て
福
沢
諭
吉
『
西
洋
事
情
』
（
慶
応
四
〔
一
八
六
八
〕
年
）
に
お
い
て
「

」
は
「
人
間
交
際
」
と
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
を

引
き
合
い
に
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
翻
訳
の
困
難
な
言
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
幕
末
か
ら
近
代
初
期
に
か
け
て
の

日
本
語
に
、
広
く
共
同
体
集
団
を
指
す
意
味
の
「
社
会
」
と
い
う
概
念
が
日
本
に
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
初
期
、「
社
会
」

の
相
当
す
る
字
彙
と
し
て
「
世
間
」
が
考
え
ら
れ
る
が
、
「
世
間
」
は
一
段
低
い
意
味
で
捉
え
ら
れ
、
「
社
会
」
は
よ
り
高
級
な
新
来

の
共
同
体
概
念
一
般
を
示
す
言
葉
と
し
て
、
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
柳
父
氏
の
指
摘
に
お
い
て
秀
逸
な
の
は
「

」

と
い
う
言
葉
の
表
す
と
こ
ろ
の
翻
訳
が
困
難
な
大
き
な
理
由
と
し
て
「
背
景
に
、

に
対
応
す
る
よ
う
な
現
実
が
日
本
に
な

か
っ
た
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
西
洋
語
「

」
に
通
ず
る
こ
と
ば
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
そ
う
し
た
概

念
の
な
い
共
同
体
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ひ
と
ま
ず
共
同
体
を
表
す
新
来
の
概
念
を
表
す
翻
訳
語
と
し
て
「
社
会
」

と
い
う
こ
と
ば
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
、
本
論
で
着
目
し
た
も
う
一
つ
の
翻
訳
語
「
恋
愛
」
を
み
て
み
た
い
。
前
掲
福

田
氏
の
論
考
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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当
代
科
学
の
最
前
線
で
あ
っ
た
「
外
科
室
」
内
の
事
件
と
し
て
描
く
こ
と
に
よ
り
、
科
学
的
合
理
性
を
超
え
た
普
遍
的
感
情
へ
の
地

平
を
示
し
た
と
い
え
る
。
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
に
描
か
れ
た
「
愛
」
は
、
現
実
世
界
で
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
恋
で
あ
る
。「
華
族
」
と

「
医
学
生
」
と
の
〈
恋
愛
〉
は
、
近
代
の
制
度
や
風
俗
と
い
っ
た
当
代
へ
の
問
題
提
起
の
み
で
解
釈
し
う
る
の
か
。
本
稿
で
は
〈
社

会
〉
と
〈
恋
愛
〉
と
い
う
二
つ
の
翻
訳
語
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
代
に
お
け
る
心
中
物
語
と
し
て
の
側
面
に
言
及
す
る
も
の

で
あ
る
。 

 

二

「
社
会
」
と
「
恋
愛
」
と
い
う
翻
訳
語

ま
ず
、
明
治
日
本
の
近
代
化
に
翻
訳
語
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
明
治
と
い
う
時
代
と
翻
訳 

語
と
の
関
係
に
つ
い
て
福
田
眞
人
氏
は
次
の
よ
う
に
概
括
し
て
い
る
（
注
１
）
。
以
下
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。 

・
明
治
維
新
後
の
政
府
の
政
策
は
、
欧
化
政
策
で
あ
り
、
そ
れ
は
殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
策
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
ド
イ
ツ
で
宰 

相
ビ
ス
マ
ル
ク
（O

tto von Bism
arck, 1815-98

）
が
施
行
し
て
い
た
鉄
血
政
策
に
も
似
通
っ
て
い
た
が
、
そ
の
実
、
西 

洋
化
、
近
代
化
の
試
み
で
あ
っ
た
。
早
く
西
洋
の
技
術
を
受
容
し
、
産
業
化
を
進
め
、
国
力
を
充
実
し
、
西
洋
の
帝
国
主
義 

的
植
民
地
政
策
に
屈
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
西
洋
に
お
け
る
新
し
い
学
問
が
輸
入
さ
れ
た
。 

物
理
学
や
化
学
は
さ
て
お
き
、
も
っ
と
も
難
解
だ
っ
た
の
が
哲
学
か
も
知
れ
な
い
。
明
治
時
代
は
、
語
彙
の
意
味
や
解
釈
に 

加
え
て
、
ま
た
そ
の
意
義
を
実
行
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
大
切
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
語
彙
を
肉
化
し
骨
化
す
る
こ
と
が
要 

求
さ
れ
て
い
た
。
自
家
薬
篭
中
の
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
翻
訳
こ
そ
が
最
短
の
道
程
だ
っ
た
。（
理
解
の
過
程
で
あ
る
と
言 

え
る
） 

西
洋
の
帝
国
主
義
的
植
民
地
政
策
の
好
餌
と
な
ら
な
い
た
め
、
ま
た
西
洋
の
進
ん
だ
科
学
を
短
時
日
の
う
ち
に
摂
取
す
る
た
め
、
西

洋
的
思
考
の
「
骨
化
」「
肉
化
」
と
し
て
の
「
翻
訳
」
が
急
務
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
新
し
い
国
民
国
家
の
創
造
に
は
、
西
洋
語
で
表
さ
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泉
鏡
花
「
外
科
室
」
―
〈
社
会
〉
と
〈
恋
愛
〉
の
狭
間 

 

佐

藤

良

太 

一

は
じ
め
に

泉
鏡
花
「
外
科
室
」
は
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
六
月
『
文
藝
倶
楽
部
』
第
六
編
に
掲
載
さ
れ
た
短
編
小
説
で
あ
る
。
「
上
」

「
下
」
の
二
部
構
成
で
、
ま
ず
「
上
」
に
お
い
て
、
語
り
手
で
あ
る
「
予
（
画
師
）
」
の
述
懐
で
始
ま
り
、
親
友
の
新
進
医
学
士
「
高

峰
」
の
執
刀
に
よ
る
「
貴
船
伯
爵
夫
人
」
の
手
術
の
日
が
舞
台
と
な
る
。
高
貴
な
親
族
の
行
き
交
う
病
院
内
の
描
写
の
後
、
患
者
で

あ
る
「
貴
船
伯
爵
夫
人
」
の
手
術
が
始
ま
る
。
心
の
秘
密
が
洩
れ
る
事
を
恐
れ
る
夫
人
は
術
前
麻
酔
を
拒
絶
。
高
峰
の
手
に
よ
る
無

麻
酔
の
手
術
が
始
ま
る
。
無
麻
酔
の
た
め
意
識
の
あ
る
夫
人
は
、
メ
ス
を
握
る
高
峰
の
手
に
、
自
身
の
片
手
を
添
え
、
自
ら
の
乳
の

下
を
深
く
掻
き
切
る
。
そ
の
際
夫
人
は
「
あ
な
た
だ
か
ら
」「
あ
な
た
だ
か
ら
」
と
繰
り
返
し
、
で
も
「
あ
な
た
は
私
を
知
り
ま
す
ま

い
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
絶
命
す
る
。
貴
船
夫
人
の
今
際
の
言
葉
に
、
高
峰
は
「
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
応
え
る
。「
下
」
は
一
転
し
て
過

去
に
遡
及
し
、
九
年
前
の
五
月
が
舞
台
と
な
る
。
躑
躅
咲
き
誇
る
小
石
川
植
物
園
で
見
か
わ
し
た
だ
け
の
出
会
い
が
回
想
さ
れ
る
。

皐
月
の
日
射
し
に
繚
乱
す
る
草
花
に
劣
ら
な
い
夫
人
の
「
真
の
美
」
を
強
調
し
つ
つ
、
高
峰
と
貴
船
夫
人
の
静
か
に
燃
え
る
恋
情
が

描
か
れ
る
。
高
峰
は
外
科
室
で
の
一
件
の
後
、
同
日
相
前
後
し
て
自
殺
を
遂
げ
る
。
「
予
（
画
師
）
」
は
、
二
人
の
愛
の
結
末
を
世
に

問
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
新
時
代
の
最
先
端
を
行
く
医
学
士
高
峰
と
、
貴
族
の
夫
人
と
の
恋
愛
を
描
い
た
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
は
、

当
時
の
性
規
範
、
社
会
秩
序
、
家
族
制
度
を
含
ん
だ
上
で
、
当
代
社
会
へ
の
強
い
問
題
提
起
を
な
し
て
い
る
。
科
学
の
範
疇
で
あ
る

「
医
学
」
殊
に
「
西
洋
医
学
」
は
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
（
身
体
的
）
な
病
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
が
、
メ
ン
タ
ル
（
精
神
的
）
な
苦
痛
へ

の
対
処
と
し
て
は
、
甚
だ
覚
束
な
い
。
「
精
神
医
学
」
「
心
理
学
」
が
言
わ
れ
始
め
た
の
も
、
ほ
ん
の
百
年
足
ら
ず
に
過
ぎ
ず
、
二
十

一
世
紀
の
今
日
に
至
る
も
、
精
神
医
学
は
確
立
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
泉
鏡
花
は
、
こ
う
し
た
身
体
的
苦
痛
を
超
え
る
「
愛
」
を
、
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